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Ⅰ 開催概要 
 

１．開催趣旨 

ネットワーク空間によるコミュニケーションが日常化し、現実社会とネットワーク

社会の融合空間は、拡大の一途にあります。融合空間は、公共空間でもあり、同時に

私的空間的側面ももっています。 

本シンポジウムでは、現実 社会における市民活動がネット空間による情報伝達を

媒介にどのように広がり、さらに市民意識のどのような変化をもたらしてきたか、逆

に、ネットワーク上の情報活動が現実社会の市民組織にどのような影響をもたらして

きたかという現実社会とネットの融合空間をテーマとした諸課題について議論をお

こないました。 

 

２．プログラム 

日時・場所 

2月 24日（金） 14:00-17:00 慶應義塾大学 三田キャンパス 東館 6F 

プログラム 

1. 開会挨拶 

 慶應義塾大学メディア・コミュニケーション研究所所長 関根政美 

2. 基調講演 

「ユビキタスネット社会の実現に向けた地域情報化戦略」 

 総務省大臣官房審議官 松井英生 

3. パネル・ディスカッション 

（司会）土屋大洋（慶應義塾大学助教授、大学院政策・メディア研究科） 

（報告）南圭次（総務省情報通信政策研究所調査研究部主任研究官） 

辻村清行（ＮＴＴドコモ常務取締役） 

宮田加久子（明治学院大学教授、社会学部） 

金山智子（慶應義塾大学助教授、メディア・コミュニケーション研究所） 

（討論）坪田知己（日経メディアラボ 所長） 

菅谷実（慶應義塾大学教授、メディア・コミュニケーション研究所 

4. 閉会挨拶 

 総務省情報通信政策研究所所長 新堀修己 
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Ⅱ 開会挨拶 

 

慶應義塾大学メディア・コミュニケーション研究所所長 関根政美 

 

今日の現代社会とネットワークの融合空間、デジタル・コンテンツ時代の市民組織

と市民意識というシンポジウムに、総務省大臣官房審議官の松井様以下、パネルディ

スカッサントとしてそうそうたるメンバーがご参加いただいた上に、たくさんの方に

ご参加いただきましてまことにありがとうございます。 

私自身研究所の所長として電子ネットワーク社会の展開と市民文化の形成に関す

る実証的研究を 99 年ころから始めております。NGO のインターネット利用調査と

地方自治体の電子政府とその市民社会、市民文化といったものをやっていますので、

今日のシンポジウムの中身は非常に興味深いし、またその意義の大きさも十分理解し

ていると思います。そういう意味でこういうシンポジウムが私どもの研究所の、ある

いは 21 世紀 COE プロジェクトの一つとして行われることは、私にとっては大変う

れしいことです。ぜひ今日は有意義なシンポジウムができることをお祈りしてご挨拶

に代えさせていただきたいと思います。 
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Ⅲ 基調講演「ユビキタスネット社会の実現に向けた地域情報化戦略」 

 

総務省大臣官房審議官 松井英生 

 

前半部分は総務省としての地域情報化戦略の位置づけを、後半、最後のほうは少し

大胆に、今後の方向性についてまったく私的な見方を説明させていただきたいと思い

ます。基調講演で、あまり貴重な話はできないかもしれませんが、よろしくお願いい

たします。 

まず地方情報化というものを考えるときに、u-Japan 政策、IT 新改革戦略という

大きな枠組みの中で位置づけています。スライドの真ん中にあります「条件不利地域

の動向」は、インターネットが使えないような離島とか山間僻地の状況とか、それか

らご案内のとおりいま政府が進めております三位一体の改革、中央から地方へという

キャッチフレーズの下に補助金を削減したり、交付税を増やしたり、税源委譲をして

います。こういう改革の動き、それから地域再生、中心市街地は最近まちづくり３法

を改正する方向になっていますが、シャッター通りがさまざまな商店街に起きている

わけです。それへの対策です。それから市町村合併、こういう動きを踏まえて地方情

報化は考えていく必要があると思います。 

まず u-Japan政策ですが、これは e-Japanが 2000年から 2005年までの政府全体

の戦略で、これはご案内のとおり世界最先端の ICT 国家になろうと国を挙げてやっ

てきたわけですが、2005 年以降をどうするかということで、総務省内部において

u-Japan 政策をつくりました。これはいままでの e-Japan によりましてブロードバ

ンド関係のインフラはだいたい整った。もちろんまだ不十分なところはありますが、

携帯電話がどうだとか、インターネットがどうだとか、インフラはずいぶん整ったの

で、それの利活用で、特に意味ある利活用を広げていく必要があるのではないか。こ

ういうことでつくりました。 

右のほうにありますように、u-Japanとは新しい価値をつくっていくのだ。われわ

れがいま直面している少子高齢化の問題、環境問題、エネルギー問題、さまざまな課

題について ICT を活用して解決をしていきたい。この全体像のところにありますよ

うに、課題は上に挙げられているようなものが課題です。それに対して下の、ユビキ

タスネットワークをまず整備しよう。これは技術的に ICタグ、カード、有線・無線

をシームレスにあらゆるものをネットワークでつなげていこう。こういう利用環境、

ネットワークの整備をきちっとやっていこう。 

二つ目は先ほど申し上げましたさまざまな課題の解決に資するようにしていきた
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い。3 番目がご案内のとおり、いまいろいろなセキュリティ上の問題がありまして、

個人情報上の問題もあります。そういうところで国民の 8割の方が安心してネットを

使える。こういうことを実現していきたいというのが、u-Japan政策です。これは内

閣全体としても u-Japan 政策を取り上げています。それを踏まえて今度新しく、今

年の 1月に政府全体として小泉総理が主催する IT戦略本部において新改革戦略をつ

くりました。 

これは2010年に向けて現在の世界最先端といわれる ICT環境を今後とも維持して

いきたいということで、戦略の三つの理念が構造改革による飛躍、それから利用者重

視、それから国際的にも発信をしていきたい。中身は先ほど説明した総務省の

u-Japanという概念を基本的に受けており、ブロードバンド、ユビキタスネットを前

提にさまざまな課題解決に資するようにしていきたい。さらには安心・安全に使える

ようにしていきたい。 

その中でさまざまな具体的な施策があるわけで、たとえばレセプトの 100％オンラ

イン化を目指したい。それから電子政府を行っていますが、まだまだ使われていませ

ん。まだ数パーセントぐらいの利用率ですので、オンライン使用率をせめて半分ぐら

いまで持っていきたい。E-tax とか、そういうのを半分ぐらいまで持っていきたい。

それから ITS をもっと進めていきたい。それからテレワークです。約 2 割ぐらいの

方がテレワークになるように持っていきたい。このようなことをまず考えています。 

それから二つ目の基盤整備については、デジタルデバイドのないインフラ整備を進

めていきたい。それから教員 1人 1台の PC、それから若い小学生、中学生にモラル

教育をしていく必要がある。それから高度な人材育成機関の設置などもやっていく必

要がある。さらには世界に向けて発信をしていきたい。特にアジア諸国への IT分野

での貢献に力を入れていきたい。 

その中で地方情報化関連はいろいろなところで大きな位置づけを持っています。ま

ず最初の重点に位置づけていますように、デジタルデバイドのない IT社会の実現を

していきたい。特に医療による構造改革は、山間僻地、離島等々においては医療体制

が不十分ですので、遠隔医療サービスを進めていけないか。それから安心・安全な社

会ということでは特に防災とか治安です。地震のときとか津波とか、そういう情報を

瞬時にして住民に伝える。あるいは極端な話でいうと、それを消防庁まで持ってこら

れるようにしよう。携帯電話で撮った災害の情報を、東京の消防庁まで全部持ってく

る。それによって新しい対策を効率的に行っていく。こういうようなシステムをつ

くっていきたい。 
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それから電子政府ですが、先ほど説明したように地方自治体も含めて標準化を進め、

情報システムの相互、インターオペラビリティを確保し、住民の利便に資したい。そ

れからさらには豊かな生活を地元で、地域で行っていただけるようにということで、

ブロードバンド環境や、あるいは地デジを活用した双方向の画像通信などの環境をつ

くっていきたい。それからまさにユビキタスネットということですが、地方公共ネッ

トワークの整備をもっと進めたい。最後は次世代を見据えた人的基盤づくりというこ

とで校内 LANや普通教室のコンピュータ化をどんどん進めていきたい。 

地方情報化の施策だけを少しとりまとめてみますと、先ほど u-Japan で申し上げ

たユビキタスネットワークの整備、高度化、利用環境整備、この三つを基本軸として、

まず第 1点目は、地方におけるユビキタスネットワーク整備を進めていきたい。二つ

目は、それをうまく使い、地域でコミュニティをつくっていけることに貢献できない

か。さらには地方情報化を全国で均衡あるかたちで進めるために推進体制を整備した

い。この三つが大きな柱です。 

まず第 1点目の基盤整備ですが、これは最初に申し上げたデジタルデバイドの解消

ということで、いまはまだ全国で 207 の市町村がまったくブロードバンドが使えな

い状況になっています。これを 2008年までには解消していきたい。それから世帯数

でいきますと 345万世帯がまったくブロードバンドを使えない状況になっています。

これも 2010年までには解消をしていきたい。現在ブロードバンドにアクセスしてい

る人数で言いますと、2000 万世帯ぐらいありますが、残りの方は使用しようと思っ

たら使用できる環境になっている。ただ、345万世帯は使用したくてもまったく使え

ない状況になっている。それを少なくとも 2010年までには解消をしていきたい。特

にそういう問題が出ているのは離島とか山間僻地、条件不利地域です。 

それを進めると同時に、地域内だけでつながっているだけではなく、それをそれぞ

れの都道府県に広げていきたい。さらにはそれを全国でつなげるようにしていきたい

ということで、都道府県の情報ハイウェイとか全国の公共ネットワークを全部つなげ

ていきたいと考えています。 

それから利活用の推進という点については、まず情報のプラットフォームを構築し

ていく必要があるのではないか。つまり先ほど申し上げた、地域で情報化を進めるた

めにはいろいろな主体があると思います。NPO もあれば、行政もあれば、住民もあ

れば、企業もある。いろいろなシステムがあって、それがつながらないことには意味

がないということで、地域の情報プラットフォームをつくり、それが相互に接続でき

るようにする。さらにはそれが横転換してほかの地域にもつながるようなことをして
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いく必要があるのではないかと思っています。いまのところ地域においてはいろいろ

なプロジェクトを考えてもなかなか進まないのが現状ですので、まずは行政が先兵を

担うということで、防災、医療、教育での公共アプリケーションを国として検討して

いきたいと思っています。さらには先進モデルを構築し、それを普及し、いろいろな

地域で参考にできるような対策も取っていきたいと思っています。 

それから最後の推進体制です。これについてはまず人材を育成しなくてはいけない。

あとで詳しく説明しますが、地方の情報化を行うためにキーになるパーソンが必要で

す。これをわれわれは地域情報化プロデューサーと呼んでいますが、こういう人材を

育成していく必要があるのではないか。それから二つ目は、官民連携で地方情報化を

進めようということで、全国地域情報化推進協議会を昨年 10月 4日に立ち上げまし

た。全都道府県と政令指定都市、それから主要な都市自治体も入っており、400以上

の参加を得て、いまこれがスタートをしたところです。第 1 回目のセミナーは昨年、

川口で行いましたし、今年は姫路、あるいは八戸、青森のほうでまたセミナーを開い

ていきたいと思っています。 

あとは知識基盤の確立ということで、データとかナレッジベースについてもつくっ

ていきたい。さらには PDCA サイクル評価手法も検討して、それぞれの自治体の地

方情報化の進展度合いを評価して公表をしていきたい。こんなことも考えています。 

参考ですが、公共ネットワークは地方それぞれの自治体で市役所ですとか、体育館

とか図書館とか、そういうところを結んでいる地方公共団体のネットワークの上にあ

ります情報ハイウェイです。この情報ハイウェイは 47都道府県のうち、38しかまだ

できていない。それから市町村の公共ネットワークにつきましてはやや数字が古いで

すが、全国で 2422 のうち、全部整備ができているところは 1735 で、7 割強です。

今後も近々整備する予定の団体を踏まえますと、95％ぐらいが整備できる状況にいま

はなっています。それぞれの都道府県ごとに見てみると、まだ計画ができていないと

ころはやはり山間僻地と言いましょうか。地方、遠くになりますと整備されていない

ところが多いようです。 

ここから先は少し大胆な今後の方向について説明したいと思います。まず地域活性

化は、わが国経済社会が抱える最大の課題です。これは経済の安定成長のためにも必

要ですし、それから特に最近地域の格差がずいぶん進んでいます。都市と地方とでは

ずいぶん経済的な格差があります。そういう格差の是正、それから先ほど申し上げた、

地方の中心市街地がシャッター通りになってしまっている。こういうような格差是正

のためには、いま地域活性化がきわめて重要で、これこそが日本経済が構造改革をし
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て再生していくためのカギであろうと思っています。それから ICT 政策の点から考

えても、意味のある利活用を考えると、地域における情報化がきわめて意味ある利活

用策であると思っています。 

その地域活性化をするために、これはもう釈迦に説法ですが、まず集客しなくては

いけない。人が来ないことには活性化できない。そのためには魅力ある商品とかサー

ビスとか観光資源をつくっていく必要がありますが、従来のものではだめになってき

ているということで、それぞれ地域の伝統とか文化とか、特色を踏まえて新しいもの

をつくっていく必要がある。かつそれができても、おらがまちにありますよと言うだ

けではまったくだめで、それを広く普及していく。 

もしもネット上でこの普及を考えれば、いかにして多くの検索ヒットを受けるよう

にしていくか。この知恵だと思います。いかにヒットさせるようにするかが大きな課

題だと思います。 

それからもう一つは地域住民の生きがいの創出です。それからもう一つは生活利便

性の向上ということで、こういうものを進めて地域活性化をするための一番よいアイ

デアとしては ICT をうまく活用し、業種を超えて幅広い連携を行い、そして新しく

価値を創造するようなプロジェクトをつくっていく必要があるのではないか。そのた

めには住民は当然参加します。この住民の中にはNPOみたいなものも入ってくると

思いますし、行政も、企業も、皆入ってきます。 

それから特にいま注目したいのは、団塊の世代がだんだんリタイアしていき、こう

いう OBの方の人脈とか経験とかノウハウをうまく活用する。こういうことではない

か。私たちの先輩も仕事を辞めると、よかったよ、もうこれで悠々自適だ。毎日ゴル

フをやって、毎日何とかして楽しく過ごすんだとおっしゃるのですが、2年ぐらいす

ると何か社会に貢献したい。こういうふうにおっしゃってきます。そういう方々の気

持ちは結局は社会に役に立ちたいということで、かつそれが本人にとっては生きがい

にもなってくる。 

私がこの間いくつか聞いたケースの中では、地方の中小企業があるプリンターをつ

くり、大手の企業にそれを納入しようと思って電話しようが、カタログを送ろうが、

まったく門前払いで、3年間ぐらいまったくだめだったのが、ある企業の OBを通じ

て 1本電話を入れていただいたら、極端な話、1日にしてビジネスができてしまった

例もあります。そういう意味で企業の OBをいかにうまく使っていくかということも

大事ではないかと思います。 

そういう中でいくつかプロジェクトがあります。これはもう皆様ご案内のとおりで
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すが、たとえば伝統的工芸品産業の輪島塗とか、何とか組み紐とか、いろいろなのが

あります。そういう技術を先端 IC機器へうまく活用していく。たとえば薄型テレビ

の周りを、そういう伝統的な技術でつくってみるとか、最近「新日本様式」という名

前が出ているようですが、そういうようなことが一つあるのではないか。 

それから二つ目は三鷹で行われている例ですが、ICT企業の OBの方が自分の能力

を使ってパソコン教室の先生になっていくとか、あるいは市民塾みたいなものを開い

て、先生になりたい人は先生になるし、eラーニングを受けたい人は eラーニングを

受ける。そういうようなプロジェクトもあります。 

観光ナビは、東大の都市研究室などがつくっているサイトですと、世田谷とか板橋

などで既存のいろいろな観光名所みたいなものを全部ネット上で見られるようにし

ていこう。さらには松山市では、道を歩いていくと ICチップと端末で、あるところ

を歩くと、ここは何がありますとか、回遊ナビをしてくれるようなプロジェクトもい

まできてきています。 

それから新連携観光資源の創造は、私が 3年ほど前に某都市に行ったときに、餃子

の都市だ、餃子で売りたいとおっしゃっているので、餃子だけだと餃子を食べて帰っ

てしまって終わりじゃないですか。ほかに何があるかというと、そこはバーテンダー

の日本選手権で優勝した人が 20人ぐらいいると言います。それではカクテルもいい

ですね。それからナベサダがいたので、ジャズのライブハウスが盛んだ。それでは三

つをセットにしたらどうかしら。餃子を食べて、ジャズを聴いて、カクテルを飲むと

1日泊まるじゃないですか。そういうようなプロジェクトをやり始めたかどうかしり

ませんが、そのような新しいプロジェクトをやるというのもあるでしょう。 

それから彩事業は、徳島の上勝町ですが、ツマものといって日本料理に添える葉っ

ぱがあります。この葉っぱの需要と供給がまったくわからないで、需要がないのにつ

くって捨ててしまっているような状況があったので、簡単な需給マッチをするような

サイトをつくり、そこで市場の状況を見ながら葉っぱを出すようにした。だいたいこ

れをやっている方は高齢者の方と女性の方だけですが、あっと言う間に年商 2億円ぐ

らいになって、ある人は 100 万円ぐらいの年収になっているというケースも出てき

ています。 

それから特産品販売システム化も進んでいます。 

それから遠隔医療もご案内のとおり千葉県東金とか岩手県、あるいは旭川等々で遠

隔医療がどんどん進んできています。 

乗り合いタクシーというのは福島県であるのですが、ネットでチェックして同じ方
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向に帰るような方は同乗するようなタクシーがある。 

それから防災情報を提供するシステムとか、こういうのがどんどんできてきていま

す。もう皆様ご案内のとおりだと思います。ただ、これは数えて挙げるとたくさんあ

りますが、日本全体で見ればまだまだ非常に微々たるものです。こういうものを進め

るためにどうやっていったらいいかというと、インセンティブ、トラスト、コネクター

の三つが基本要素ではないか。インセンティブとは、こういうプロジェクトをやるた

めには情熱が必要です。自分の町を変えるんだ、自分の町をよくするんだ。それから

経済的利益もあるかもしれませんが、もっと重要なのは評価です。こういうことを

やった人間が地域で評価される。そういうインセンティブはものすごく重要です。 

二つ目はトラストです。これは先ほど申しましたように行政が入ったり、NPO が

入ったり、企業が入ったり、さまざまな主体が連携してやることになりますと、利害

は必ずしも一致しません。そうすると皆の間でトラスト、信頼関係ができていないと

こういうプロジェクトは進まない。特にネットで最初スタートすることになりますと、

このトラストがものすごく重要になってくると思います。 

三つ目はコネクターで、人と人を連携させるために、あるいは企業と企業、あるい

は組織をつなげていくコネクターというか、われわれは地域情報化プロデューサーと

位置づけようとしていますが、こういう方が必要ではないか。大分であるお菓子屋さ

んが倒れたときに、このお菓子屋さんを再生するときに新しいお菓子をつくるために

は、防腐剤をどうしなくてはいけない、衛生状況をどうしなくてはいけない。それか

ら包みをどうしなくてはいけない。あるいはできたものを JRでうまく売らなくては

いけない。さらには PRするためにウェブサイトをつくらなければいけない等々、皆

役割が違う。こういういろいろな人をだれかが集めて連携させてきたわけです。中小

企業診断士の方がそれをやったのですが、そういう人脈を持った方が多くの連携の中

核になる。こういうことがものすごく重要で、コネクター、地域情報化プロデューサー

の役割を持った方が今後重要になってくるのではないかと思います。 

次にネットコミュニティと書いています。こういうプロジェクトを進めていきます

と、ネットでコミュニティができてきますが、それがリアルの人間関係にどう進んで

いくか。いま SNSがずいぶんはやってきていますが、そこからオフ会というかたち

でリアルな人間関係に進むかどうか。進むというのが、私は重要だと思っています。

ただ、現状をいろいろと聞いてみますと、意外と進まないのが現状のようです。もち

ろん専門家の方のほうが分析しておられると思いますが、ネットの中で意見交換をし

ている人は、特に若い人はネットコミュニケーションは非常にうまいのですが、リア
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ルコミュニケーションはものすごく下手です。したがって実際に人と会うのがうまく

いかない。たとえばネットの中で会いましょうと約束しておいても、オフ会に行って

何十人もいると、自分で相手をうまく見つけられない。 

われわれもいろいろなパーティによく出ますが、何百人いても知っている人だけを

探して、その人とだけ話して帰ってくる。新しく広げることをやらない。私は昔イギ

リスに住んでいたのですが、イギリスでいろいろなパーティに出ると、呼んでくれた

主催者がどんどん紹介してくれる。あるいは彼らも同じような仲間が来ているという

ので、自分で積極的に交友を広げていきますが、日本人はやはりシャイで、紹介され

ないと、あるいは自分と同じ仲間だと思わないと、ものすごく冷たく対応するところ

が基本的にありますので、ネットコミュニティがリアルのコミュニティに広がってい

けるかどうかは大きな課題だと思っています。 

それが 4のバーチャルからリアルへということですが、結局ネットだけでつながっ

ているだけでは、価値というのは新しくなかなか創造できない。どんなプロジェクト

も最後はリアルの活動になって初めて価値を生み出す。こういうことではないでしょ

うか。デジタル・コンテンツも同じだと思います。いま放送と通信の融合という話も

あります。これはテレビで見ているものがパソコンで見ることができる。これだけで

はそれほどパイは膨らまない。人間はテレビを見られる時間は限られていますし、特

に最近 20代の人は 2割の方がテレビをまったく見ない。テレビ離れだと言われてい

ますが、テレビを見て、恋愛映画ばかり見ているよりも、やはり本当の恋愛をしたほ

うがいい。こういうことなのではないでしょうか。正しいかどうかはわかりませんが、

リアルにどうやってつないでいくか。 

この間あるお話を聞いたのですが、浜崎あゆみのコンサートを終わって出てくる。

そうすると携帯電話でチケットを購入した人は、その携帯電話に終わった瞬間にセー

ルスプロモーションがバーンと来る。それで浜崎あゆみが着ていたあの洋服、5万円

でどうですかとくる。そうすると皆コンサートが終わったばかりで興奮していますし、

友達と一緒に行っていますから、買っちゃおうといって皆買ってしまう。そのときの

購入比率はすごく高いそうです。それを 1週間後にパソコンでやったら、きっとほと

んど買わない。そういうところで、ただものを見るだけではなくて、いかにリアルの

ビジネスにつなげていくか。それがすごく重要で、ICTの役割はリアルにつなぐとこ

ろがものすごく重要ではないかと思っています。 

その意味でテレビと PCと携帯は、いろいろなプロジェクトをするときにどれを使

うかというのはものすごく難しい選択です。同じではない。PCのウェブサイトをそ
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のまま携帯に移して見るかといったら見ない。就活になると PCで皆やる。ウェブサ

イトでやるのが当たり前です。しかしあれを携帯でやったらクリックの数が多くてと

てもできない。あれは皆さんが PCで、自分の家でゆっくりやる。ですからいろいろ

なネットコミュニティなりプロジェクトをやるときにどれを使うかが、ものすごく大

事な選択だと思います。 

最後に、消費のリーダーは女性である。この間、ある研究所の調査によりますと、

自動車以外のものの購入はすべて女性が決めている割合が多いようです。特に最近の

ムーブメントは F1 層、20～34 歳の女性か、もう少し下の女性がムーブメントをつ

くっています。したがってそういう若い女性の感性とか、知見、ノウハウをいかに取

り込んでくるかがカギなのではないか。今後はそういう若い女性の方をいかにうまく

企業の中に、あるいは組織の中に、グループの中に取り入れ、その方たちの感性なり

知見を使うことが今後のキーではないかと思っています。 

ここで私の講演を終わらせていただきます。どうもありがとうございました。 
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平成１８年２月２４日（金）
総務省官房審議官（情報通信担当）

松 井 英 生

ユビキタスネット社会の実現に向けた
地域情報化戦略

～デジタルコンテンツ時代の地域情報化～

 

 

1

Ⅰ． ｕ-Ｊａｐａｎ政策の推進

Ⅱ． ＩＴ新改革戦略について

Ⅲ． 地域情報化の施策展開について
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2

地 域 情 報 化 施 策 の 展 開

「 Ｉ Ｔ「 Ｉ Ｔ「 Ｉ Ｔ「 Ｉ Ｔ 新 改 革 戦 略新 改 革 戦 略新 改 革 戦 略新 改 革 戦 略 」」」」 のののの 推 進推 進推 進推 進

地域再生

三位一体
改革

市町村合併

中心市街地
活性化条件不利地域

の動向

○○○○地域情報化地域情報化地域情報化地域情報化をめぐるをめぐるをめぐるをめぐる諸状況諸状況諸状況諸状況のののの全体像全体像全体像全体像

「「「「 u ーーーー J a p a n 政 策政 策政 策政 策 」」」」 のののの 推 進推 進推 進推 進

 

 

3

Ⅰ．u-Japan政策の推進
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総務省総務省総務省総務省のののの「「「「uuuu----JapanJapanJapanJapan」」」」政策政策政策政策

2006 （（（（年年年年））））
★★★★

■ （略）これまでに無い新たな産業や市場を創り出す「新価値創造」が
重要である。まず我が国は、人と人だけでなく、人とモノ、モノとモノ
まで遍く繋ぐユビキタスネットワークユビキタスネットワークユビキタスネットワークユビキタスネットワークを世界に先駆けて形成することが重
要である。その独自のIT環境の上で、斬新な発想に基づいた産業やサー
ビスを創り出せば、新たな形態での学習、社会参加、娯楽等が可能にな
り、ひいては文化や価値が育まれるだろう。 （『e-Japan戦略Ⅱ』「Ⅰ．基
本理念、２．戦略思想」より）

■ （略）上記の研究開発を一層成果あるものとするため、研究開発に当
たっては産学官連携を図るとともに、研究開発の社会移転及び国際標準
化を推進する。また、最先端のユビキタスネットワークユビキタスネットワークユビキタスネットワークユビキタスネットワーク環境環境環境環境の実証実験を
利用者参加のもとに推進し、端末、相互接続性、相互運用性や利用性の
飛躍的な向上を目指す。 （『e-Japan戦略Ⅱ』「Ⅲ．新しいＩＴ社会基盤
の整備、３．次世代の知を生み出す研究開発の推進」より）

eeee----JapanJapanJapanJapan戦略戦略戦略戦略におけるにおけるにおけるにおける「「「「ユビキタスユビキタスユビキタスユビキタス」」」」のののの位置位置位置位置づけづけづけづけ
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2001

２０１０年に「ユビキタスネット社会」の実現を目指す総務省の「ｕ－Ｊａｐａｎ政策」は、内閣一
体となった取組を進めている「ｅ－Ｊａｐａｎ戦略」の今後の展開に貢献。
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【【【【国家目標

国家目標

国家目標

国家目標】】】】

２００５
２００５
２００５
２００５年年年年にににに世界最先端

世界最先端

世界最先端

世界最先端ののののIT国家国家国家国家

貢献貢献貢献貢献貢献貢献貢献貢献

eeee----J
ap

an
Ja

pa
n

Ja
pa

n
Ja

pa
n戦

略戦略戦略戦略 実施実施実施実施・・・・貢献貢献貢献貢献実施実施実施実施・・・・貢献貢献貢献貢献

eeee----J
ap

an
Ja

pa
n

Ja
pa

n
Ja

pa
n戦

略戦略戦略戦略ⅡⅡⅡⅡ

＜インフラ等、基盤整備＞

①医療、②食、③生活
④中小企業金融、⑤知
⑥就労・労働、⑦行政サービス

＜ＩＴ利活用重視（先導７分野）＞

【「u-Japan政策」の推進】
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ｕ－Ｊａｐａｎ
価値創発

ｕ－Ｊａｐａｎ
価値創発

【ｅ－Ｊａｐａｎの大目標】

世界最先端
～２００５年までに実現～

（キャッチアップ）

【ｕ－Ｊａｐａｎの大目標】

世界最先端
～２０１０年には先導～

（フロントランナー）

インフラ整備

ｅ－ＪａｐａｎⅡ
利活用

ｅ－ＪａｐａｎⅡ
利活用

利活用促進

ｅ－Ｊａｐａｎ
インフラ

ｅ－Ｊａｐａｎ
インフラ

ナローバンド ブロードバンド ユビキタスネット

電子商取引
電子政府

先導的７分野

課題解決
（期待実現）

利用
環
境整
備

ユビキタスネット

課
題
解
決

情報化促進

○○○○ ２０１０２０１０２０１０２０１０年年年年にににに向向向向けたけたけたけた政策政策政策政策としてのとしてのとしてのとしての骨格骨格骨格骨格

大目標：フロントランナーとしての２０１０年の目標設定

基本思想：「ｅ」から「ｕ」への進化

●

◆草の根のように生活の
隅々までICTが融けこむ

◆創意ある利活用でまったく
新しい価値が生み出される

【「u-Japan政策」の推進】
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ｕ
─
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ｐ
ａ
ｎ
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ﾈｯﾄﾜｰｸ･ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝの基盤整備
（ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ、相互運用性、高信頼性、電子商取引等）

ｺﾝﾃﾝﾂの創造・流通・利用促進
（流通・決済､ﾃﾞｼﾞﾀﾙｱｰｶｲﾌﾞ､ｺﾝﾃﾝﾂ創造､ｿﾌﾄﾊﾟﾜｰ等）

ＩＣＴによる先行的社会システム改革
（社会･経営革新､制度改革､電子政府・自治体等）

ＩＣＴ人材活用
（人材育成､ﾍﾞﾝﾁｬｰ促進、教育改革､ 市民参加等）

ﾕﾋﾞｷﾀｽﾈｯﾄﾜｰｸ整備

ブロードバンド基盤の全国的整備
（ﾃﾞｨﾊﾞｲﾄﾞ解消、地域情報化､ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送、競争政策等）

国際戦略： 国内にとどまらず、国際的な市場やネットワークを視野に入れた政策を推進（アジア・ブロードバンド計画の推進によりアジアを世界の情報拠点に）

技術戦略： 重点分野の研究開発や標準化を戦略的に推進するとともに、持続的発展に向けたイノベーションを促し、国際競争力を高める

ＩＣＴ安心・安全２１戦略の推進
（優先的に対応すべき２１課題を抽出し、対応策を提示）

有線・無線のシームレスなアクセス環境の整備
（電波開放、固定・移動融合、通信・放送連携等）

実物系ネットワークの確立
（電子ﾀｸﾞ､ｾﾝｻｰﾈｯﾄ､情報家電､ITS、ﾕﾋﾞｷﾀｽ端末等）

ＩＣＴ利活用の高度化 利用環境整備

民産学官一体となって
集中的・重点的な取組みを推進

技術の成熟と
普及定着

利用者意識の
向上

２０１０年へ向けた将来課題 （５千人規模の生活者のニーズ調査から抽出）

乗客のイライラ
解消

若年・中高年
の社会参加

ＩＣＴの利活用が将来課題の解決に寄与

診療情報の
効率的利用

災害時の
安全確保

行政手続きの
オンライン化

高齢者に
優しい住宅

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞの
効率化

生涯学習
の普及

勤務形態
の多様化

ﾎﾜｲﾄｶﾗｰの
協業支援

交通渋滞・
事故の削減

食の
安心・安全

ﾘｻｲｸﾙ・ｺﾞﾐ
処理の推進

ｺﾝﾃﾝﾂへの
自由なｱｸｾｽ

人に優しい心と心の触れ合い 利用者の視点が融け込む 個性ある活力が湧き上がる

２０１０年までに国民の１００％が
高速または超高速を利用可能な社会に

２０１０年までに国民の８０％がＩＣＴは
課題解決に役立つと評価する社会に

２０１０年までに国民の８０％が
ＩＣＴに安心感を得られる社会に

２０１０年には世界最先端の「ＩＣＴ国家」として先導

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの導入促進
（ｴｰｼﾞｪﾝﾄ技術、ﾕｰｻﾞｲﾝﾀﾌｪｰｽ、情報ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨ等）

「影」に関する課題の整理・明確化
（「影」を１０分野・１００課題に整理し、イメージを明確化）

ユビキタスネット社会憲章の制定
（基本原則や共通認識を整理､「憲章」として世界に発信）

顕在化しつつある重要な課題への対応
（将来に向けて顕在化しつつある重要な課題を抽出）

○○○○ 「ｕ－Ｊａｐａｎ「ｕ－Ｊａｐａｎ「ｕ－Ｊａｐａｎ「ｕ－Ｊａｐａｎ政策政策政策政策パッケージパッケージパッケージパッケージ」」」」のののの全体像全体像全体像全体像
【「u-Japan政策」の推進】
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○○○○経済財政運営経済財政運営経済財政運営経済財政運営とととと構造改革構造改革構造改革構造改革にににに関関関関するするするする基本方針基本方針基本方針基本方針２００５２００５２００５２００５（（（（平成平成平成平成１７１７１７１７年年年年６６６６月月月月２１２１２１２１日閣議決定日閣議決定日閣議決定日閣議決定）（）（）（）（抜粋抜粋抜粋抜粋））））

－ 「e-Japan 重点計画２００４」（平成１６年６月１５日）及び「ＩＴ政策パッケージ２００５」（平成

１７年２月２４日）を、医療・教育分野等のＩＴの利用・活用に重点を置き、着実に推進する。

・世界最先端のＩＴ国家であり続けるため、内閣一体となってe-Japan戦略等を進める。

（ＩＴ戦略の推進）

－ 利用者・国民の視点に立って、これまでの e-Japan 戦略等の評価を行うとともに、

新たなＩＴ戦略を平成１７年度中に策定する。

－ 電子政府・電子自治体の推進により、行政の効率化と住民サービスの向上を図る。

－ 官民における統一的・横断的な情報セキュリティ対策を推進する。

－ ネットワーク分野について、２０１０年までにユビキタスネット社会を実現するために、
「u-Japan 政策」を推進する。

－ ＩＴを活用した安心・安全への取組を推進する。

－ 情報格差（デジタルディバイド）の是正への取組を引き続き推進する。

【「u-Japan政策」の推進】
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Ⅱ．ＩＴ新改革戦略について

 

 

－－－－いつでもいつでもいつでもいつでも、、、、どこでもどこでもどこでもどこでも、、、、誰誰誰誰でもでもでもでもＩＴＩＴＩＴＩＴのののの恩恵恩恵恩恵恩恵をををを実感実感実感実感できるできるできるできる社会社会社会社会のののの実現実現実現実現－－－－

構造改革構造改革構造改革構造改革によるによるによるによる飛躍飛躍飛躍飛躍 利用者利用者利用者利用者・・・・生活者重視生活者重視生活者重視生活者重視 国際貢献国際貢献国際貢献国際貢献・・・・国際競争力強化国際競争力強化国際競争力強化国際競争力強化

戦略の３つの理念

ＩＴの「新たな価値を生み出す力」
や「構造改革力」で日本社会を改革

生活密着型で、新たな価値が創出
される社会を実現するＩＴの推進

ＩＴの構造改革力を通じた国際貢献
の推進

デジタルデジタルデジタルデジタル・・・・ディバイドディバイドディバイドディバイドのないのないのないのないＩＴＩＴＩＴＩＴ社会社会社会社会

構造改革力を支えるＩＴ基盤の整備

安心安心安心安心してしてしてしてＩＴＩＴＩＴＩＴをををを使使使使えるえるえるえる環境整備環境整備環境整備環境整備 人材人材人材人材のののの育成育成育成育成・・・・教育教育教育教育
・ユニバーサルデザイン化されたＩＴ社会
・「いつでも、どこでも、何でも、誰でも」

使えるデジタル・ディバイドのないインフラ整備

・世界一安心できる情報社会
・次世代を見据えた人的基盤づくり
・世界に通用する高度ＩＴ人材の

育成

新戦略を実現する推進体制・方法

世界世界世界世界へのへのへのへの発信発信発信発信２１２１２１２１世紀世紀世紀世紀にににに克服克服克服克服すべきすべきすべきすべき
社会的課題社会的課題社会的課題社会的課題へのへのへのへの対応対応対応対応

ＩＴの構造改革力の追求・世界への発信

２１２１２１２１世紀型社会経済活動世紀型社会経済活動世紀型社会経済活動世紀型社会経済活動

ＩＴによる医療の構造改革
ＩＴを駆使した環境配慮型社会

世界一便利で効率的な電子行政
ＩＴ経営の確立よる企業の競争力強化
生涯を通じた豊かな生活

日本のプレゼンスの向上
課題解決モデルの提供による国際貢献

安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心なななな社会社会社会社会のののの実現実現実現実現
世界に誇れる安全で安心な社会
世界一安全な道路交通社会

研究開発研究開発研究開発研究開発
・次世代のＩＴ社会の基盤

となる研究開発の推進

ＩＴ戦略本部のリーダーシップ、重要政策課題の選定

重点計画による施策の重点化、加速化 他の会議・本部等との密接な連携

分科会設置等による評価専門調査会の体制強化 評価に基づく施策の見直し、重複投資の回避・優先順位の判断

○○○○ＩＴＩＴＩＴＩＴ新改革戦略新改革戦略新改革戦略新改革戦略
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ＩＴＩＴＩＴＩＴのののの構造改革力構造改革力構造改革力構造改革力のののの追求追求追求追求

ＩＴＩＴＩＴＩＴによるによるによるによる医療医療医療医療のののの構造改革構造改革構造改革構造改革ＩＴＩＴＩＴＩＴによるによるによるによる医療医療医療医療のののの構造改革構造改革構造改革構造改革 ◆◆◆◆レレレレセプトセプトセプトセプトのののの１００１００１００１００％％％％オンラインオンラインオンラインオンライン化化化化

ＩＴＩＴＩＴＩＴをををを駆使駆使駆使駆使したしたしたした環境配慮型社会環境配慮型社会環境配慮型社会環境配慮型社会ＩＴＩＴＩＴＩＴをををを駆使駆使駆使駆使したしたしたした環境配慮型社会環境配慮型社会環境配慮型社会環境配慮型社会 ◆ＩＴでエネルギーや資源の効率的な利用

世界世界世界世界にににに誇誇誇誇れるれるれるれる安全安全安全安全でででで安心安心安心安心なななな社会社会社会社会世界世界世界世界にににに誇誇誇誇れるれるれるれる安全安全安全安全でででで安心安心安心安心なななな社会社会社会社会 ◆◆◆◆地上地上地上地上デジタルデジタルデジタルデジタルによるによるによるによる災害情報提供災害情報提供災害情報提供災害情報提供でででで被害軽減被害軽減被害軽減被害軽減

世界一安全世界一安全世界一安全世界一安全なななな道路交通社会道路交通社会道路交通社会道路交通社会世界一安全世界一安全世界一安全世界一安全なななな道路交通社会道路交通社会道路交通社会道路交通社会 ◆ＩＴＳを活用し交通事故を未然防止

世界一便利世界一便利世界一便利世界一便利でででで効率的効率的効率的効率的なななな電子行政電子行政電子行政電子行政世界一便利世界一便利世界一便利世界一便利でででで効率的効率的効率的効率的なななな電子行政電子行政電子行政電子行政 ◆◆◆◆オオオオンラインンラインンラインンライン申請申請申請申請率率率率50505050％％％％達成達成達成達成

ＩＴＩＴＩＴＩＴ経営経営経営経営のののの確立確立確立確立によるによるによるによる企業企業企業企業のののの競争力強化競争力強化競争力強化競争力強化ＩＴＩＴＩＴＩＴ経営経営経営経営のののの確立確立確立確立によるによるによるによる企業企業企業企業のののの競争力強化競争力強化競争力強化競争力強化 ◆ＩＴによる部門間・企業間連携の強化

生涯生涯生涯生涯をををを通通通通じたじたじたじた豊豊豊豊かなかなかなかな生活生活生活生活生涯生涯生涯生涯をををを通通通通じたじたじたじた豊豊豊豊かなかなかなかな生活生活生活生活 ◆◆◆◆テレワークテレワークテレワークテレワーク、、、、eeee----ラーニングラーニングラーニングラーニングのののの活用活用活用活用

－ＩＴ－ＩＴ－ＩＴ－ＩＴによってによってによってによって日本社会日本社会日本社会日本社会がががが抱抱抱抱えるえるえるえる課題課題課題課題をををを解決解決解決解決－－－－

○○○○今後今後今後今後ののののＩＴＩＴＩＴＩＴ施策施策施策施策のののの重点重点重点重点

ＩＴＩＴＩＴＩＴ基盤基盤基盤基盤のののの整備整備整備整備

ユニバーサルデザインユニバーサルデザインユニバーサルデザインユニバーサルデザイン化化化化されたされたされたされたＩＴＩＴＩＴＩＴ社会社会社会社会ユニバーサルデザインユニバーサルデザインユニバーサルデザインユニバーサルデザイン化化化化されたされたされたされたＩＴＩＴＩＴＩＴ社会社会社会社会 ◆誰もが安心利用し、恩恵を享受できるＩＴ開発推進

デジタルデジタルデジタルデジタル・・・・ディバイドディバイドディバイドディバイドのないのないのないのないインフラインフラインフラインフラ整備整備整備整備デジタルデジタルデジタルデジタル・・・・ディバイドディバイドディバイドディバイドのないのないのないのないインフラインフラインフラインフラ整備整備整備整備 ◆◆◆◆いつでもいつでもいつでもいつでも、、、、どこでもどこでもどこでもどこでも使使使使えるえるえるえるユビキタスユビキタスユビキタスユビキタス化化化化

世界一安心世界一安心世界一安心世界一安心できるできるできるできるＩＴＩＴＩＴＩＴ社会社会社会社会世界一安心世界一安心世界一安心世界一安心できるできるできるできるＩＴＩＴＩＴＩＴ社会社会社会社会 ◆不正アクセス等サイバー犯罪の撲滅

次世代次世代次世代次世代をををを見据見据見据見据えたえたえたえた人的基盤人的基盤人的基盤人的基盤づくりづくりづくりづくり次世代次世代次世代次世代をををを見据見据見据見据えたえたえたえた人的基盤人的基盤人的基盤人的基盤づくりづくりづくりづくり ◆◆◆◆教員一人教員一人教員一人教員一人１１１１台台台台ののののＰＣ、ＰＣ、ＰＣ、ＰＣ、モラルモラルモラルモラル教育教育教育教育のののの推進推進推進推進

世界世界世界世界にににに通用通用通用通用するするするする高度高度高度高度ＩＴＩＴＩＴＩＴ人材人材人材人材のののの育成育成育成育成世界世界世界世界にににに通用通用通用通用するするするする高度高度高度高度ＩＴＩＴＩＴＩＴ人材人材人材人材のののの育成育成育成育成 ◆高度ＩＴ人材育成機関の設置等

次世代次世代次世代次世代ののののＩＴＩＴＩＴＩＴ社会社会社会社会のののの基盤基盤基盤基盤となるとなるとなるとなる研究開発研究開発研究開発研究開発のののの推進推進推進推進次世代次世代次世代次世代ののののＩＴＩＴＩＴＩＴ社会社会社会社会のののの基盤基盤基盤基盤となるとなるとなるとなる研究開発研究開発研究開発研究開発のののの推進推進推進推進 ◆中長期的な技術戦略の策定

－ＩＴ－ＩＴ－ＩＴ－ＩＴのののの構造改革力構造改革力構造改革力構造改革力をををを支支支支ええええ、、、、ユビキタスネットワークユビキタスネットワークユビキタスネットワークユビキタスネットワーク社会社会社会社会へのへのへのへの基盤基盤基盤基盤をををを整備整備整備整備－－－－

世界世界世界世界へのへのへのへの発信発信発信発信

国際競争社会国際競争社会国際競争社会国際競争社会におけるにおけるにおけるにおける日本日本日本日本ののののプレゼンスプレゼンスプレゼンスプレゼンス向上向上向上向上国際競争社会国際競争社会国際競争社会国際競争社会におけるにおけるにおけるにおける日本日本日本日本ののののプレゼンスプレゼンスプレゼンスプレゼンス向上向上向上向上 ◆世界の一翼を担う情報ハブ

課題解決課題解決課題解決課題解決モデルモデルモデルモデルのののの提供提供提供提供によるによるによるによる国際貢献国際貢献国際貢献国際貢献課題解決課題解決課題解決課題解決モデルモデルモデルモデルのののの提供提供提供提供によるによるによるによる国際貢献国際貢献国際貢献国際貢献 ◆ＩＴによるアジア諸国等への貢献

－－－－構造改革力追求構造改革力追求構造改革力追求構造改革力追求のののの世界世界世界世界へのへのへのへの発信発信発信発信とととと国際貢献国際貢献国際貢献国際貢献－－－－
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具体的具体的具体的具体的にはにはにはには、、、、喫緊喫緊喫緊喫緊のののの課題課題課題課題であるであるであるである少子高齢化少子高齢化少子高齢化少子高齢化をををを支支支支えるえるえるえる医療医療医療医療・・・・・・・・・・・・等等等等のののの２１２１２１２１世紀世紀世紀世紀にににに克服克服克服克服すべきすべきすべきすべき社会的課題社会的課題社会的課題社会的課題にににに対応対応対応対応するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、
安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心なななな社会社会社会社会のののの実現実現実現実現・・・・・・・・・・・・世界一世界一世界一世界一のののの電子行政電子行政電子行政電子行政のののの実現実現実現実現にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ。。。。またまたまたまた、、、、これをこれをこれをこれを支支支支えるえるえるえる基盤基盤基盤基盤となるとなるとなるとなる、、、、デジタルデジタルデジタルデジタル・・・・ディバイドディバイドディバイドディバイドのののの
ないないないないＩＴＩＴＩＴＩＴ社会社会社会社会のののの実現実現実現実現・・・・・・・・・・・・をををを推進推進推進推進するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、先進的先進的先進的先進的ななななモデルモデルモデルモデル地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおける利用利用利用利用・・・・活用活用活用活用のののの具体化具体化具体化具体化などをなどをなどをなどを通通通通じじじじ、ＩＴ、ＩＴ、ＩＴ、ＩＴのののの恩恵恩恵恩恵恩恵・・・・利便利便利便利便
をををを実感実感実感実感できるようにしていくこともできるようにしていくこともできるようにしていくこともできるようにしていくことも重要重要重要重要であるであるであるである。。。。

具体的具体的具体的具体的にはにはにはには、、、、喫緊喫緊喫緊喫緊のののの課題課題課題課題であるであるであるである少子高齢化少子高齢化少子高齢化少子高齢化をををを支支支支えるえるえるえる医療医療医療医療・・・・・・・・・・・・等等等等のののの２１２１２１２１世紀世紀世紀世紀にににに克服克服克服克服すべきすべきすべきすべき社会的課題社会的課題社会的課題社会的課題にににに対応対応対応対応するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、
安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心なななな社会社会社会社会のののの実現実現実現実現・・・・・・・・・・・・世界一世界一世界一世界一のののの電子行政電子行政電子行政電子行政のののの実現実現実現実現にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ。。。。またまたまたまた、、、、これをこれをこれをこれを支支支支えるえるえるえる基盤基盤基盤基盤となるとなるとなるとなる、、、、デジタルデジタルデジタルデジタル・・・・ディバイドディバイドディバイドディバイドのののの
ないないないないＩＴＩＴＩＴＩＴ社会社会社会社会のののの実現実現実現実現・・・・・・・・・・・・をををを推進推進推進推進するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、先進的先進的先進的先進的ななななモデルモデルモデルモデル地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおける利用利用利用利用・・・・活用活用活用活用のののの具体化具体化具体化具体化などをなどをなどをなどを通通通通じじじじ、ＩＴ、ＩＴ、ＩＴ、ＩＴのののの恩恵恩恵恩恵恩恵・・・・利便利便利便利便
をををを実感実感実感実感できるようにしていくこともできるようにしていくこともできるようにしていくこともできるようにしていくことも重要重要重要重要であるであるであるである。。。。

○○○○地域情報化関連抜粋地域情報化関連抜粋地域情報化関連抜粋地域情報化関連抜粋①①①①

ⅡⅡⅡⅡ 今後今後今後今後ののののＩＴＩＴＩＴＩＴ政策政策政策政策のののの重点重点重点重点

（（（（医療医療医療医療におけるよりにおけるよりにおけるよりにおけるより効果的効果的効果的効果的ななななｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのののの実現実現実現実現））））
１１１１．．．．山間僻地山間僻地山間僻地山間僻地・・・・離島等離島等離島等離島等のののの地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおける遠隔医療遠隔医療遠隔医療遠隔医療サービスサービスサービスサービスをををを更更更更にににに推進推進推進推進するためするためするためするため、、、、２０１０２０１０２０１０２０１０年度年度年度年度までにまでにまでにまでに、、、、遠隔医療技術遠隔医療技術遠隔医療技術遠隔医療技術のののの適用対適用対適用対適用対
象疾患象疾患象疾患象疾患のののの応用範囲応用範囲応用範囲応用範囲をををを拡大拡大拡大拡大するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、利用環境利用環境利用環境利用環境のののの整備整備整備整備をををを促進促進促進促進するするするする。。。。

（（（（医療医療医療医療におけるよりにおけるよりにおけるよりにおけるより効果的効果的効果的効果的ななななｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのののの実現実現実現実現））））
１１１１．．．．山間僻地山間僻地山間僻地山間僻地・・・・離島等離島等離島等離島等のののの地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおける遠隔医療遠隔医療遠隔医療遠隔医療サービスサービスサービスサービスをををを更更更更にににに推進推進推進推進するためするためするためするため、、、、２０１０２０１０２０１０２０１０年度年度年度年度までにまでにまでにまでに、、、、遠隔医療技術遠隔医療技術遠隔医療技術遠隔医療技術のののの適用対適用対適用対適用対
象疾患象疾患象疾患象疾患のののの応用範囲応用範囲応用範囲応用範囲をををを拡大拡大拡大拡大するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、利用環境利用環境利用環境利用環境のののの整備整備整備整備をををを促進促進促進促進するするするする。。。。

ＩＴＩＴＩＴＩＴによるによるによるによる医療医療医療医療のののの構造改革構造改革構造改革構造改革

（（（（防災防災防災防災・・・・治安治安治安治安））））
２２２２．．．．防災行政無線等防災行政無線等防災行政無線等防災行政無線等やややや緊急通報網等緊急通報網等緊急通報網等緊急通報網等のののの防災防災防災防災・・・・治安情報治安情報治安情報治安情報のののの基盤基盤基盤基盤をををを高度化高度化高度化高度化・・・・堅牢化堅牢化堅牢化堅牢化することですることですることですることで、、、、情報情報情報情報をををを迅速迅速迅速迅速かつかつかつかつ的確的確的確的確にににに収集収集収集収集・・・・
整理整理整理整理しししし、、、、伝達伝達伝達伝達するするするする。。。。特特特特にににに、、、、・・・・・・・・・・・・多様多様多様多様なななな手段手段手段手段によるによるによるによる基盤基盤基盤基盤をををを構築構築構築構築するするするする。。。。
３３３３．．．．「「「「防災情報共有防災情報共有防災情報共有防災情報共有プラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォーム」」」」をををを、、、、地方公共団体地方公共団体地方公共団体地方公共団体・・・・住民住民住民住民・・・・ライフラインライフラインライフラインライフライン企業企業企業企業をををを含含含含めためためためた企業等企業等企業等企業等がががが連携連携連携連携できるできるできるできる総合的総合的総合的総合的ななななシスシスシスシス
テムテムテムテムとなるようにとなるようにとなるようにとなるように、、、、拡充拡充拡充拡充するするするする。。。。

（（（（防災防災防災防災・・・・治安治安治安治安））））
２２２２．．．．防災行政無線等防災行政無線等防災行政無線等防災行政無線等やややや緊急通報網等緊急通報網等緊急通報網等緊急通報網等のののの防災防災防災防災・・・・治安情報治安情報治安情報治安情報のののの基盤基盤基盤基盤をををを高度化高度化高度化高度化・・・・堅牢化堅牢化堅牢化堅牢化することですることですることですることで、、、、情報情報情報情報をををを迅速迅速迅速迅速かつかつかつかつ的確的確的確的確にににに収集収集収集収集・・・・
整理整理整理整理しししし、、、、伝達伝達伝達伝達するするするする。。。。特特特特にににに、、、、・・・・・・・・・・・・多様多様多様多様なななな手段手段手段手段によるによるによるによる基盤基盤基盤基盤をををを構築構築構築構築するするするする。。。。
３３３３．．．．「「「「防災情報共有防災情報共有防災情報共有防災情報共有プラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォーム」」」」をををを、、、、地方公共団体地方公共団体地方公共団体地方公共団体・・・・住民住民住民住民・・・・ライフラインライフラインライフラインライフライン企業企業企業企業をををを含含含含めためためためた企業等企業等企業等企業等がががが連携連携連携連携できるできるできるできる総合的総合的総合的総合的ななななシスシスシスシス
テムテムテムテムとなるようにとなるようにとなるようにとなるように、、、、拡充拡充拡充拡充するするするする。。。。

世界世界世界世界にににに誇誇誇誇れるれるれるれる安全安全安全安全でででで安心安心安心安心なななな社会社会社会社会

６６６６．．．．国国国国・・・・地方公共団体地方公共団体地方公共団体地方公共団体はははは、、、、情報情報情報情報システムシステムシステムシステムののののデータデータデータデータのののの標準化標準化標準化標準化をををを推進推進推進推進するするするする。。。。またまたまたまた、、、、転居転居転居転居やややや転出転出転出転出のののの際際際際のののの窓口窓口窓口窓口におけるにおけるにおけるにおける各種行政手各種行政手各種行政手各種行政手
続続続続きのきのきのきの一括申請一括申請一括申請一括申請やややや、、、、地方公共団体間地方公共団体間地方公共団体間地方公共団体間のののの防災等防災等防災等防災等のののの公共公共公共公共サービスサービスサービスサービスのののの共同展開共同展開共同展開共同展開をををを実現実現実現実現するためするためするためするため、、、、情報情報情報情報システムシステムシステムシステムのののの連携基盤連携基盤連携基盤連携基盤をををを開開開開
発発発発しししし、、、、２００７２００７２００７２００７年度年度年度年度までにまでにまでにまでに標準化標準化標準化標準化をををを図図図図るとともにるとともにるとともにるとともに、、、、このこのこのこの標準標準標準標準にににに基基基基づくづくづくづく地方公共団体地方公共団体地方公共団体地方公共団体ののののシステムシステムシステムシステム改革改革改革改革をををを推進推進推進推進するするするする。。。。
８８８８．．．．・・・・・・・・・・・・さらにさらにさらにさらに、、、、人材育成人材育成人材育成人材育成やややや共同化共同化共同化共同化のののの推進等推進等推進等推進等によりによりによりにより、、、、地方公共団体地方公共団体地方公共団体地方公共団体のののの体制整備体制整備体制整備体制整備もももも促進促進促進促進するするするする。。。。

６６６６．．．．国国国国・・・・地方公共団体地方公共団体地方公共団体地方公共団体はははは、、、、情報情報情報情報システムシステムシステムシステムののののデータデータデータデータのののの標準化標準化標準化標準化をををを推進推進推進推進するするするする。。。。またまたまたまた、、、、転居転居転居転居やややや転出転出転出転出のののの際際際際のののの窓口窓口窓口窓口におけるにおけるにおけるにおける各種行政手各種行政手各種行政手各種行政手
続続続続きのきのきのきの一括申請一括申請一括申請一括申請やややや、、、、地方公共団体間地方公共団体間地方公共団体間地方公共団体間のののの防災等防災等防災等防災等のののの公共公共公共公共サービスサービスサービスサービスのののの共同展開共同展開共同展開共同展開をををを実現実現実現実現するためするためするためするため、、、、情報情報情報情報システムシステムシステムシステムのののの連携基盤連携基盤連携基盤連携基盤をををを開開開開
発発発発しししし、、、、２００７２００７２００７２００７年度年度年度年度までにまでにまでにまでに標準化標準化標準化標準化をををを図図図図るとともにるとともにるとともにるとともに、、、、このこのこのこの標準標準標準標準にににに基基基基づくづくづくづく地方公共団体地方公共団体地方公共団体地方公共団体ののののシステムシステムシステムシステム改革改革改革改革をををを推進推進推進推進するするするする。。。。
８８８８．．．．・・・・・・・・・・・・さらにさらにさらにさらに、、、、人材育成人材育成人材育成人材育成やややや共同化共同化共同化共同化のののの推進等推進等推進等推進等によりによりによりにより、、、、地方公共団体地方公共団体地方公共団体地方公共団体のののの体制整備体制整備体制整備体制整備もももも促進促進促進促進するするするする。。。。

世 界 一 便 利世 界 一 便 利世 界 一 便 利世 界 一 便 利 でででで 効 率 的効 率 的効 率 的効 率 的 なななな 電 子 行 政電 子 行 政電 子 行 政電 子 行 政
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３３３３．．．．自宅自宅自宅自宅やややや医療機関医療機関医療機関医療機関・・・・福祉施設福祉施設福祉施設福祉施設にいながらにしてにいながらにしてにいながらにしてにいながらにして地域地域地域地域コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティにおけるにおけるにおけるにおける生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習などになどになどになどに参加参加参加参加しししし、、、、誰誰誰誰もがもがもがもが孤立孤立孤立孤立せせせせ
ずにずにずにずに活躍活躍活躍活躍できるようできるようできるようできるよう、、、、今後今後今後今後もももも進展進展進展進展がががが見込見込見込見込まれるまれるまれるまれるブロードバンドブロードバンドブロードバンドブロードバンド環境環境環境環境やややや地上地上地上地上デジタルテレビデジタルテレビデジタルテレビデジタルテレビ放送放送放送放送をををを活用活用活用活用したしたしたした双方向双方向双方向双方向
のののの画像通信画像通信画像通信画像通信などのなどのなどのなどの利用利用利用利用をををを促進促進促進促進するするするする。。。。

３３３３．．．．自宅自宅自宅自宅やややや医療機関医療機関医療機関医療機関・・・・福祉施設福祉施設福祉施設福祉施設にいながらにしてにいながらにしてにいながらにしてにいながらにして地域地域地域地域コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティにおけるにおけるにおけるにおける生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習などになどになどになどに参加参加参加参加しししし、、、、誰誰誰誰もがもがもがもが孤立孤立孤立孤立せせせせ
ずにずにずにずに活躍活躍活躍活躍できるようできるようできるようできるよう、、、、今後今後今後今後もももも進展進展進展進展がががが見込見込見込見込まれるまれるまれるまれるブロードバンドブロードバンドブロードバンドブロードバンド環境環境環境環境やややや地上地上地上地上デジタルテレビデジタルテレビデジタルテレビデジタルテレビ放送放送放送放送をををを活用活用活用活用したしたしたした双方向双方向双方向双方向
のののの画像通信画像通信画像通信画像通信などのなどのなどのなどの利用利用利用利用をををを促進促進促進促進するするするする。。。。

○○○○地域情報化関連抜粋地域情報化関連抜粋地域情報化関連抜粋地域情報化関連抜粋②②②②

生涯生涯生涯生涯をををを通通通通じたじたじたじた豊豊豊豊かなかなかなかな生活生活生活生活

１１１１．．．．全国全国全国全国ででででブロードバンドブロードバンドブロードバンドブロードバンド・・・・サービスサービスサービスサービスをををを利用可能利用可能利用可能利用可能とするためにとするためにとするためにとするために、、、、民主導民主導民主導民主導をををを原則原則原則原則にににに置置置置きききき、、、、公正公正公正公正なななな競争競争競争競争をををを確保確保確保確保しつつしつつしつつしつつ、、、、事事事事
業者業者業者業者にににに対対対対するするするする投資投資投資投資インセンティブインセンティブインセンティブインセンティブのののの付与付与付与付与、、、、地域公共地域公共地域公共地域公共ネットワークネットワークネットワークネットワークのののの全国整備全国整備全国整備全国整備・・・・共同利用共同利用共同利用共同利用やややや地域地域地域地域のののの創意工夫創意工夫創意工夫創意工夫をををを引引引引きききき
出出出出すすすす等等等等のののの国国国国によるによるによるによる必要必要必要必要にににに応応応応じたじたじたじた支援支援支援支援、、、、及及及及びびびびブロードバンドブロードバンドブロードバンドブロードバンド無線無線無線無線アクセスアクセスアクセスアクセス、ＵＷＢ、ＰＬＣ、ＵＷＢ、ＰＬＣ、ＵＷＢ、ＰＬＣ、ＵＷＢ、ＰＬＣのようなのようなのようなのような新新新新たなたなたなたな電波利用電波利用電波利用電波利用シシシシ
ステムステムステムステム等等等等のののの実現実現実現実現をををを図図図図るるるる。。。。

１１１１．．．．全国全国全国全国ででででブロードバンドブロードバンドブロードバンドブロードバンド・・・・サービスサービスサービスサービスをををを利用可能利用可能利用可能利用可能とするためにとするためにとするためにとするために、、、、民主導民主導民主導民主導をををを原則原則原則原則にににに置置置置きききき、、、、公正公正公正公正なななな競争競争競争競争をををを確保確保確保確保しつつしつつしつつしつつ、、、、事事事事
業者業者業者業者にににに対対対対するするするする投資投資投資投資インセンティブインセンティブインセンティブインセンティブのののの付与付与付与付与、、、、地域公共地域公共地域公共地域公共ネットワークネットワークネットワークネットワークのののの全国整備全国整備全国整備全国整備・・・・共同利用共同利用共同利用共同利用やややや地域地域地域地域のののの創意工夫創意工夫創意工夫創意工夫をををを引引引引きききき
出出出出すすすす等等等等のののの国国国国によるによるによるによる必要必要必要必要にににに応応応応じたじたじたじた支援支援支援支援、、、、及及及及びびびびブロードバンドブロードバンドブロードバンドブロードバンド無線無線無線無線アクセスアクセスアクセスアクセス、ＵＷＢ、ＰＬＣ、ＵＷＢ、ＰＬＣ、ＵＷＢ、ＰＬＣ、ＵＷＢ、ＰＬＣのようなのようなのようなのような新新新新たなたなたなたな電波利用電波利用電波利用電波利用シシシシ
ステムステムステムステム等等等等のののの実現実現実現実現をををを図図図図るるるる。。。。

「「「「いつでもいつでもいつでもいつでも、、、、どこでもどこでもどこでもどこでも、、、、何何何何でもでもでもでも、、、、誰誰誰誰でもでもでもでも」」」」使使使使えるえるえるえるデジタルデジタルデジタルデジタル・・・・ディバイドディバイドディバイドディバイドのないのないのないのないインフラインフラインフラインフラのののの整備整備整備整備

１１１１．．．．２０１０２０１０２０１０２０１０年度年度年度年度までにまでにまでにまでに全全全全てのてのてのての公立小中高等学校等公立小中高等学校等公立小中高等学校等公立小中高等学校等のののの教員教員教員教員にににに一人一台一人一台一人一台一人一台ののののコンピュータコンピュータコンピュータコンピュータをををを配備配備配備配備しししし、、、、学校学校学校学校とととと家庭家庭家庭家庭やややや教教教教
育委員会育委員会育委員会育委員会とのとのとのとの情報交換情報交換情報交換情報交換のののの手段手段手段手段としてのとしてのとしてのとしてのＩＴＩＴＩＴＩＴのののの効果的効果的効果的効果的なななな活用活用活用活用、、、、そのそのそのその他様他様他様他様々々々々なななな校務校務校務校務ののののＩＴＩＴＩＴＩＴ化化化化をををを積極的積極的積極的積極的にににに推進推進推進推進するするするする。。。。またまたまたまた
、、、、校内校内校内校内ＬＡＮＬＡＮＬＡＮＬＡＮやややや普通教室普通教室普通教室普通教室ののののコンピュータコンピュータコンピュータコンピュータ等等等等ののののＩＴＩＴＩＴＩＴ環境整備環境整備環境整備環境整備についてについてについてについて早急早急早急早急にににに計画計画計画計画をををを作成作成作成作成しししし、、、、実施実施実施実施するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、学校学校学校学校にににに
おけるおけるおけるおける光光光光ファイバファイバファイバファイバによるによるによるによる超高速超高速超高速超高速インターネットインターネットインターネットインターネット接続等接続等接続等接続等をををを実現実現実現実現するするするする。。。。
４４４４．．．．２００６２００６２００６２００６年度年度年度年度までにまでにまでにまでにＩＴＩＴＩＴＩＴをををを活用活用活用活用したしたしたした分分分分かりやすいかりやすいかりやすいかりやすい授業方法授業方法授業方法授業方法やややや、、、、児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの習熟度習熟度習熟度習熟度にににに応応応応じたじたじたじた効果的効果的効果的効果的なななな自習用自習用自習用自習用コンテコンテコンテコンテ
ンツンツンツンツのののの開発開発開発開発・・・・活用活用活用活用のののの推進推進推進推進等等等等によりによりによりにより、、、、教科指導教科指導教科指導教科指導におけるにおけるにおけるにおける学力学力学力学力のののの向上等向上等向上等向上等のためののためののためののためのＩＴＩＴＩＴＩＴをををを活用活用活用活用したしたしたした教育教育教育教育をををを充実充実充実充実させるさせるさせるさせる。。。。

１１１１．．．．２０１０２０１０２０１０２０１０年度年度年度年度までにまでにまでにまでに全全全全てのてのてのての公立小中高等学校等公立小中高等学校等公立小中高等学校等公立小中高等学校等のののの教員教員教員教員にににに一人一台一人一台一人一台一人一台ののののコンピュータコンピュータコンピュータコンピュータをををを配備配備配備配備しししし、、、、学校学校学校学校とととと家庭家庭家庭家庭やややや教教教教
育委員会育委員会育委員会育委員会とのとのとのとの情報交換情報交換情報交換情報交換のののの手段手段手段手段としてのとしてのとしてのとしてのＩＴＩＴＩＴＩＴのののの効果的効果的効果的効果的なななな活用活用活用活用、、、、そのそのそのその他様他様他様他様々々々々なななな校務校務校務校務ののののＩＴＩＴＩＴＩＴ化化化化をををを積極的積極的積極的積極的にににに推進推進推進推進するするするする。。。。またまたまたまた
、、、、校内校内校内校内ＬＡＮＬＡＮＬＡＮＬＡＮやややや普通教室普通教室普通教室普通教室ののののコンピュータコンピュータコンピュータコンピュータ等等等等ののののＩＴＩＴＩＴＩＴ環境整備環境整備環境整備環境整備についてについてについてについて早急早急早急早急にににに計画計画計画計画をををを作成作成作成作成しししし、、、、実施実施実施実施するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、学校学校学校学校にににに
おけるおけるおけるおける光光光光ファイバファイバファイバファイバによるによるによるによる超高速超高速超高速超高速インターネットインターネットインターネットインターネット接続等接続等接続等接続等をををを実現実現実現実現するするするする。。。。
４４４４．．．．２００６２００６２００６２００６年度年度年度年度までにまでにまでにまでにＩＴＩＴＩＴＩＴをををを活用活用活用活用したしたしたした分分分分かりやすいかりやすいかりやすいかりやすい授業方法授業方法授業方法授業方法やややや、、、、児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの習熟度習熟度習熟度習熟度にににに応応応応じたじたじたじた効果的効果的効果的効果的なななな自習用自習用自習用自習用コンテコンテコンテコンテ
ンツンツンツンツのののの開発開発開発開発・・・・活用活用活用活用のののの推進推進推進推進等等等等によりによりによりにより、、、、教科指導教科指導教科指導教科指導におけるにおけるにおけるにおける学力学力学力学力のののの向上等向上等向上等向上等のためののためののためののためのＩＴＩＴＩＴＩＴをををを活用活用活用活用したしたしたした教育教育教育教育をををを充実充実充実充実させるさせるさせるさせる。。。。

次 世 代次 世 代次 世 代次 世 代 をををを 見 据見 据見 据見 据 え たえ たえ たえ た 人 的 基 盤人 的 基 盤人 的 基 盤人 的 基 盤 づ く りづ く りづ く りづ く り
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Ⅲ．地域情報化の施策展開について
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ⅢⅢⅢⅢ．．．．地域情報化推進体制地域情報化推進体制地域情報化推進体制地域情報化推進体制等等等等のののの
整備整備整備整備

ⅢⅢⅢⅢ．．．．地域情報化推進体制地域情報化推進体制地域情報化推進体制地域情報化推進体制等等等等のののの
整備整備整備整備

ⅡⅡⅡⅡ．．．．地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおけるＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴ利活利活利活利活
用用用用のののの推進推進推進推進（（（（ユビキタスユビキタスユビキタスユビキタス・・・・ココココ
ミュニティミュニティミュニティミュニティのののの実現実現実現実現））））

ⅡⅡⅡⅡ．．．．地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおけるＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴ利活利活利活利活
用用用用のののの推進推進推進推進（（（（ユビキタスユビキタスユビキタスユビキタス・・・・ココココ
ミュニティミュニティミュニティミュニティのののの実現実現実現実現））））

都道府県情報都道府県情報都道府県情報都道府県情報ﾊｲｳｪｲﾊｲｳｪｲﾊｲｳｪｲﾊｲｳｪｲ・・・・地域地域地域地域
公共公共公共公共ﾈｯﾄﾜｰｸﾈｯﾄﾜｰｸﾈｯﾄﾜｰｸﾈｯﾄﾜｰｸのののの整備促進整備促進整備促進整備促進

都道府県情報都道府県情報都道府県情報都道府県情報ﾊｲｳｪｲﾊｲｳｪｲﾊｲｳｪｲﾊｲｳｪｲ・・・・地域地域地域地域
公共公共公共公共ﾈｯﾄﾜｰｸﾈｯﾄﾜｰｸﾈｯﾄﾜｰｸﾈｯﾄﾜｰｸのののの整備促進整備促進整備促進整備促進

全国全国全国全国公共公共公共公共ネットワークネットワークネットワークネットワークのののの
構築構築構築構築

全国全国全国全国公共公共公共公共ネットワークネットワークネットワークネットワークのののの
構築構築構築構築

公共公共公共公共アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション整整整整
備備備備のののの推進推進推進推進

公共公共公共公共アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション整整整整
備備備備のののの推進推進推進推進

ＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴ利活用利活用利活用利活用のののの先進先進先進先進モデモデモデモデ
ルルルル構築構築構築構築

ＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴ利活用利活用利活用利活用のののの先進先進先進先進モデモデモデモデ
ルルルル構築構築構築構築

地域情報化地域情報化地域情報化地域情報化にににに必要必要必要必要なななな人材人材人材人材
のののの育成育成育成育成

地域情報化地域情報化地域情報化地域情報化にににに必要必要必要必要なななな人材人材人材人材
のののの育成育成育成育成

民官連携民官連携民官連携民官連携によるによるによるによる地域情報地域情報地域情報地域情報
化推進体制化推進体制化推進体制化推進体制のののの強化強化強化強化

民官連携民官連携民官連携民官連携によるによるによるによる地域情報地域情報地域情報地域情報
化推進体制化推進体制化推進体制化推進体制のののの強化強化強化強化

地域情報化知識基盤等地域情報化知識基盤等地域情報化知識基盤等地域情報化知識基盤等のののの
確立確立確立確立

地域情報化知識基盤等地域情報化知識基盤等地域情報化知識基盤等地域情報化知識基盤等のののの
確立確立確立確立

公共公共公共公共ネットワークネットワークネットワークネットワークのののの地域地域地域地域
へのへのへのへの開放開放開放開放のののの促進促進促進促進

公共公共公共公共ネットワークネットワークネットワークネットワークのののの地域地域地域地域
へのへのへのへの開放開放開放開放のののの促進促進促進促進

①①①①：：：：ﾕﾋﾕﾋﾕﾋﾕﾋﾞ゙゙゙ｷﾀｽﾈｯﾄﾜｰｸｷﾀｽﾈｯﾄﾜｰｸｷﾀｽﾈｯﾄﾜｰｸｷﾀｽﾈｯﾄﾜｰｸ整備整備整備整備

②②②②：：：：ICTICTICTICT利活用利活用利活用利活用のののの高度化高度化高度化高度化

③③③③：：：：利用環境整備利用環境整備利用環境整備利用環境整備

①①①①：：：：ﾕﾋﾕﾋﾕﾋﾕﾋﾞ゙゙゙ｷﾀｽﾈｯﾄﾜｰｸｷﾀｽﾈｯﾄﾜｰｸｷﾀｽﾈｯﾄﾜｰｸｷﾀｽﾈｯﾄﾜｰｸ整備整備整備整備

②②②②：：：：ICTICTICTICT利活用利活用利活用利活用のののの高度化高度化高度化高度化

③③③③：：：：利用環境整備利用環境整備利用環境整備利用環境整備

ｕｕｕｕ----ＪａｐａｎＪａｐａｎＪａｐａｎＪａｐａｎ政策政策政策政策のののの基本軸基本軸基本軸基本軸

○○○○地地地地 域域域域 情情情情 報報報報 化化化化 のののの 施施施施 策策策策 体体体体 系系系系（（（（平成平成平成平成１８１８１８１８年年年年１１１１月現在月現在月現在月現在））））

デジタルデジタルデジタルデジタル・・・・ディバイドディバイドディバイドディバイドのののの
解消解消解消解消

デジタルデジタルデジタルデジタル・・・・ディバイドディバイドディバイドディバイドのののの
解消解消解消解消

ＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴサービスサービスサービスサービス連携基盤連携基盤連携基盤連携基盤
のののの整備整備整備整備

ＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴサービスサービスサービスサービス連携基盤連携基盤連携基盤連携基盤
のののの整備整備整備整備

ⅠⅠⅠⅠ．．．．地域情報通信基盤整備地域情報通信基盤整備地域情報通信基盤整備地域情報通信基盤整備のののの
推進推進推進推進（（（（地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおけるユビキタユビキタユビキタユビキタ
スネットワークスネットワークスネットワークスネットワーク整備整備整備整備））））

ⅠⅠⅠⅠ．．．．地域情報通信基盤整備地域情報通信基盤整備地域情報通信基盤整備地域情報通信基盤整備のののの
推進推進推進推進（（（（地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおけるユビキタユビキタユビキタユビキタ
スネットワークスネットワークスネットワークスネットワーク整備整備整備整備））））
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◇ 全国公共ネットワークの構築

�� 地域公共地域公共地域公共地域公共ネットワークネットワークネットワークネットワークとととと情報情報情報情報ハイウェイハイウェイハイウェイハイウェイのののの接続接続接続接続のののの推進推進推進推進（（（（地域公共地域公共地域公共地域公共ネットワークネットワークネットワークネットワークとととと情報情報情報情報ハイウェイハイウェイハイウェイハイウェイのののの接続接続接続接続のののの推進推進推進推進（（（（標準仕様標準仕様標準仕様標準仕様標準仕様標準仕様標準仕様標準仕様のののののののの抜本的改訂抜本的改訂抜本的改訂抜本的改訂抜本的改訂抜本的改訂抜本的改訂抜本的改訂））））））））

�� ＪＧＮＪＧＮＪＧＮＪＧＮＪＧＮＪＧＮＪＧＮＪＧＮⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡとととと公共公共公共公共ネットワークネットワークネットワークネットワークのののの接続接続接続接続によるによるによるによる暫定的構築暫定的構築暫定的構築暫定的構築（（（（とととと公共公共公共公共ネットワークネットワークネットワークネットワークのののの接続接続接続接続によるによるによるによる暫定的構築暫定的構築暫定的構築暫定的構築（（（（ＮＩＣＴＮＩＣＴＮＩＣＴＮＩＣＴ委託研究委託研究委託研究委託研究ＮＩＣＴＮＩＣＴＮＩＣＴＮＩＣＴ委託研究委託研究委託研究委託研究のののの活用活用活用活用））））のののの活用活用活用活用））））

◇ 公共ネットワークの地域への開放の促進

�� 地域公共地域公共地域公共地域公共ネットワークネットワークネットワークネットワーク整備済整備済整備済整備済みみみみ団体団体団体団体へのへのへのへの働働働働きかけときかけときかけときかけと今後今後今後今後のののの促進方策促進方策促進方策促進方策のののの検討検討検討検討（（（（地域公共地域公共地域公共地域公共ネットワークネットワークネットワークネットワーク整備済整備済整備済整備済みみみみ団体団体団体団体へのへのへのへの働働働働きかけときかけときかけときかけと今後今後今後今後のののの促進方策促進方策促進方策促進方策のののの検討検討検討検討（（（（アンケートアンケートアンケートアンケートアンケートアンケートアンケートアンケートのののの実施実施実施実施））））のののの実施実施実施実施））））

�� 各総合通信局等各総合通信局等各総合通信局等各総合通信局等へのへのへのへの開放事務開放事務開放事務開放事務のののの移管移管移管移管各総合通信局等各総合通信局等各総合通信局等各総合通信局等へのへのへのへの開放事務開放事務開放事務開放事務のののの移管移管移管移管（（（（（（（（民間開放民間開放民間開放民間開放マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル民間開放民間開放民間開放民間開放マニュアルマニュアルマニュアルマニュアルのののののののの作成作成作成作成作成作成作成作成））））））））

Ⅰ．地域情報通信基盤整備の推進（地域におけるﾕﾋﾞｷﾀｽﾈｯﾄﾜｰｸ整備）

◇ 都道府県情報ハイウェイ・地域公共ネットワーク整備促進

�� ２０２０２０２０２０２０２０２０１０１０１０１０１０１０１０１０年年年年年年年年までにまでにまでにまでにまでにまでにまでにまでに全国整備全国整備全国整備全国整備全国整備全国整備全国整備全国整備をををを実現実現実現実現をををを実現実現実現実現（（（（（（（（地域地域地域地域イントラネットイントラネットイントラネットイントラネット基盤施設整備事業基盤施設整備事業基盤施設整備事業基盤施設整備事業地域地域地域地域イントラネットイントラネットイントラネットイントラネット基盤施設整備事業基盤施設整備事業基盤施設整備事業基盤施設整備事業のののの継続継続継続継続））））のののの継続継続継続継続））））

�� 市町村市町村市町村市町村によるによるによるによる単独事業単独事業単独事業単独事業のののの支援強化支援強化支援強化支援強化（（（（市町村市町村市町村市町村によるによるによるによる単独事業単独事業単独事業単独事業のののの支援強化支援強化支援強化支援強化（（（（過疎債特別枠過疎債特別枠過疎債特別枠過疎債特別枠過疎債特別枠過疎債特別枠過疎債特別枠過疎債特別枠のののの活用活用活用活用））））のののの活用活用活用活用））））

�� 地域公共地域公共地域公共地域公共ネットワークネットワークネットワークネットワークのののの耐災害性強化耐災害性強化耐災害性強化耐災害性強化地域公共地域公共地域公共地域公共ネットワークネットワークネットワークネットワークのののの耐災害性強化耐災害性強化耐災害性強化耐災害性強化等等等等等等等等のののの検討検討検討検討（（（（のののの検討検討検討検討（（（（標準仕様標準仕様標準仕様標準仕様標準仕様標準仕様標準仕様標準仕様のののののののの抜本的改訂抜本的改訂抜本的改訂抜本的改訂抜本的改訂抜本的改訂抜本的改訂抜本的改訂））））））））

◇ デジタル・ディバイドの解消
�� 地域地域地域地域のののの特性特性特性特性にににに応応応応じたじたじたじた情報通信基盤情報通信基盤情報通信基盤情報通信基盤のののの整備整備整備整備をををを支援支援支援支援地域地域地域地域のののの特性特性特性特性にににに応応応応じたじたじたじた情報通信基盤情報通信基盤情報通信基盤情報通信基盤のののの整備整備整備整備をををを支援支援支援支援（（（（（（（（地域地域地域地域地域地域地域地域情報通信基盤整備推進交付金情報通信基盤整備推進交付金情報通信基盤整備推進交付金情報通信基盤整備推進交付金情報通信基盤整備推進交付金情報通信基盤整備推進交付金情報通信基盤整備推進交付金情報通信基盤整備推進交付金のののののののの創設創設創設創設創設創設創設創設））））））））

�� 離島等離島等離島等離島等、、、、条件不利地域条件不利地域条件不利地域条件不利地域におけるにおけるにおけるにおけるブロードバンドブロードバンドブロードバンドブロードバンド化化化化モデルモデルモデルモデルのののの構築構築構築構築（（（（離島等離島等離島等離島等、、、、条件不利地域条件不利地域条件不利地域条件不利地域におけるにおけるにおけるにおけるブロードバンドブロードバンドブロードバンドブロードバンド化化化化モデルモデルモデルモデルのののの構築構築構築構築（（（（新規調査研究新規調査研究新規調査研究新規調査研究新規調査研究新規調査研究新規調査研究新規調査研究のののの活用活用活用活用））））のののの活用活用活用活用））））

�� 地域情報通信基盤地域情報通信基盤地域情報通信基盤地域情報通信基盤のののの効率的効率的効率的効率的・・・・効果的効果的効果的効果的なななな整備整備整備整備・・・・運用手法運用手法運用手法運用手法のののの提示提示提示提示（（（（地域情報通信基盤地域情報通信基盤地域情報通信基盤地域情報通信基盤のののの効率的効率的効率的効率的・・・・効果的効果的効果的効果的なななな整備整備整備整備・・・・運用手法運用手法運用手法運用手法のののの提示提示提示提示（（（（標準仕様標準仕様標準仕様標準仕様標準仕様標準仕様標準仕様標準仕様のののの新規作成新規作成新規作成新規作成））））のののの新規作成新規作成新規作成新規作成））））
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・地域情報プラットフォームの構築

�� システムシステムシステムシステム・・・・インタフェイスインタフェイスインタフェイスインタフェイスシステムシステムシステムシステム・・・・インタフェイスインタフェイスインタフェイスインタフェイス・・・・・・・・連携技術連携技術連携技術連携技術などのなどのなどのなどの全国標準化全国標準化全国標準化全国標準化連携技術連携技術連携技術連携技術などのなどのなどのなどの全国標準化全国標準化全国標準化全国標準化及及及及びびびび相互接続性相互接続性相互接続性相互接続性のののの向上向上向上向上及及及及びびびび相互接続性相互接続性相互接続性相互接続性のののの向上向上向上向上（（（（（（（（ＮＩＣＴＮＩＣＴＮＩＣＴＮＩＣＴ委託研究委託研究委託研究委託研究ＮＩＣＴＮＩＣＴＮＩＣＴＮＩＣＴ委託研究委託研究委託研究委託研究のののの活用活用活用活用））））のののの活用活用活用活用））））

�� 連携技術連携技術連携技術連携技術をををを活用活用活用活用したしたしたした地域地域地域地域サービスサービスサービスサービスのののの構築構築構築構築・・・・運用運用運用運用にににに関関関関するするするするノウハウノウハウノウハウノウハウのののの整理整理整理整理（（（（連携技術連携技術連携技術連携技術をををを活用活用活用活用したしたしたした地域地域地域地域サービスサービスサービスサービスのののの構築構築構築構築・・・・運用運用運用運用にににに関関関関するするするするノウハウノウハウノウハウノウハウのののの整理整理整理整理（（（（新規調査研究新規調査研究新規調査研究新規調査研究新規調査研究新規調査研究新規調査研究新規調査研究のののの活用活用活用活用））））のののの活用活用活用活用））））

Ⅱ．地域におけるＩＣＴ利活用の推進（ﾕﾋﾞｷﾀｽ･ｺﾐｭﾆﾃｨの実現）

◇◇◇◇ ＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴｻｰﾋｻｰﾋｻｰﾋｻｰﾋﾞ゙゙゙ｽｽｽｽ連携連携連携連携基盤基盤基盤基盤のののの整備整備整備整備

◇◇◇◇ 公共公共公共公共アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション整備整備整備整備のののの推進推進推進推進

�� 災害情報共有災害情報共有災害情報共有災害情報共有のののの実現実現実現実現にににに向向向向けたけたけたけた防災防災防災防災アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションのののの検討及検討及検討及検討及びびびび整備整備整備整備のののの推進推進推進推進災害情報共有災害情報共有災害情報共有災害情報共有のののの実現実現実現実現にににに向向向向けたけたけたけた防災防災防災防災アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションのののの検討及検討及検討及検討及びびびび整備整備整備整備のののの推進推進推進推進

�� 遠隔医療等遠隔医療等遠隔医療等遠隔医療等、、、、医療分野医療分野医療分野医療分野におけるにおけるにおけるにおける公共公共公共公共ネットワークネットワークネットワークネットワークをををを活用活用活用活用したしたしたしたアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションのののの検討検討検討検討遠隔医療等遠隔医療等遠隔医療等遠隔医療等、、、、医療分野医療分野医療分野医療分野におけるにおけるにおけるにおける公共公共公共公共ネットワークネットワークネットワークネットワークをををを活用活用活用活用したしたしたしたアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションのののの検討検討検討検討

�� 公共公共公共公共ネットワークネットワークネットワークネットワークをををを活用活用活用活用したしたしたした教育教育教育教育アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションのありのありのありのあり方検討方検討方検討方検討公共公共公共公共ネットワークネットワークネットワークネットワークをををを活用活用活用活用したしたしたした教育教育教育教育アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションのありのありのありのあり方検討方検討方検討方検討

◇◇◇◇ ＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴ利活用利活用利活用利活用のののの先進先進先進先進モデルモデルモデルモデル構築構築構築構築

�� ユビキタスユビキタスユビキタスユビキタス・・・・コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティのありのありのありのあり方検討方検討方検討方検討（（（（ユビキタスユビキタスユビキタスユビキタス・・・・コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティのありのありのありのあり方検討方検討方検討方検討（（（（調査研究調査研究調査研究調査研究調査研究調査研究調査研究調査研究のののの活用活用活用活用））））のののの活用活用活用活用））））

�� 高付加価値高付加価値高付加価値高付加価値ＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴサービスサービスサービスサービス実現実現実現実現のののの諸課題諸課題諸課題諸課題のののの検討検討検討検討（（（（高付加価値高付加価値高付加価値高付加価値ＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴサービスサービスサービスサービス実現実現実現実現のののの諸課題諸課題諸課題諸課題のののの検討検討検討検討（（（（調査研究調査研究調査研究調査研究調査研究調査研究調査研究調査研究のののの活用活用活用活用））））のののの活用活用活用活用））））

�� 自治体住民自治体住民自治体住民自治体住民サービスサービスサービスサービスにににに対対対対するするするするニーズニーズニーズニーズ把握把握把握把握（（（（自治体住民自治体住民自治体住民自治体住民サービスサービスサービスサービスにににに対対対対するするするするニーズニーズニーズニーズ把握把握把握把握（（（（調査研究調査研究調査研究調査研究調査研究調査研究調査研究調査研究のののの活用活用活用活用））））のののの活用活用活用活用））））

・防災・医療・教育分野等における公共アプリケーションのあり方の検討・整備の推進
（ＮＩＣＴ委託研究の活用・全国地域情報化推進協議会との連携）
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◇ 地域情報化に必要な人材の育成

�� 自治体自治体自治体自治体ＣＩＯＣＩＯＣＩＯＣＩＯ育成研修育成研修育成研修育成研修のののの実施実施実施実施・・・・研修教材研修教材研修教材研修教材のののの開発開発開発開発（（（（自治体自治体自治体自治体ＣＩＯＣＩＯＣＩＯＣＩＯ育成研修育成研修育成研修育成研修のののの実施実施実施実施・・・・研修教材研修教材研修教材研修教材のののの開発開発開発開発（（（（高度情報通信人材育成高度情報通信人材育成高度情報通信人材育成高度情報通信人材育成プログラムプログラムプログラムプログラム開発事業開発事業開発事業開発事業高度情報通信人材育成高度情報通信人材育成高度情報通信人材育成高度情報通信人材育成プログラムプログラムプログラムプログラム開発事業開発事業開発事業開発事業のののの活用活用活用活用））））のののの活用活用活用活用））））

�� 地域情報化地域情報化地域情報化地域情報化プロデューサプロデューサプロデューサプロデューサのののの認定認定認定認定とととと活動支援活動支援活動支援活動支援（（（（地域情報化地域情報化地域情報化地域情報化プロデューサプロデューサプロデューサプロデューサのののの認定認定認定認定とととと活動支援活動支援活動支援活動支援（（（（地域情報化地域情報化地域情報化地域情報化プロデューサプロデューサプロデューサプロデューサ支援制度支援制度支援制度支援制度地域情報化地域情報化地域情報化地域情報化プロデューサプロデューサプロデューサプロデューサ支援制度支援制度支援制度支援制度のののの検討検討検討検討））））のののの検討検討検討検討））））

Ⅲ．地域情報化推進体制等の整備

◇ 民官連携による地域情報化推進体制の強化

�� インフラインフラインフラインフラ整備促進委員会整備促進委員会整備促進委員会整備促進委員会のののの新設検討新設検討新設検討新設検討（（（（標準仕様作成等標準仕様作成等標準仕様作成等標準仕様作成等））））インフラインフラインフラインフラ整備促進委員会整備促進委員会整備促進委員会整備促進委員会のののの新設検討新設検討新設検討新設検討（（（（標準仕様作成等標準仕様作成等標準仕様作成等標準仕様作成等））））

�� 技術専門委員会技術専門委員会技術専門委員会技術専門委員会（（（（地域情報地域情報地域情報地域情報プラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォームのののの標準仕様作成標準仕様作成標準仕様作成標準仕様作成、、、、モデルモデルモデルモデル的電子自治体的電子自治体的電子自治体的電子自治体のののの提案等提案等提案等提案等））））技術専門委員会技術専門委員会技術専門委員会技術専門委員会（（（（地域情報地域情報地域情報地域情報プラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォームのののの標準仕様作成標準仕様作成標準仕様作成標準仕様作成、、、、モデルモデルモデルモデル的電子自治体的電子自治体的電子自治体的電子自治体のののの提案等提案等提案等提案等））））

�� アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション委員会委員会委員会委員会（（（（公共公共公共公共アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションのありのありのありのあり方方方方のののの検討等検討等検討等検討等））））アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション委員会委員会委員会委員会（（（（公共公共公共公共アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションのありのありのありのあり方方方方のののの検討等検討等検討等検討等））））

�� 普及促進委員会普及促進委員会普及促進委員会普及促進委員会（（（（セミナーセミナーセミナーセミナー開催開催開催開催、、、、人材育成人材育成人材育成人材育成、、、、地域情報化地域情報化地域情報化地域情報化ナレッジナレッジナレッジナレッジのののの収集等収集等収集等収集等））））普及促進委員会普及促進委員会普及促進委員会普及促進委員会（（（（セミナーセミナーセミナーセミナー開催開催開催開催、、、、人材育成人材育成人材育成人材育成、、、、地域情報化地域情報化地域情報化地域情報化ナレッジナレッジナレッジナレッジのののの収集等収集等収集等収集等））））

◇ 地域情報化知識基盤等の確立

�� 地域情報化地域情報化地域情報化地域情報化データデータデータデータ／／／／ナレッジベースナレッジベースナレッジベースナレッジベース構築構築構築構築・・・・運用運用運用運用のののの検討検討検討検討（（（（地域情報化地域情報化地域情報化地域情報化データデータデータデータ／／／／ナレッジベースナレッジベースナレッジベースナレッジベース構築構築構築構築・・・・運用運用運用運用のののの検討検討検討検討（（（（調査研究調査研究調査研究調査研究調査研究調査研究調査研究調査研究のののの活用活用活用活用））））のののの活用活用活用活用））））

�� 地域情報化地域情報化地域情報化地域情報化のののの地域情報化地域情報化地域情報化地域情報化ののののPDCAPDCAPDCAPDCAPDCAPDCAPDCAPDCAサイクルサイクルサイクルサイクル評価手法評価手法評価手法評価手法のののの検討検討検討検討（（（（サイクルサイクルサイクルサイクル評価手法評価手法評価手法評価手法のののの検討検討検討検討（（（（地域情報化総合評価指標地域情報化総合評価指標地域情報化総合評価指標地域情報化総合評価指標地域情報化総合評価指標地域情報化総合評価指標地域情報化総合評価指標地域情報化総合評価指標提示提示提示提示とととと活用手法活用手法活用手法活用手法のののの検討検討検討検討））））提示提示提示提示とととと活用手法活用手法活用手法活用手法のののの検討検討検討検討））））

・全国地域情報化推進協議会活動の強化

・総合通信局等の地域情報化コーディネート機能強化
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18

平成平成平成平成１１１１６６６６年年年年７７７７月月月月

合計合計合計合計 ３３３３，，，，１６９１６９１６９１６９団体団体団体団体（（（（１００１００１００１００％）％）％）％）

※ 市町村数については、合併により、平成１６年７月１日現在で２，４２２団体に減少。

平成平成平成平成１１１１７７７７年年年年７７７７月月月月

合計合計合計合計 ２２２２，，，，４４４４２２２２２２２２団体団体団体団体（（（（１００１００１００１００％）％）％）％）

100% 100% 100% 100% 19.1% 19.1% 19.1% 19.1% 80.9% 80.9% 80.9% 80.9% 

47474747団体団体団体団体９９９９団体団体団体団体３８３８３８３８団体団体団体団体

合計検討中・未定整備済

６６６６

１５年度

整備団体数 ００００１１１１3333１１１１4444３３３３００００２２２２

１６年度１４年度１３年度１２年度１１年度１０年度

※整備年度別

内訳は・・・

市町村公共ネットワークの整備状況

③整備計画なし
１３３団体
（5.5％）

○○○○公共公共公共公共ネットワークネットワークネットワークネットワークのののの整備状況整備状況整備状況整備状況

都道府県情報ハイウェイの整備状況（平成１７年３月現在）

① ネットワークを
整備済

１，９６２団体
（62.8％）

② 整備計画を策定済
今後、２００５年度までに

ネットワークを整備予定
１０２０団体
（32.7％）

③整備計画なし
１４０団体
（4.5％）

① ネットワークを
整備済

１，７３５団体
（71.6％）

② 整備計画を策定済
今後、２００５年度までに

ネットワークを整備予定
５５４団体
（22.9％）
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地域公共地域公共地域公共地域公共ネットワークネットワークネットワークネットワーク整備計画整備計画整備計画整備計画のののの取取取取りまとめりまとめりまとめりまとめ結果結果結果結果（（（（都道府県別都道府県別都道府県別都道府県別））））

1735
44

44
30

26

41

30

26

51

43
24

30

27

28

22

35

25
20

38

25

50

26

25

21
28

37

20

35

79

37
25

22

20

32

31

53

62
59

53

39

56

68

21

30
29

31

34

103

554
3

18
15

19

16

5

17

5

4

9

6

7

5
1

4

20

11

18

14

13
9

15

5

9

24

2
4

1

12

7

10

13
27

4

6

6

16

23

11
17

25

14

133
3

11

9

5

18

2

11

23

21

3

2

23

2

82

1

1

総計
沖縄県

鹿児島県
宮崎県
大分県
熊本県
長崎県
佐賀県
福岡県
高知県
愛媛県
香川県
徳島県
山口県
広島県
岡山県
島根県
鳥取県

和歌山県
奈良県
兵庫県
大阪府
京都府
滋賀県
三重県
愛知県
静岡県
岐阜県
長野県
山梨県
福井県
石川県
富山県
新潟県

神奈川県
東京都
千葉県
埼玉県
群馬県
栃木県
茨城県
福島県
山形県
秋田県
宮城県
岩手県
青森県
北海道

整備済み

整備予定

計画なし

全自治体数（都道府県数を含む）2０８

57
46
41
44
84
63
45
57
86
75
63
38
46
22
23
29
39

103
47
46
75
48
34
39
44
61
45
42
21
30
35
29
34
36
36
24
48
86
36
46
69
26
45
73
50

2422 （平成１７年７月１日現在）

48

○○○○地域公共地域公共地域公共地域公共ネットワークネットワークネットワークネットワークのののの全国整備全国整備全国整備全国整備
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防災分野
・災害現場の画像情報
・被害速報
・被害者の安否情報
・警報等の一斉同報 等

防災分野
・災害現場の画像情報
・被害速報
・被害者の安否情報
・警報等の一斉同報 等

医療分野
・遠隔病理診断
・遠隔画像診断
・遠隔カンファレンス

等の検討

医療分野
・遠隔病理診断
・遠隔画像診断
・遠隔カンファレンス

等の検討

教育分野
・教育コンテンツ流通の検討

教育分野
・教育コンテンツ流通の検討

関係機関関係機関関係機関関係機関、、、、官邸官邸官邸官邸関係機関関係機関関係機関関係機関関係機関関係機関関係機関関係機関、、、、官邸官邸官邸官邸、、、、官邸官邸官邸官邸

プライマリ
データセンタ（全国ｉＤＣ）

都道府県iDC

消防署

a市市市市 b町町町町

A県県県県 B県県県県

インターネットインターネットインターネットインターネットインターネットインターネットインターネットインターネット

市町村地域公共市町村地域公共市町村地域公共市町村地域公共
ネットワークネットワークネットワークネットワーク

市町村地域公共市町村地域公共市町村地域公共市町村地域公共
ネットワークネットワークネットワークネットワーク

都道府県情報都道府県情報都道府県情報都道府県情報ハイウェイハイウェイハイウェイハイウェイ都道府県情報都道府県情報都道府県情報都道府県情報ハイウェイハイウェイハイウェイハイウェイ都道府県情報都道府県情報都道府県情報都道府県情報ハイウェイハイウェイハイウェイハイウェイ都道府県情報都道府県情報都道府県情報都道府県情報ハイウェイハイウェイハイウェイハイウェイ

バックアップ
データセンタ

市町村地域公共市町村地域公共市町村地域公共市町村地域公共
ネットワークネットワークネットワークネットワーク

市町村地域公共市町村地域公共市町村地域公共市町村地域公共
ネットワークネットワークネットワークネットワーク

監視カメラ

各種ﾃﾞｰﾀ
公共ＡＳＰ
システム

災害

学校
病院

防災情報の共有
教育コンテンツ

の共有

遠隔カンファレンス
等遠隔医療の実現

●情報ハイウェイ；府県の関係施設等を高速・超高速で接続したネットワーク。地域公共ネットワークとの相互接続が進みつつある。

●新たな全国公共ネットワークの必要性を検討するため、ＪＧＮⅡを利用した実証事業を行う。
・映像など大容量で秘匿性の高いデータを高い信頼度で流通させるネットワーク ⇒ 行政用途専用のブロードバンドネットワーク
・組織別や用途別ではなく、全府省庁・全分野共通の公共機能を備えた全国規模の広帯域専用ネットワーク

●地域公共ネットワーク；市町村で役所や学校、図書館など公共施設を高速・超高速で接続しているネットワーク

公共公共公共公共ネットワークネットワークネットワークネットワークのめざすべきのめざすべきのめざすべきのめざすべき姿姿姿姿 公共公共公共公共ｱﾌｱﾌｱﾌｱﾌﾟ゚゚゚ﾘｹｰｼｮﾝﾘｹｰｼｮﾝﾘｹｰｼｮﾝﾘｹｰｼｮﾝのののの具体像具体像具体像具体像

○全国公共全国公共全国公共全国公共ブロードバンドネットワークブロードバンドネットワークブロードバンドネットワークブロードバンドネットワーク

全国全国全国全国
ネットワークネットワークネットワークネットワーク

全国全国全国全国
ネットワークネットワークネットワークネットワーク
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・広域災害情報拠点
・広域連携拠点
・国～地域間の

情報中継機能
・ＴＶ会議・ＴＶ会議
・映像情報・映像情報

家庭家庭家庭家庭

国国国国

全国全国全国全国ＢＢＢＢＢＢＢＢ
ネットワーネットワーネットワーネットワー

クククク

防災映像防災映像防災映像防災映像DBDBDBDB

情報情報情報情報
ハイウェイハイウェイハイウェイハイウェイ

全国災害情報
収集・管理

防災情報提供

被害情報報告

防災情報提供

■各種警報
■防災情報提供
・被害情報
・映像情報
■有事情報提供

被害情報通報

消防庁消防庁消防庁消防庁

総務省総務省総務省総務省 デジタルデジタルデジタルデジタル
防災行政防災行政防災行政防災行政

無線無線無線無線

被害情報報告

AAAA県防災県防災県防災県防災
αααα市防災市防災市防災市防災

放送局放送局放送局放送局
地上波地上波地上波地上波

デジタルデジタルデジタルデジタル
放送放送放送放送

住民住民住民住民・・・・現地現地現地現地市町村市町村市町村市町村県県県県（（（（被災地被災地被災地被災地））））

インターインターインターインター
ネットネットネットネット

映像情報映像情報

地域地域地域地域
イントライントライントライントラ
ネットネットネットネット

定点定点定点定点・・・・移動移動移動移動カメラカメラカメラカメラ
・・・・災害現場災害現場災害現場災害現場
・・・・公共施設公共施設公共施設公共施設
・・・・学校学校学校学校（（（（避難所避難所避難所避難所））））

・被害情報
・安否情報
・避難所情報
・ＴＶ会議・ＴＶ会議
・映像情報・映像情報

防災映像防災映像防災映像防災映像
ｽﾄﾘｰﾐﾝｸｽﾄﾘｰﾐﾝｸｽﾄﾘｰﾐﾝｸｽﾄﾘｰﾐﾝｸﾞ゙゙゙ｻｰﾊｻｰﾊｻｰﾊｻｰﾊﾞ゙゙゙
DBDBDBDBｻｰﾊｻｰﾊｻｰﾊｻｰﾊﾞ゙゙゙

広報用防災情報提供

映像情報映像情報

AAAA県県県県（（（（αααα市市市市））））

BBBB県県県県（（（（ββββ町町町町））））

大型映像装置

（（（（仮称仮称仮称仮称））））
全国防災全国防災全国防災全国防災センターセンターセンターセンター

各省庁各省庁各省庁各省庁ネッネッネッネッ
トワークトワークトワークトワーク

各省庁関連機関各省庁関連機関各省庁関連機関各省庁関連機関へへへへ配信配信配信配信

映像情報映像情報

（ＸＭＬ）（ＸＭＬ）（ＸＭＬ）（ＸＭＬ）

（（（（GISGISGISGIS連携連携連携連携）））） （（（（GISGISGISGIS連携連携連携連携））））

（ＸＭＬ）（ＸＭＬ）（ＸＭＬ）（ＸＭＬ）

ββββ町町町町（（（（防災防災防災防災SSSSなしなしなしなし））））
標準標準標準標準システムシステムシステムシステム構築構築構築構築

モデルモデルモデルモデル

ＴＶＴＶＴＶＴＶ会議会議会議会議

ＴＶＴＶＴＶＴＶ会議会議会議会議

ＴＶＴＶＴＶＴＶ会議会議会議会議

・被災地情報
・共有情報

他都道府県他都道府県他都道府県他都道府県

○防災防災防災防災アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションのののの将来将来将来将来イメージイメージイメージイメージ
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簡単便利簡単便利簡単便利簡単便利なななな住民住民住民住民サービスサービスサービスサービス 新新新新しいしいしいしいコミュニティコミュニティコミュニティコミュニティづくりづくりづくりづくり

引越・出生・結婚などのライフイベント毎に
ワンストップ・サービスを実現

安心安全安心安全安心安全安心安全なななな生活生活生活生活のののの確保確保確保確保

地震や水害等の状況を
リアルタイムにキャッチ

官民連携官民連携官民連携官民連携によるによるによるによる地域活性化地域活性化地域活性化地域活性化

地域産業の育成

地域情報プラットフォーム
が実現する豊かな地域づくり

区市町村役場

電子町内会と地図情報を組み合わせ
住民参加によるコミュニティ形成を支援

地域地域地域地域ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ等等等等とのとのとのとの連携連携連携連携

子育て支援など、行政情報に加え、
様々な情報を提供

子供用品の販売情報

育児の先輩からの声

フリーマーケット開催情報

一度に全ての引越し
関連手続きが完了

近所でどんなことがある
かがよく分かる、まちづく
りに参加したい

旬の特産品を
いつでも買える

育児情報や支援
をいつでも受けら

れて安心

漁業

農業

観光

地場商品

他の自治体

どこからでも
画像で被災状
況がわかる

定点監視カメラ

被災地への支援
や人員派遣

○月×日 00:00
不審者発見!!!

○月×日 00:00～
△△祭り開催

災害
災害

地域特産品地域特産品地域特産品地域特産品
販売販売販売販売ポータルポータルポータルポータル

小児科の情報

地上デジタル
ＣＡＴＶ

多様な主体による総合的サービスを構築

新たな付加価値を創造
↓

○地域情報プラットフォームで実現できること
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・・・・データデータデータデータはははは「「「「統合統合統合統合データベースデータベースデータベースデータベース」、」、」、」、連携機能連携機能連携機能連携機能はははは「「「「プラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォーム」」」」にににに

・・・・業務共通業務共通業務共通業務共通システムシステムシステムシステム、、、、共通基盤共通基盤共通基盤共通基盤システムシステムシステムシステムのののの活用活用活用活用

業務業務業務業務システムシステムシステムシステムはははは「「「「業務処理業務処理業務処理業務処理」」」」にににに特化特化特化特化

・・・・・・・・柔軟性柔軟性柔軟性柔軟性・・・・拡張性拡張性拡張性拡張性をををを確保確保確保確保

ＧＩＳＧＩＳＧＩＳＧＩＳ
データベースデータベースデータベースデータベース

統合統合統合統合
データベースデータベースデータベースデータベース

業務業務業務業務システムシステムシステムシステム群群群群 共通基盤共通基盤共通基盤共通基盤システムシステムシステムシステム群群群群

【業務システム】
業務に必要な機能を提供する。
個別業務に固有の機能と、複数の業務
に共通の機能に大別される。

【共通基盤システム】

業務システムの機能以外
の、システムの稼動に必
要な機能を提供する。個別業務システム 業務共通システム

文
書
決
裁

文
書
決
裁

福
祉

福
祉

職
員
認
証

職
員
認
証

公
的個

人
認
証

公
的個

人
認
証

マ
ル
チ

ペ
イ
メ
ン
ト

マ
ル
チ

ペ
イ
メ
ン
ト

【統合データベース、GISデータベース】

業務システムが共通で利用するデータベース。

個別業務システムごとにデータを散在させないことで、業
務システム間でのデータ連携を容易にする。

併せて個人情報などのデータの物理的管理を容易

にする。

… ……

住民住民住民住民ポータルポータルポータルポータル 職員職員職員職員ポータルポータルポータルポータル

【住民ポータル】

住民サービスのワンス
トップ化を実現

【職員ポータル】

職員事務のユーザイン
ターフェイス統一を実現

権限に応じて必要な
機能が利用可能に

…

ＷｅｂＷｅｂＷｅｂＷｅｂサービスサービスサービスサービス連携機能連携機能連携機能連携機能ＷｅｂＷｅｂＷｅｂＷｅｂサービスサービスサービスサービス連携機能連携機能連携機能連携機能ＷｅｂＷｅｂＷｅｂＷｅｂサービスサービスサービスサービス連携機能連携機能連携機能連携機能

業務プロセス管理機能（接続したシステムを超えて順次情報処理を実施）

業務プロセス1業務プロセス1 業務プロセス2業務プロセス2 業務プロセス3業務プロセス3

情報システム間の接続、インターフェイス、ＸＭＬスキーマ（意味情報）

防
災

防
災

【Webサービス連携機能】

業務システム、共通基盤システム、統合データベースの
間の連携を制御・管理する。
業務システムの自動的な連携や、複数手続きのワンス
トップサービス等を実現する。

住民 職員

<業務系> <情報系>

一元的にアクセス 一元的にアクセス

税
務
税
務

住
民
登
録

住
民
登
録

文
書
管
理

文
書
管
理

情
報
公
開

情
報
公
開

電
子
申
請

電
子
申
請

施
設
予
約

施
設
予
約

【【【【併併併併せてせてせてせて期待期待期待期待されるされるされるされる効果効果効果効果】】】】
・インハウスのシステムとの連携が可能となり共同

利用を促進
・ベンダ間の競争環境を確保することで「安くて良

いもの」を調達
・レガシーシステムをオープン化しても容易にデー

タ連携が可能

○全体最適化全体最適化全体最適化全体最適化されたされたされたされた自治体業務自治体業務自治体業務自治体業務システムシステムシステムシステムののののイメージイメージイメージイメージ
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３．データの標準化 ＜データ参照モデル＞
システム内・システム間のデータを標準化（データ項目辞書）

３．データの標準化 ＜データ参照モデル＞
システム内・システム間のデータを標準化（データ項目辞書）

１．システムの構成単位（粒度）の標準化 ＜サービス参照モデル＞
①県・市毎のシステム体系、②各システムの全体の機能、③各システムの個別機能の構成単位（粒度）を標準化
④官民連携について連携の大枠を設定（予め設定できるもの、自主的に定めるもの）

１．システムの構成単位（粒度）の標準化 ＜サービス参照モデル＞
①県・市毎のシステム体系、②各システムの全体の機能、③各システムの個別機能の構成単位（粒度）を標準化
④官民連携について連携の大枠を設定（予め設定できるもの、自主的に定めるもの）

２．業務の手順（業務プロセス）の標準化 ＜業務参照モデル＞
システム内・システム間の処理の手順を標準化
＜システム内プロセス、システム間プロセス＞

２．業務の手順（業務プロセス）の標準化 ＜業務参照モデル＞
システム内・システム間の処理の手順を標準化
＜システム内プロセス、システム間プロセス＞

４．システム連携技術の開発・標準化 ＜技術参照モデル＞
プラットフォーム上で利用するシステム連携技術を標準化
・ＷｅｂサービスやＸＭＬなど、特定のベンダーやＯＳに依存しない技術規格を採用・開発
・システム連携で必要となる、シングルサインオン、セキュリティ、トランザクション管理、などの機能を標準化

４．システム連携技術の開発・標準化 ＜技術参照モデル＞
プラットフォーム上で利用するシステム連携技術を標準化
・ＷｅｂサービスやＸＭＬなど、特定のベンダーやＯＳに依存しない技術規格を採用・開発
・システム連携で必要となる、シングルサインオン、セキュリティ、トランザクション管理、などの機能を標準化

○システム間のインターフェイスの標準化
システムの外部との接続に必要となる、①情報処理の起動方法、②やりとりするデータの形式の仕様を標準化

○システム間のインターフェイスの標準化
システムの外部との接続に必要となる、①情報処理の起動方法、②やりとりするデータの形式の仕様を標準化

○データのＸＭＬスキーマ（意味情報）の標準化○データのＸＭＬスキーマ（意味情報）の標準化

(成果物)

○統合データベースの標準化（データの範囲など）○統合データベースの標準化（データの範囲など）

○システム連携技術の標準化○システム連携技術の標準化

(成果物)

○地域情報プラットフォーム・フレームワーク

業
務
業
務
業
務
業
務
のののの
モ
デ
ル

モ
デ
ル

モ
デ
ル

モ
デ
ル
化化化化

技
術
技
術
技
術
技
術
開
発
開
発
開
発
開
発
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電子自治体、レガシー改革、ＢＰＲ、地域情報化などに総合的に対応できる自治体ＣＩＯを育成

地
域
地
域
地
域
地
域
のののの
情
報
化

情
報
化

情
報
化

情
報
化

プラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォームをををを活用活用活用活用
したしたしたしたWEBWEBWEBWEBアプリアプリアプリアプリのののの設計設計設計設計

自
治
体

自
治
体

自
治
体

自
治
体

（（（（内
部
処
理

内
部
処
理

内
部
処
理

内
部
処
理
））））
のののの
効
率
化

効
率
化

効
率
化

効
率
化

自
治
体

自
治
体

自
治
体

自
治
体

（（（（内
部
処
理

内
部
処
理

内
部
処
理

内
部
処
理
））））
のののの
効
率
化

効
率
化

効
率
化

効
率
化

汎用機汎用機汎用機汎用機のののの運用運用運用運用・・・・保守保守保守保守汎用機汎用機汎用機汎用機のののの運用運用運用運用・・・・保守保守保守保守

原課担当原課担当原課担当原課担当原課担当原課担当原課担当原課担当

情報企画担当情報企画担当情報企画担当情報企画担当情報企画担当情報企画担当情報企画担当情報企画担当

ユ
ー
ザ
ー
要
件

機
能
要
件

業
務
設
計

業
務
設
計

業
務
設
計

業
務
設
計
ス
キ
ル

ス
キ
ル

ス
キ
ル

ス
キ
ル

業
務
設
計

業
務
設
計

業
務
設
計

業
務
設
計
ス
キ
ル

ス
キ
ル

ス
キ
ル

ス
キ
ル

ＩＴＩＴＩＴＩＴスキルスキルスキルスキルＩＴＩＴＩＴＩＴスキルスキルスキルスキル

ベンダーベンダーベンダーベンダーベンダーベンダーベンダーベンダー

電
子
自
治
体

戦
略

地
域
情
報
化

戦
略

CIOCIOCIOCIOCIOCIOCIOCIOチームチームチームチームチームチームチームチーム

システムシステムシステムシステム担当担当担当担当システムシステムシステムシステム担当担当担当担当 ⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒

ITITITITITITITITとととと業務業務業務業務のののの融合融合融合融合によるによるによるによる、、、、とととと業務業務業務業務のののの融合融合融合融合によるによるによるによる、、、、
業務業務業務業務のののの効率化効率化効率化効率化とととと地域満足度地域満足度地域満足度地域満足度のののの最大化最大化最大化最大化業務業務業務業務のののの効率化効率化効率化効率化とととと地域満足度地域満足度地域満足度地域満足度のののの最大化最大化最大化最大化

今回の
研修範囲

○○○○自治体ＣＩＯの目指すべき方向性

＜＜＜＜目標目標目標目標＞＞＞＞
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○○○○全国地域情報化推進協議会設立全国地域情報化推進協議会設立全国地域情報化推進協議会設立全国地域情報化推進協議会設立のののの趣旨趣旨趣旨趣旨

地方公共団体の情報システムの抜本的改革や、地方公共団体内外の地域における多数の情報システムをオープン
に連携させるための基盤の構築を推進するとともに、地方公共団体で共通利用が可能な公共アプリケーション（防災、
医療、教育等）の整備等を行う。また、普及促進策として、人材育成、地域の先進的な情報化の取組みに関するナレッ
ジの集約、普及促進のためのセミナー等の開催および各種地域情報化推進に関する活動の支援を行う。さらに地域
情報化の基盤となる公共ネットワークの更なる整備や相互接続の促進、各都道府県を結ぶ全国公共ネットワークの構
築を推進する。

これらの活動を通じ、官民一体となって地域情報化施策の総合的な推進を図り、多彩なＩＣＴ利活用による高付加価
値ＩＣＴサービスを享受できる地域社会の構築を目指す。

地方公共団体の情報システムの抜本的改革や、地方公共団体内外の地域における多数の情報システムをオープン
に連携させるための基盤の構築を推進するとともに、地方公共団体で共通利用が可能な公共アプリケーション（防災、
医療、教育等）の整備等を行う。また、普及促進策として、人材育成、地域の先進的な情報化の取組みに関するナレッ
ジの集約、普及促進のためのセミナー等の開催および各種地域情報化推進に関する活動の支援を行う。さらに地域
情報化の基盤となる公共ネットワークの更なる整備や相互接続の促進、各都道府県を結ぶ全国公共ネットワークの構
築を推進する。

これらの活動を通じ、官民一体となって地域情報化施策の総合的な推進を図り、多彩なＩＣＴ利活用による高付加価
値ＩＣＴサービスを享受できる地域社会の構築を目指す。

地域公共
ネットワーク

地域公共
ネットワーク

地域公共
ネットワーク

地域公共
ネットワーク

公共ネットワークの構築

簡単便利な住民サービス

引越・出生・結婚などのライフイベント毎に
ワンストップ・サービスを実現

区市町村役場

公共ネットワークの活用

地域セミナー

地域情報化の
普及促進

地域ＮＰＯ等との連携

子育て支援など、行政情報に

加え、様々な情報を提供

新しいコミュニティづくり

電子町内会と地図情報を
組み合わせ、住民参加による
コミュニティ形成を支援

CIO教育

官民連携による地域活性化

地域産業の育成

旬の特産品を
いつでも買える

旬の特産品を
いつでも買える

漁業

農業

観光

地場商品

地域特産品
販売ポータル

安心安全な生活の確保

地震や水害等の状況をリアルタイムにキャッチ

他の自治体

定点監視カメラ

地上デジタル
CATV

災害災害災害災害

被災地への
支援や人員派遣

被災地への
支援や人員派遣

どこからでも
画像で被災状況が
分かる

どこからでも
画像で被災状況が
分かる

情報ハイウエイ情報ハイウエイ

全国地域情報化推進協議会が実現する豊かな地域づくり

情報ハイウエイ情報ハイウエイ

全国公共
ネットワーク

全国公共
ネットワーク

一度に全ての引越し

関連手続きが完了

一度に全ての引越し

関連手続きが完了
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１．地域活性化が現下の重要課題
（１）集客（若者、高齢者、外国人等ターゲット）

魅力ある商品、サービス、観光資源の創造
（地域の伝統、文化をベースに） と普及（検索
ヒット）

（２）地域住民の生き甲斐の創出と生活利便性の向
上

→ＩＣＴを活用した業種を越えた幅広い連携による
新価値創造プロジェクト
（住民参加、企業ＯＢの人脈、経験、ノウハウ活
用）

①伝統的工芸品技術の先端ＩＣＴ機器への活用
②シニアソーホー、市民塾
③観光ナビ、新連携観光資源の創造
④彩事業など特産品販売のシステム化
⑤遠隔医療
⑥乗り合いタクシー
⑦防災情報

２．地方情報化プロジェクト推進の基本要素
（１）インセンティブ
（２）トラスト
（３）コネクター

３．ネットコミュニティ

４．バーチャルからリアルへ
（１）プロジェクト
（２）デジタルコンテンツ

５．ＴＶ、ＰＣ、ケータイ

６．消費は女性が主導
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Ⅳ パネル・ディスカッション 「融合空間・市民組織・市民意識」 
 

（司会） 

  土屋大洋（慶應義塾大学助教授、大学院政策・メディア研究科） 

 

これからパネルセッションに入っていきたいのですが、テーマは「融合空間・市民

組織・市民意識」ということで幅広いお話がありますので、私のほうから勝手に、こ

ういうところを聞いてくださいというところだけ、2分ほどお話ししたいと思います。 

いま基調講演でお話しいただきましたが、過疎地の問題が残るにしても、もうイン

フラができた。そのインフラの上で地域をどうやってつないでいくか。人間をどう

やってつないでいくかということが、たぶん今日の議論の中心になると思います。そ

れをメディアでつなぐ、コンテンツでつなぐ、いろいろなかたちでつなぐことが考え

られると思います。今日のお話の中で出てくるのは、大きく分けると二つのつなぎ方

です。一つは市場でつなぐ、お金でつなぐという話です。ファイナンシャルなキャピ

タルでつなぐことが一つ、もう一つはソーシャルなキャピタルです。社会関係資本と

訳されますが、それでつないでいくということがあります。あるいは第 3の道の、第

3のキャピタルがあるか。第 3のかたちのつながり方をわれわれは持っているのかと

いうことです。 

たとえば今日皆さんはテレビを見ながら、あ、金メダルを取った。日の丸が流れる

のを見ながら、何かしら一体感みたいなものを感じているわけです。そういうものっ

て何なんだろう。あるいは何か新しいかたちの創造のキャピタルがあるのかなと、私

自身は思っています。今日、スピーカーの方々、あるいはフロアの皆さんと議論をし

ながら新しい人と人とのつながり方、つなげ方を考えていきたいと思っています。 



 

 27 

□報告１「メディア・ソフト流通の新たな展開」 

総務省情報通信政策研究所主任研究官 南圭次 

 

先ほどは総務省から地域情報化戦略、政策に関する講演でしたが、総務省から続け

て恐縮ですが、私のほうからは具体的なコンテンツ市場、メディア・ソフト市場につ

いて説明させていただきたいと思います。この報告についてですが、菅谷先生が座長

となって開催させていただいたメディア・ソフト研究会の成果を報告させていただき

ます。昨年ですが、「変貌するコンテンツビジネス」というかたちで出版させていた

だいておりますので、もしよろしければこちらのほうも参考にしていただきたいと思

います。 

デジタル技術の進展等でいろいろなメディアでコンテンツが流動され、また利用者

のニーズも非常に多様化されているということで、映画とかテレビとか音楽、さらに

コミック、そうしたいろいろなメディア・ソフトが複雑なかたちで多様化して流通し

ている。そうしたものを可能な限り定量的に分析、整理してきたものです。 

まずメディア・ソフトについて定義をしていますが、ここでは各種メディアを通じ

て広く人々に利用されることを目的として流通する情報ソフトとしています。具体的

には下にありますようにテレビとかラジオとか DVD をここでの対象としています。

コンテンツと広く言われているものの中の一部ととらえています。さらにここでの対

象としては、そのメディアの流通が経済活動として行われているもの、要するに市場

を形成しているものを対象として整理しています。したがって一部特定のもの、個人

の間の流通等については対象としていません。 

ここでの考え方についてですが、流通経路が非常に多様化している。一つのメディ

アだけではなくて、複数のメディアにおいてソフトが流通していくことを前提にして

おりまして、まず最初に流通したメディアを 1次流通ととらえ、そこから別のメディ

アで流通したものを 2次利用、マルチユースとここでは呼んでいますが、そういった

ものを分けてここでは検討しています。具体的には映画ソフトですと映画館で上映さ

れた。それを 1次流通としてとらえています。その後 DVDで発売等がされ、さらに

は衛星放送、CATV等での有料放送、さらには地上での無料放送につながっていくも

のととらえています。 

そういったものは業界別にデータはありますが、たとえば映画産業だったら映画産

業のデータがある。その中でもたとえば映画がテレビで利用された場合も業界ごとの

データしかありませんので、そこを産業ごとの内訳を計算し、ソフトごとのデータを

整理したものです。 
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具体的に検討結果を説明させていただきますが、まず流通市場規模についてですが、

メディア・ソフトの全体市場が拡大しているかというと、決してそうでもない。2003

年までの 3年間では約 11兆円で推移しています。その中の分析をして見ますと、こ

こでテキスト系と音声系と映像系の三つに分けて分析していますが、テキスト系と音

声系は縮小している。それに比べて映像系については非常に伸びています。 

なお、今年もこのメディア・ソフトの市場調査を実施しておりまして、現在年度末

のとりまとめ中で暫定ということですが、2004年度の数字としては 11兆を若干超え

る程度となっているということで、全体市場としては若干伸びているというデータが

出ています。また、先ほど説明した 1次流通とマルチユースの関係についてですが、

1次流通市場は減少している。その減少分をマルチユースがカバーするかたちで伸び

ていると言えます。また 2004 年度については、マルチユース市場は 2003 年の 2.1

兆円から 2.2兆円で、若干微増となっています。 

次に通信系ソフトについてもここで調べています。左下にありますがインターネッ

ト、携帯電話等々、通信を利用して流通するソフトを抜き出して見ています。まだ市

場全体の 5％程度と、立ち上がりの段階ではありますが、急速に伸びているところで

はあります。また、デジタル系ソフトも定義して同様に調査していますが、このよう

にデジタル化、通信化はどんどん進んでいると考えています。 

あとソフトの輸出入の収支についてですが、日本はメディア・ソフトという分野で

は輸出大国です。ほとんどの部分はゲームソフトがその部分を担っているのですが、

このように輸出超過のかたちになっています。 

ここで具体的にソフトと、そこで流通しているメディアというところを、なるべく

市民に近いところでどういうものがあるかを抜き出して、簡単に説明させていただき

たいと思います。 

まずインターネットですが、非常に厳しい市場の競争にさらされて、非常に安い料

金で接続できるようになってきたことがあります。そういったことからインターネッ

ト業者としてはホームページの作成支援とか、セキュリティとかコンテンツの有料配

信、そういった関連業種で付加サービスをつけてサービスする分野が増えてきている

という分析になっています。 

また、携帯電話についてですが、音声は頭打ち、あるいは減少している。それに代

わって非音声はデータ通信関係がどんどん増えてきています。私も携帯電話を使って

いろいろとデータ通信を使いますが、感想的になりますが、携帯電話は画面がどうし

ても小さいので、これが新しい技術でモニターが大きくできるような、どこかに投影
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するようなものができれば、さらにどんどん進んでいけるのではないかと感じていま

す。 

次にテレビについてですが、ここでもインターネットによる配信サービスが試行的

に実施されています。まだ過去に配信されたドラマとかドキュメンタリーをインター

ネットで流すという段階になっています。韓国のほうも調査してみたのですが、韓国

のほうはかなり進んでいるところもありまして、インターネット配信子会社を通じて、

インターネット用にドラマを追加したものを流すとか、テレビで放送されてから間を

置かずに放送する等のサービスをしているところがあります。 

地上デジタル放送についても開始されまして、インターネットとの連携が非常に期

待されている分野です。右にあるのは岐阜県での例ですが、自治体が住民向けに提供、

サービスの実証実験が実施されました。これは 2004年のものですが、こういったと

ころでもたとえば行政情報としてインフルエンザ情報とか花粉情報とか、健康に関す

る情報等、自治体としても提供できるもので、かつ住民にとっても利用ニーズが高い

ような行政情報を放送コンテンツとしてデータ放送する。そういった実証実験が行わ

れていたり、または教育、福祉、医療その他の公共サービスの連携にも期待されてい

いのではないかと思います。 

また、携帯電話向けの放送もいま試験的に実施しているところですが、地上デジタ

ル放送ではアナログと違いまして、移動しながらでも非常に鮮明な画像を受けること

ができる。そういうことで災害時での携帯電話向けの一斉放送も可能になりますし、

または被災地の住民、被災者からライフライン情報等を個別に入手する。そういった

ことが可能になってくるのではないかと思います。 

次にゲームソフトの分野についてですが、基本的には減少傾向にあります。そう

いった中でインターネットとか携帯電話を利用した市場が急速に立ち上がっている

という傾向にあります。日本の場合ですと主力は家庭用ゲームが中心です。右側に日

韓の比較がありますが、韓国は家庭用ゲームが非常に少ないという特徴があります。

これは韓国では家庭用ソフトの輸入について制限があったと聞いていますが、そう

いった環境でこのような違いができています。 

あとネットワークゲームについて説明したいと思いますが、たとえば簡単なもの、

囲碁などの対戦型で駒を動かすごとに通信するタイプのものから、ロールプレイング

ゲームで多数のプレイヤーが参加するもの、あとはアクションゲームのようにリアル

タイムでやるもの、いろいろなものがあります。携帯電話ではメモリーソフトをダウ

ンロードしたり、そういったかたち実施しています。ネットワークゲームではコミュ
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ニティをつくって楽しむものがいま出ており、ゲーム提供者、事業者がそういったコ

ミュニティの質を高めながら展開を図ることができる。要するにゲームの中の世界の

アイテムを増やしたり、そういったことを工夫しながら事業展開することが可能に

なってきておりまして、そういったところが伸びているところです。 

具体例として、これはファイナルファンタジーの画像です。ユーザーがキャラク

ターとなってバーチャルの世界でいろいろなネームとか衣装を設定し、他のプレイ

ヤーと会話しながら楽しむ。基本的に実社会と同じような世界がこの中につくられて

いて、まちとか自然とか、いろいろとある。そういったところを動いて、モンスター

が出てきたら倒す。これも事前に仲間で打ち合わせしてやれば、非常に効率的にでき

るし、何も知らないでやると全滅してしまう。そういったところを楽しみます。 

これも私は非常におもしろかったところですが、こういうふうに渓流の場面があり

ます。ひたすら渓流にいそしんでいるグループもある。要するに魚とか食料がこの世

界の通貨として換金でき、それでまたいろいろなアイテムが買えるシステムになって

います。当初、ゲームソフト事業者は想定していなかったと思いますが、ひたすら魚

釣りを楽しみ、こういったグループでたぶんチャットをしていると思いますが、そう

いったところもあります。 

あと、その他音楽ソフトでは皆さんご存じだと思いますが、iTunes Musicと iPod

の成功とか、日本でも同様の動きがある等、あとは着うた、着うたフルといったサー

ビス、新聞、雑誌の分野でもポータルサイト、ニュースアグリゲーターや、ブログの

進展と、たしかブログは昨年 7 月で 400 万規模の加入者になっていたと発表があり

ましたが、それぐらいの規模になっているものです。 

あと今後の展開についてですが、アメリカですといろいろなメディア産業、映画、

テレビ、雑誌等が一つの企業で、コングロマリットのような企業で展開しているのに

対して、日本はどちらかというと制作委員会というかたちで各企業が委員会方式で集

結し、メディア横断的な展開になっているのが現実です。今後ともこういった多メ

ディア化は重要だと考えておりまして、ここでスーパー・プロデュースという概念を

提案しています。メディア横断的に業界を束ねる。さらに政策だけではなくてファイ

ナンスから著作権管理まで行うところを提案しています。 

報告は以上で終わりますが、最後に少し時間がありますので、行政としての自分の

思いも述べたほうがいいのではないかということもありましたので、関連していると

ころで述べさせていただきます。 

モラル等の話もありましたが、私もどちらかというと専門は情報セキュリティのほ
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うでして、話があっちこっちになるかもしれませんが、先ほどのゲームの中でもあり

ましたように、バーチャルの世界だけで本当にいいのか。一つのコミュニケーション

が本当にそれで取れるのかという疑問点が一つあります。 

あと、ローテクの情報が意外と残ってしまうのではないか。どんどん機器がハイテ

ク化され、どこかにその情報があるのに、それが見えなくなってしまうのではないか。

そういう危機感があります。説明しにくいのですが、たとえば防災関係などで危険を

発している信号がそこのシステムだけ遅れていて、そういった危険の信号を受信でき

なくなってしまうのではないか。そういった危険性もあるのではないかと思っていま

す。 

また、基本的にこういう ICT 社会において基盤となるのが情報セキュリティだと

思いますが、当然暗号等の技術とか、それの管理、法令等は連携して進めるものと考

えていますが、それにもう一つ、モラルというものがあるのではないか。要するに文

化といったほうがいいかもしれませんが、今後こういう情報がどんどん進展していく

と匿名化社会になるのか、監視社会になるのかわかりませんが、それに合わせたモラ

ル、情報文化といったほうがいいかもしれませんが、そういったものも新たにつくっ

ていくか、またはきちんとしたモラルがないとこういった情報社会に住むことができ

ない。皆ごまかしてもいいんだということになると、リアルの世界だと全身五感を

使って相手の異常とか、何かおかしいというのがわかりますが、デジタルになると相

手が見えないところが非常にネックになる。そういうところがあります。こういった

モラルをどうやって醸成していくかという点が、今後あるかと思います。 

あと市民社会という点でいうと少し話が飛びますが、安全・安心の研究会をいま総

務省で実施していますが、そこでも ICT による安心・安全の確保には限界がある。

やはり地域社会と連携して、行政と保護者、市民団体が連携してやっていかなければ

いけないので、そういったところの連携をいかに進めていくかが重要ではないかと思

います。 
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１． コンテンツとメディア・ソフト
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3

メディア・ソフトとは？

IICP Institute for Information and Communications Policy

総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所

コンテンツコンテンツコンテンツコンテンツ

「「「「中身中身中身中身」、「」、「」、「」、「内容内容内容内容」」」」

テレビテレビテレビテレビ、、、、ラジオラジオラジオラジオ、、、、ビデオビデオビデオビデオ、、、、ゲームゲームゲームゲーム機機機機、、、、オーディオオーディオオーディオオーディオ機器機器機器機器、、、、新聞新聞新聞新聞、、、、本本本本、、、、さらにはさらにはさらにはさらには
インターネットインターネットインターネットインターネットにににに接続接続接続接続さささされるれるれるれるＰＣＰＣＰＣＰＣやややや携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話などなどなどなど

メディアメディアメディアメディア（（（（媒体媒体媒体媒体））））：：：：情報情報情報情報のののの記録記録記録記録、、、、伝達伝達伝達伝達、、、、保管保管保管保管などになどになどになどに用用用用いられるいられるいられるいられる物物物物やややや装置装置装置装置

テレビテレビテレビテレビ番組番組番組番組、、、、ラジオラジオラジオラジオ番組番組番組番組、ＤＶＤ、ＤＶＤ、ＤＶＤ、ＤＶＤソフトソフトソフトソフト、、、、ゲームソフトゲームソフトゲームソフトゲームソフト、、、、音楽音楽音楽音楽ソフトソフトソフトソフト、、、、新聞新聞新聞新聞記事記事記事記事、、、、コミックコミックコミックコミックなどなどなどなど。。。。

（（（（インターネットインターネットインターネットインターネットなどをなどをなどをなどを通通通通じてじてじてじてＰＣＰＣＰＣＰＣやややや携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話にににに配信配信配信配信されるこれらされるこれらされるこれらされるこれらソフトソフトソフトソフトもももも含含含含むむむむ。）。）。）。）

メディアメディアメディアメディア・・・・ソフトソフトソフトソフト（（（（例例例例））））

メディアメディアメディアメディアをををを通通通通じてじてじてじて流通流通流通流通、、、、人人人人々々々々にににに
利用利用利用利用されるされるされるされる情報情報情報情報ソフトソフトソフトソフト

メディアメディアメディアメディア・・・・ソフトソフトソフトソフト
演芸演芸演芸演芸・・・・演劇演劇演劇演劇（（（（実演実演実演実演）、）、）、）、キャラクターキャラクターキャラクターキャラクター商品商品商品商品、、、、
ＯＳ、ＯＳ、ＯＳ、ＯＳ、アプリケーションソフトアプリケーションソフトアプリケーションソフトアプリケーションソフトなどなどなどなど

地図情報地図情報地図情報地図情報、、、、占占占占いなどいなどいなどいなど
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メディア･ソフトの考え方 ～対象とするメディア・ソフト～

総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所

対象対象対象対象とするとするとするとするメディアメディアメディアメディア・・・・ソフトソフトソフトソフト

「「「「メデイアメデイアメデイアメデイア・・・・ソフトソフトソフトソフト」」」」のうちのうちのうちのうち、、、、利用者一般利用者一般利用者一般利用者一般にににに向向向向けけけけ流通流通流通流通
されされされされ、、、、経済活動経済活動経済活動経済活動としてとしてとしてとして市場市場市場市場をををを形成形成形成形成しているものしているものしているものしているもの

例）映画ソフト

放送番組

ゲームソフト

音楽

新聞・雑誌記事 など

特定特定特定特定のののの者者者者・・・・個人個人個人個人のののの間間間間でででで流通流通流通流通、、、、明確明確明確明確なななな市場市場市場市場をををを形成形成形成形成
しないものしないものしないものしないもの

例）ビデオレター（私信）

企業ＰＲ用ビデオ

同人誌

自費出版書籍 など

メディアメディアメディアメディア・・・・ソフトソフトソフトソフト
対象とするメデイア・ソフトの例

 

＜通信ネットワークで提供＞ 
○インターネットコンテンツ 

  -映像（映画､テレビ番組､ビデオ映像等） 
  -音楽 
  -ゲーム 
  -オンラインブック 

-メルマガ 等 
○携帯電話コンテンツ 
 -着メロ、着うた 
 -音楽 
 -ゲーム 

-メルマガ 等 
＜その他の形で提供＞ 

○映画ソフト 

メ デ ィ ア ･ ソ フ ト 

＜パッケージで提供＞ 
○音楽ソフト（CD） 
○ビデオソフト（カセット、DVD） 
○ゲームソフト 
○書籍ソフト 
○新聞記事 
○雑誌ソフト 
○コミック 

＜放送ネットワークで提供＞ 
○地上テレビ番組 
○ＢＳテレビ番組 
○ＣＳテレビ番組 
○ＣＡＴＶ番組 
○ラジオ番組 
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メディア･ソフトの考え方 ～マルチユース～
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テレビ番組

映画ソフト

ビデオソフト

新聞記事

雑誌ソフト

書籍ソフト

データベース記事

テレビ番組

映画ソフト

ビデオソフト

新聞記事

雑誌ソフト

書籍ソフト

データベース記事 オンライン・データベース

テレビ放送

ビデオ販売・レンタル

新聞販売

雑誌販売

劇場上映

書籍販売

メディアメディアメディアメディア・・・・ソフトソフトソフトソフト 流通流通流通流通メディアメディアメディアメディア

各ソフトの元々の流通（メディアとの１対１に対応）
マルチユースによる流通
各ソフトの元々の流通（メディアとの１対１に対応）
マルチユースによる流通

インターネット・携帯電話

メディア・ソフトは、ソフトによっては多数の経路
（メディア）を使って流通

流通経路の多様化

流通経路流通経路流通経路流通経路のののの多様化多様化多様化多様化 ～～～～マルチユースマルチユースマルチユースマルチユース～～～～

ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
公
開
（米
国
）

Ｖ
Ｔ
Ｒ
（Ｄ
Ｖ
Ｄ
）発
売

Ｐ
．
Ｐ
．
Ｖ
放
送

ペ
イ
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送

地
上
放
送

映
画
ソ
フ
ト

1年後 半年後半年後 1年後

１次流通・マルチユースの例

１次流通： 最初に流通させることを想定した経路

での１次利用

マルチユース： 最初に流通させた経路とは別の経路

での２次利用

１次流通 マルチユース
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メディア･ソフトの市場とは？

「「「「ソフトソフトソフトソフトのののの市場市場市場市場」」」」のののの把握把握把握把握

各メディア（業界）の統計データ（販売収入や広告
収入など）のソフト別内訳を推計、これらをソフト別
に再編成（ソフトの市場）

同時に、それら内訳が１次流通分か他メディアか
らのマルチユース分か区別しておくことで、再編さ
れた各ソフトの市場において、１次流通市場とマル
チユース市場を算出

「ソフトの市場」の把握

メディア
(業界)

ａ

メディア
(業界)

b

メディア
(業界)

ｃ

メディア
(業界)

ａ

メディア
(業界)

b

メディア
(業界)

ｃ

ソフト
Ａ

ソフト
Ｂ

ソフト
Ｃ

ソフト
Ａ

ソフト
Ｂ

ソフト
Ｃ

一次流通 マルチユース

メディア
(業界)

ａ

メディア
(業界)

b

メディア
(業界)

ｃ

メディア
(業界)

ａ

メディア
(業界)

b

メディア
(業界)

ｃ

メディア
(業界)

ａ

メディア
(業界)

b

メディア
(業界)

ｃ

ソフト
Ａ

ソフト
Ｂ

ソフト
Ｃ

メディア
(業界)

ａ

メディア
(業界)

b

メディア
(業界)

ｃ

ソフト
Ａ

ソフト
Ｂ

ソフト
Ｃ

ソフト
Ａ

ソフト
Ｂ

ソフト
Ｃ

一次流通 マルチユース

ソフト
Ａ

ソフト
Ｂ

ソフト
Ｃ

一次流通 マルチユース

各種統計データ

内訳推計 再編

メディア・ソフト市場の流通構造モデル

 メディア・ソフト

一次流通市場 マルチユース市場 海外市場

ソフト制作時に最初に流通させ
ることを想定した経路（メディア）
での流通

最初に流通させたメディアとは
別のメディアでの流通
（例）テレビ番組のDVD化

映画ソフトのテレビ放映

海外へのソフト販売

海外からの輸入

総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所
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２．メディア・ソフト市場の実態
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9.4 8.9 8.7

1.6
1.9 2.1

0

2

4

6

8

10

12

2000 2002 2003

マルチユース市場

1次流通市場

年

兆円

10.9 10.8 10.9

市場全体の推移（１次流通とマルチユース）

� １次流通市場が縮小

� マルチユース市場は、2003年（2.1兆円）まで
の3年間、年平均約2千億円ずつ拡大

IICP Institute for Information and Communications Policy

総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所

メディア・ソフト市場の推移 ～映像系ソフトとマルチユースの推移～

4.6 4.8 4.9

1.0 0.9 0.9

5.3 5.1 5.0

0

2

4

6

8

10

12

2000 2002 2003

テキスト系ソフト

音声系ソフト

映像系ソフト

年

兆円

10.9 10.8 10.9

� テキスト系・音声系ソフトが縮小傾向

� 映像系ソフトの市場は、2003年（4.9兆円）まで
の3年間、年平均約1千億円ずつ拡大

メディア・ソフト市場全体は、2003年までの3年間、約11兆円で縮小ないし停滞

市場全体の推移（ソフト形態別）

新聞・雑誌、音楽CD、ゲームのパッケージ販売の不振

デジタル衛星テレビ番組、映画の拡大 衛星テレビ番組、映画、ゲーム、音楽の拡大
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《参考》 ソフト別マルチユース市場の割合

主なメディア・ソフトの市場規模とマルチユース

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

1,000 10,000 100,000

2003年

2000年

映画ソフト

地上テレビ番組

音楽

衛星テレビ番組

コミック

ゲームソフト

ビデオソフト
メディア･ソフト市場規模 億円

マルチユース市場の割合

総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所

� 映画ソフトなどは、市場規模もマルチユース市場の割合も拡大

� ゲーム、音楽ソフトなどは市場規模が縮小するも、マルチユース市場の割合は増加
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メディア・ソフト市場の推移 ～ネットワーク流通市場の推移～

0

2

4

6

8

10

12

2000年 2002年 2003年

兆円

1.7兆円
（15.1%）

0.3兆円
（2.7%）

10.9兆円 10.8兆円

1.9兆円
（17.6%）

0.4兆円
（3.7%)

通信系
ソフト

デジタル系
ソフト

メディア･ソフト
市場

10.9兆円

2.1兆円
（19.6%）

0.5兆円
（4.9%)

� ネットワーク流通市場（通信系ソフト市場）
の2003年（約5,400億円）は2000年と比較
して、約2,400億円増加

� 市場全体の約5%と、まだ立ち上がり段階

デジタル系ソフト：ＣＤ、ＤＶＤ、ゲームソフト、デジタル衛星放送番組、オフラインDB及び次の通信系ソフト
通信系ソフト： インターネット、携帯電話、通信カラオケ、オンラインDBを通じて流通するソフト

市場全体に占める通信系ソフト市場の割合

主なメディア・ソフトの市場とネットワーク流通

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

0 500 1,000 1,500 2,000

2003年

2000年

億円

データベース記事

音楽ソフト

新聞記事

ゲームソフト
ビデオソフト

通信系ソフト市場の割合

着メロ・着うたなど（850億円増）、ネットワーク
ゲームなど（580億円増）の拡大

この他、ネットオリジナルの番組､メルマガなど
（510億円増）の立ち上がり
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80.7

1,992.6

27.4 0.9 41.9
121.4

680.5

30.0

262.5

0.6

167.0

369.8

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

映画 ゲーム 音楽 新聞 雑誌 書籍

億円

輸出
輸入

映画：2003年値（映画年鑑）
ゲーム：輸出=2003年値（CESAゲーム白書）、
　　　　　輸入=2000年推測値（知的財産戦略本部資料）
音楽：2003年値（日本貿易統計）
新聞：2003年値（日本貿易統計）
雑誌：2003年値（日本貿易統計）
書籍：2003年値（日本貿易統計）

メディア・ソフト別輸出入の状況

� ゲームソフトは66倍の輸出超過

� 映画（8倍）、音楽（10倍）は輸入超過

� これら全体では、750億円の輸出超過

海外収支

メディア・ソフトの輸出入

1433

1675

2656

3120

0

1000

2000

3000

4000

平成5年 平成14年

本数
輸出（番組タイトル本数）

輸入（番組タイトル本数） ただし、輸出は平成4年値と平成13年値

【参考】 放送番組の輸出入の状況

NHK放送文化研究所年報より作成

MIC Ministry of Internal Affairs and Communications

主なソフトの１次流通市場と輸出額の推移

輸出の動向

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

10 100 1,000 10,000
輸出額(億円)

一次市場(億円)

2003年値

2000年値

音楽ソフト

映画ソフト

ゲームソフト

音楽音楽音楽音楽、、、、ゲームゲームゲームゲームはははは１１１１次流通次流通次流通次流通、、、、輸出輸出輸出輸出ともともともとも縮小傾向縮小傾向縮小傾向縮小傾向。。。。
映画映画映画映画はははは１１１１次流通次流通次流通次流通、、、、輸出輸出輸出輸出ともともともとも拡大傾向拡大傾向拡大傾向拡大傾向。。。。

➯➯➯➯日本日本日本日本ははははゲームソフトゲームソフトゲームソフトゲームソフト主導主導主導主導ののののソフトソフトソフトソフト輸出国輸出国輸出国輸出国

総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所
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２．ネットワーク時代のソフト流通とメディア
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新たな流通の場としてのインターネット ～配信ソフトの高度化～

19.5% 80.6%

16.9% 83.1%

40% 60%

31% 69%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2002年度

2003年度

2002年度

2003年度

付加サービスなど 接続サービス

BIGLOBE

So-net

インターネット事業者の売上構成比の例

� 着メロ・着うた、ゲーム、記事など

定額料金、端末の高機能化

《携帯電話》

ソフトの大容量化･多様化

さらに

簡単な番組（最大約3MB）
音楽配信（最大約2MB）など

《インターネット》

� アニメなど動画像、ゲーム、記事など

世界一安い料金、ＰＣの普及
付加サービスの割合増大

850 1,030 1,550 1,720

7,760
6,530 5,930 5,540

8,610

7,560 7,480 7,260

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

2000年度 2001年度 2002年度 2003年度

aｕ（KDDI)

携帯電話利用者１人当たりの月平均利用額の例

880
1,540 1,750 1,970

7,770 6,940 6,380 5,920

8,650 8,480
8,130 7,890

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

2000年度 2001年度 2002年度 2003年度

非音声 音声 NTTDoCoMo

非音声の割合増大

事業者の工夫

オリジナル作品も

広告を織り込んだウェブドラマなど

http://www.aii.co.jp/go/webrama.html
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放送放送放送放送されたされたされたされたドラマドラマドラマドラマややややアニメアニメアニメアニメなどをなどをなどをなどをインターネットインターネットインターネットインターネットでででで
配信配信配信配信するするするする試行的試行的試行的試行的なななな段階段階段階段階

IICP Institute for Information and Communications Policy

総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所

インターネットによるメディア・ソフトの展開

日本日本日本日本でのでのでのでのサービスサービスサービスサービス

－ トレソーラ（ＴＢＳ、フジテレビ、テレビ朝日、NTT
など出資の企画会社）

2002年9月‐11月 有料配信実験
2004年2‐4月・8‐10月 有料配信実験

－ ＮＴＴ、ＫＤＤＩ、ビー・ビ－・ケーブル（ソフトバンク）等7社

2004年7月ｰ05年3月 ＮＨＫ番組の有料配信
など

地上デジタル放送では？

� サーバーサーバーサーバーサーバー型放送型放送型放送型放送（（（（2006200620062006年度年度年度年度までにまでにまでにまでに実用化実用化実用化実用化
予定予定予定予定））））でででで家庭用家庭用家庭用家庭用サーバーサーバーサーバーサーバーにににに蓄積蓄積蓄積蓄積したしたしたした番組番組番組番組
ののののダイジェストダイジェストダイジェストダイジェスト視聴視聴視聴視聴などなどなどなど

� デジタルデジタルデジタルデジタル放送放送放送放送ととととインターネットインターネットインターネットインターネットとのとのとのとの連携連携連携連携

自治体自治体自治体自治体のののの住民住民住民住民サービスサービスサービスサービスとのとのとのとの連携連携連携連携

教育教育教育教育・・・・福祉福祉福祉福祉・・・・医療医療医療医療などなどなどなど他他他他のののの公共公共公共公共サービスサービスサービスサービスとのとのとのとの連携連携連携連携

� 携帯電話向携帯電話向携帯電話向携帯電話向けのけのけのけの放送放送放送放送（（（（2005200520052005年度年度年度年度までにまでにまでにまでに実実実実
用化予定用化予定用化予定用化予定））））ととととインターネットインターネットインターネットインターネットとのとのとのとの連携連携連携連携

※※※※韓国韓国韓国韓国ではではではでは、、、、放送局放送局放送局放送局ががががインターネットインターネットインターネットインターネット配信配信配信配信
子会社子会社子会社子会社をををを通通通通じてじてじてじてインターネットインターネットインターネットインターネット用用用用にににに数話数話数話数話
をををを追加追加追加追加したしたしたしたドラマドラマドラマドラマをををを配信配信配信配信するなどするなどするなどするなど工夫工夫工夫工夫
http://tv.sbs.co.kr/program/regular/regular_main.jhtml?searchKey=DRAMA

http://tv.sbs.co.kr/parisjapan/parisjapan_film.jhtml

～～～～テレビテレビテレビテレビ番組番組番組番組～～～～
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インターネットによるメディア・ソフトの展開

家庭用ゲーム市場（ソフト・ハード）の推移

主力の家庭用ゲームソフト市場は縮小傾向（ 5年間
で約2,000億円）

1,450 1,189

2,102
2,449

1,646 1,372

5,137

4,851

4,131

3,367

3,091

3,685

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

1998 1999 2000 2001 2002 2003
年

億円

家庭用
ゲームソフト

家庭用
ゲーム機

2002年
2003年

2004年

日本

韓国

579

873

1,191

350

583

913

0

200

400

600

800

1,000

1,200 日本

韓国

億円

インターネット・携帯電話を利用したゲームソフトの市場規模

韓国は日本の約1.3倍の大きさ（2004年）

～～～～ゲームゲームゲームゲームソフトソフトソフトソフト～～～～

全体4,676億円

家庭用ゲーム
3,091億円(65.6%)

携帯電話
285億円(6.1%)

PCインターネット
298億円(6.3%)

PCゲーム
90億円(1.9%)

アーケードゲーム
912億円(19.4%)

ゲームソフトの市場全体の構成（2003年）

インターネット、携帯電話を利用した市場の立ち上がり
（全体の12.4%）

217

3,091 285

731

298

634

912

1,640

142

90

91

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000 4,500 5,000

韓国

日本

家庭用ゲーム

携帯電話

PCインターネット

PCゲーム

アーケードゲーム

インターネットカフェ

計
4,676

計
3,455

億円

・韓国（3,455億円）は日本（4,676億円）の約74%の市場規模
・日本では家庭用ゲームが約2/3だが、韓国では約6%
・韓国は市場全体の5割弱がインターネットカフェ

<<<<参考参考参考参考> > > > 日韓日韓日韓日韓ゲームソフトゲームソフトゲームソフトゲームソフト市場市場市場市場のののの比較比較比較比較

ゲームソフト市場の比較（2003年）
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《参考》 ゲームの今後 ～ネットワーク化の進化～

出典：UFJ総合研究所

� 囲碁など対戦型で簡易なものから、ロールプレイング
ゲームのように多数のプレーヤーが参加する高機能な
ものまで存在

� 携帯電話では、メモリーにソフトをダウンロードした後、
プレーヤーが個々に楽しむものが主流。通信料の低下
やメモリーの大容量化で、ネットワーク化が進むと予測

ネットワークゲームでのサーバーへの接続
 ユーザ

ゲーム会社
ｹﾞｰﾑｻｰﾊﾞｰ
ゲーム会社
ｹﾞｰﾑｻｰﾊﾞｰ

インターネット

携帯電話ネットワーク

インターネット経由でゲーム
会社のサーバーにアクセス

携帯電話
会社

携帯電話
会社

インターネット経由でゲーム
会社のサーバーにアクセス

携帯電話で携帯電話会社の
サーバーにアクセス

ネットワークネットワークネットワークネットワーク化化化化するするするするゲームゲームゲームゲームにはにはにはには、、、、

� ソフトとコミュニティで１つの大きなコンテンツを形成、
コンテンツ自体がダイナミックに変容

� 事業者はコミュニティの質を高めながら事業展開を
図ることが重要

� ゲーム機、ＰＣ、携帯電話から同一のネットワーク
ゲームに参加できる「ゲームのユビキタス化」も想定

ネットワークゲームのイメージ
ネットワークゲームネットワークゲームネットワークゲームネットワークゲームではではではでは、、、、
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� 米国では、ＰＣ経由で携帯用音楽プレーヤー
にダウンロード可能で、低価格（1曲99セント）な
音楽配信サービスが成功➯iTunes Music Store

� 日 本 で も 同 様 の 動 き （ mora, OCN MUSIC 

STOREなど）があり、今後の展開が注目

1998 1999 2000 2001 2002
2003

6,075
5,696

5,398

5,031

4,431
3,997

985 990 1,063 1,053
1,061 1,095

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

著作権使用料収入
（JASRAC）

音楽パッケージソフト

生産金額

（日本レコード協会調べ）

億円

年

音楽パッケージソフトの生産金額と著作権使用料収入

� 携帯電話向けの「着うた」や「着うたフル」と
併せ、音楽配信市場の活性化が期待

IICP Institute for Information and Communications Policy
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インターネットによるメディア・ソフトの展開

20

～～～～音楽音楽音楽音楽ソフトソフトソフトソフト～～～～

� ポータルサイトやニュース・アグリゲーターによる
記事配信の拡大

～～～～新聞新聞新聞新聞・・・・雑誌記事雑誌記事雑誌記事雑誌記事、、、、書籍書籍書籍書籍～～～～

� 個人の情報発信ツールとしてのブログの利用拡大

� 書籍のオンライン配信（電子書籍）専用の機器

� 広告モデルの流れにあるオンライン出版の展開

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ネットワーク
事業者

ソフト利用者

音楽・書籍ソフトの配信

ダウンロード

転送など

ポータブル機
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４．メディア・ソフトの多メディア展開
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－－－－「「「「世界世界世界世界のののの中心中心中心中心でででで、、、、愛愛愛愛をさけぶをさけぶをさけぶをさけぶ」」」」ではではではでは－－－－
書籍書籍書籍書籍のののの人気人気人気人気のののの高高高高まりとまりとまりとまりと期期期期をををを一一一一にににに映画公開映画公開映画公開映画公開（（（（2004200420042004年年年年5555月月月月））））

直前直前直前直前にににに主題歌主題歌主題歌主題歌ＣＤＣＤＣＤＣＤ・・・・サントラサントラサントラサントラ（（（（4444月月月月）、）、）、）、コミックコミックコミックコミック・・・・写真集写真集写真集写真集（（（（4444月月月月））））
をををを発売発売発売発売。。。。封切後封切後封切後封切後テレビドラマテレビドラマテレビドラマテレビドラマ版版版版のののの放送放送放送放送（（（（7777月月月月）、ＤＶＤ）、ＤＶＤ）、ＤＶＤ）、ＤＶＤ販売販売販売販売
（（（（12121212月月月月））））とととと戦略的戦略的戦略的戦略的にににに展開展開展開展開

放送番組をベースとした展開

出典：フジテレビ

IICP Institute for Information and Communications Policy

総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所総務省情報通信政策研究所

多メディア展開，派生ビジネスへの展開

映画などの制作、多メディア展開に向け、出版、音楽、
ビデオ、映画、放送等の企業が出資、メディア間の分
担・連携、効果的な広告宣伝を展開しながら、リスク分
散、収益向上を目指す緩やかな企業連合

制 　 　 作 　 　委 　 　員 　　 会

映 画 配 給 会 社 ビ デ オ メ ー カ ー テ レ ビ 局 出 版 社

劇 場 興 行 権 ビ デ オ 化 権 テ レ ビ 放 映 権 出 版 化 権

出 資 出 資 出 資 出 資

興 行 収 入

ﾋ ﾞﾃ ﾞｵ     販 売 収 入 放 送 収 入 書 籍 販 売 収 入劇 場 側
収 入

（ ） 50% 

配 給
収 入

（ ） 50% 

配
当
金

配
給
手
数
料

配
給
コ
ス
ト

配 当 金 配 当 金 配 当 金 配 当 金

50 億 円

2 5億 円

10億 円 3億 円1 2億 円

制作委員会方式

出典：UFJ総合研究所

制作委員会とは？

� 放送番組を元に、映画上映やＤＶＤ販売、出版、
主題歌ＣＤ、サントラの販売、インターネットでの
情報発信など他のメディアへ展開（多多多多メディアメディアメディアメディア展開展開展開展開）

� ヒット番組などは海外展開も

� グッズ販売、イベント開催、演劇など派生ビジネス
への展開

例） 「踊る大捜査線」
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多メディア展開からメディア横断へ ～日本のスーパー・プロデュース～

� メディアメディアメディアメディア・・・・ソフトソフトソフトソフトのののの戦略的戦略的戦略的戦略的なななな多多多多メディアメディアメディアメディア展開展開展開展開
がががが市場拡大市場拡大市場拡大市場拡大のののの鍵鍵鍵鍵

� 従来従来従来従来ののののメディアメディアメディアメディアにににに加加加加えてえてえてえて、、、、インターネットインターネットインターネットインターネット・・・・
携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話によるによるによるによる配信配信配信配信もももも重要重要重要重要ななななファクターファクターファクターファクターにににに

ネットワーク時代のメディア展開（スーパー・プロデュース）

� これからのこれからのこれからのこれからのメディアメディアメディアメディア横断横断横断横断展開展開展開展開
～～～～ スーパースーパースーパースーパー・・・・プロデュースプロデュースプロデュースプロデュース ～～～～

---- ファイナンスファイナンスファイナンスファイナンス・・・・権利処理権利処理権利処理権利処理もももも統括統括統括統括

---- プロモーションプロモーションプロモーションプロモーション・・・・派生派生派生派生ビジネスビジネスビジネスビジネス（（（（キャラクターキャラクターキャラクターキャラクター
などなどなどなど))))もももも視野視野視野視野

---- 全体全体全体全体をををを１１１１つのつのつのつのプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトとしてとしてとしてとして収益収益収益収益をををを最大最大最大最大にににに

---- インターネットインターネットインターネットインターネット配信配信配信配信もももも含含含含めためためためた戦略的戦略的戦略的戦略的ななななメディアメディアメディアメディア
横断的展開横断的展開横断的展開横断的展開
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□報告２「ＮＴＴドコモの取り組み」 

ＮＴＴドコモ取締役常務執行役員 辻村清行 

 

私どもはサービスを実際に提供している立場ですので、具体例に沿って私どもがどん

なことを考え、あるいは私どものお客様がどんな使い方をされているのかについて、事

例紹介ということでお話をさせていただきたいと思います。 

これは携帯の進化を一つにまとめてみたものですが、皆様ご承知のように 94年に携

帯電話の端末開放、「お買い上げ制」が始まりました。そのころから急激に伸びたわ

けですが、最初の 5年間は主に音声の通信が中心でした。次に 99年 2月に私どもは i

モードを始めました。私どもの同業種の事業者さんも同じようなサービスをやられて

いますが、携帯電話がインターネットにつながりました。画面がどんどん大きくなり、

最初は白黒でしたがカラーにもなりました。このような音声、インターネットに加え

て、さらに第 3期として、私どもは FeliCaというものを積んでいますが、非接触 IC

で金銭的なトランザクションが携帯でもできる時代がこれからは本格化すると思って

います。 

少し数値的なおさらいをさせていただきたいのですが、上のほうは皆さんご承知のと

おりですが、下のほうの数値で、私どもの iモードにつながっているサイト（iメニュー

サイト）は、ある一定の基準を設けて接続させていただいているところですが、約 6000

サイトあります。それ以外にインターネットの世界ですから一般サイトというものがあ

り、これはサーチエンジンで調べないとわかりません。おそらく私どもだけでも 9万と

か 10万ぐらいのサイトがあります。 

それからその下に、そういったサイトをどのぐらいお客様はご覧になっているかとい

うと、1日 1人あたり約 20ページビューです。１サイトでいくつかの画面をご覧にな

る方がいますが、その画面を一つひとつカウントすると 20ページビューぐらいはご覧

になっています。私どもの iモードには 4600万のユーザーがいらっしゃいますが、そ

の方々が平均的に 1日でこれだけご覧になっています。また、メールは 1日あたり送信

数では約 4通、受信で 5通です。これぐらいのメールのやり取りをすでに 4600万の方

がされている状況にあります。 

次に、この 6000サイトの中からいくつかのサイトをご紹介します。私が愛用してい

るものに「超らーめんナビ」があります。私はラーメンが大好きですが、全国のラーメ

ン屋さんの情報がサイトに掲載されていて、札幌に行こうが、大阪に行こうが、i エリ

ア機能を使って近くのラーメン屋さんが自動的に検索されます。また、お客様が投票し

た最新の人気店舗の情報が常に見られるので、大変便利です。 
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次の事例は「釣ろうぜ！」です。釣りをやるときには潮の満ちひきの情報とか天気だ

とか、いろいろなことが重要になってきますので、そういったリアルタイム性の必要な

ものをこれで検索し、さらに自分が何かいい成果を得たら、それを携帯電話で写真に撮

ることもできます。先ほどの松井審議官のお話にもありましたが、私も団塊の世代の一

人ですが、これから団塊の世代の方が出てきたときに、こういった趣味を通じてのネッ

ト上でのコミュニティもだんだんできてくる可能性がありますし、現実にこういうこと

が始まってきています。 

それからもう一つは「ママニティ」です。出産や育児のサポートサイトは PC上でも

結構あるのですが、今は、昔のように近くにお婆ちゃんがいて何でも聞ける、あるいは

近所のおばちゃんに聞けるような状況では必ずしもありません。たとえば 3カ月前に生

まれた子どもがあまりお乳をよく飲まないとか、牛乳を吐いたとか、そういった一つひ

とつのことについてものすごく丁寧に答えてくれるようになっています。 

このサイトには掲示板機能もあるのですが、私どものサイトでは掲示板はあまりやっ

ていません。掲示板は使い方によっては、いろいろなリスク、危険もありますが、この

サイトの場合にはこのプロバイダーさんが質問や回答をチェックされています。 

このサイトも iメニューサイトで簡単に登録していただけますので一度ご覧になられ

たらと思います。もちろん PC で見たほうがいろいろな情報がふんだんに取れますし、

いいわけですが、PCの場合は、家にいる、あるいはどこかにいて PCに向かっている

いうシチュエーションが必要です。携帯の場合にはどこにいてもちょっと思いついたり、

子どもの状態でいま確認したいことがあれば、時間、場所を選ばずにできるということ

で、これもなかなか人気のあるサイトです。 

いままで iモードのサイトというとゲームだとか着うたとか、若者嗜好のことだけを

言われますが、だんだんと日常生活に根づいたサービス、サイトが増えてきているのか

なと思います。これを少し構造的に考えるとこういうことかなと思います。私どもが提

供しているのは、あくまでも下から 2 番目の端末であったりネットワークであったり、

その上に少し拡大した広義のネットワークというか、プラットフォームの役割としての

お客様のデータベースであったり認証だったり、いまご紹介があったようなセキュリ

ティだったりということがあります。その上に実際にお客様がいろいろな商品なりサー

ビスを売り買いしているリアル空間とサイバー空間というものがあるのだろうと思い

ます。サイバーというのは独立してはいないだろうと、私は思います。おそらくリアル

があって、サイバーがある。その二つが連携していないとだめなのだろうと思います。 

「百聞は一見にしかず」という言葉がありますが、この前ちょっと聞いたのは、「百
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見は一触にしかず」と。やはりリアルの世界で実物に触って感じて、大丈夫だという世

界と、それを信じて、今度またサイバーでいろいろな利便性を得る。その二つが同時並

行的に行われてくるだろうと思います。そういう意味で先ほど基調講演の中でリアルに

つながってこないとだめだとおっしゃっていましたが、まさに私ども実際に事業を提供

する者としても、リアルとサイバーとの連携は非常に大切だと思います。 

団塊の世代の議論で、一つは介護、高齢者社会があります。個人的なことで恐縮です

が、92 歳になる母親がいまして、私の場合には幸いに近くに住んでいますが、やはり

母親が、ちょっとしたことでいろいろと手助けしてほしいということがあります。とこ

ろがそれは必ずしも家族の者が、あるいは親戚の者が助けられない場合があります。そ

ういったものはおそらくいまのシステムですとヘルパーさんとか、あるいはご近所の方

に声を掛けてお願いするということで、物理的にリアルとして近くにいる人が支えるこ

とがあるだろうと思います。 

その一方でその人たちに 24 時間お願いするわけにいきませんし、24 時間ずっと見

守っている必要もない方の場合には、たとえば携帯上なりで遠距離介護的なことができ

るのでないか。それは電話をかけるのも一つですし、それ以外にたとえば象印さんが「み

まもりほっとライン i-pot」を出されています。いま私どもも考えているのは、たとえ

ば給湯器と連動して、朝きちっとガスメーターが回ったら、その息子さんなり、娘さん

なりに連絡が入る。そのことだけでも、ものすごく安心です。そういったサイバー空間

を通してできることと、リアル空間でサポートしなくてはいけないことの連携を一緒に

常に考えていく必要があります。 

これから少しおサイフケータイの話をしたいのですが、先ほど土屋さんの最初の紹介

でソーシャルキャピタルという言葉と、もう一つはファイナンシャルキャピタルという

言葉がありました。これからだんだん広まっていくのではないかと私どもも予感してい

るおサイフケータイは、少しファイナンシャルキャピタル的なところにつながってくる

のだろうと思いますが、いままでキャッシュカードであれ、クレジットカードであれ、

磁気ストライプだったり、最近は ICとなり、いろいろなかたちが出てきていますが、

必ずしも十分にネットワークにはつながっていなかった。ところが携帯ですと常にネッ

トワークにつながっていますし、ビューアがありますし、画面がありますし、それから

キーボードがついているということで、いろいろなトランザクションができるだろうと

思います。 

先月の 28 日から JR さんと組んで、これを定期券に使えるようになりました。私も

使い始めていますが、吉祥寺から四谷まで通っていますが、ものすごく便利です。単に



 

 47 

営業で言っているだけではなくて、何が便利かというと、こちらのポケットに定期を入

れ、他のポケットには別の物を入れということで、それも全部忘れないように朝出ると

いうことは、私のような者にとっては至難の業ですが、これさえ持っていればいい。そ

の安心感というのは、自分で使ってみると結構あります。そういったことは皆さんの実

感としてもこれから出てくるだろうと思います。 

 ここ三田から大阪に行くときに、もしこういうものがあればお金は一切要りません。

紙のチケットも要りません。スイカで JRに乗って、モノレールもいまは JRさんが持

たれていますからスイカで行きます。JAL さんの場合にはこれでウェブチェックイン

ができ、そのまま荷物検査場に行き、またそこにリーダー・ライターがありますから、

かざすとそのまま入れて、搭乗口もこれで入れます。飛行機に乗って大阪まで着いたら、

これで出られます。途中で何か買いたいと思ったら、羽田ではこれで買えます。現在、

そういうことが既にできるのです。だからこれで全部やってくれと言っているのではな

く、そういうことが現実となってきているということを申し上げています。 

私どもは、これですべてできるなんて傲慢なことは考えていません。やはりリアルと

どうやって連携をつけて、お客様が新しい技術を使いこなしていただけるかということ

を、私どもとしては市場とうまくコミュニケーションをしながらやっていかなくてはい

けないと思っています。たとえて言うと、ちょっと言葉は適切でないかもしれないので

すが、化学反応みたいなものです。新しい技術が社会にポッと落ちたときに、それがど

ういう反応をし、社会の方が反応し、使いこなされていき、また私どもとしてどういう

ふうに変えていかなくてはいけないのかというのはある意味で試行錯誤の連続です。も

ちろん最初にいろいろなことを頭の中では考えますが、現実に起こることは想定しない

ことがたくさん起こってきます。 

そういったことでこのおサイフケータイもいろいろな場面で社会に入ってくると思

いますが、まさにそういうリアルとの連携をうまく取りながら進めていきたいと思いま

す。スイカの例を申し上げましたが、今後はクレジットカードとしても使えるようにな

ります。この春からサービスを開始します。もしご興味のある方があれば使ってみてく

ださい。 

いまご紹介していることは、未来志向のものすごく楽しい話ですが、新しい技術はい

つもその影を伴っています。新しい技術をどうやって使いこなすのかということは、社

会全体としてよく考えていかなくてはいけませんし、ある意味では法整備的なこともお

願いしなくてはいけません。 

一つの事例として持ってきたのは迷惑メールの事例です。左側が私どもの iモードの
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契約数です。折れ線のオレンジの色が iモードの契約数です。縦軸の棒グラフが、私ど

もにいただいた迷惑メールに関するお客様からの問い合わせ、苦情等の件数です。 

これで見ていただくと、2001年の最初のころ、iモード契約が 2000万を超えたぐら

いのときからグッと迷惑メールが増えています。迷惑メールを送信する人達にとってみ

ると、100万、200万のサイズでは無作為に打って効率が悪いということかと想像しま

すが、ある一定の数までは待っていたのかどうかわかりませんが、そこでドッと出てき

た。 

それまでは携帯番号がアドレスでしたから、非常にわかりやすい。0から 9までしか

ありませんので、それを組み合わせれば、容易にパソコン上でいろいろなものができて

しまいます。それで対策としてアドレスを英数字化しました。そうするとグッと落ちた

のですが、それに対抗するようなものがまた出てきました。今度はドメイン指定を入れ、

次には法制度で承諾広告という規制も入れていただき、さらには 2003 年の後半には i

モードから 1日あたりで送れるメール通数も制限し、さらにはショートメッセージサー

ビスというインターネットとはやや違うものについても制限して、やっとここまで問い

合わせや苦情件数が落ちてきました。 

ただ、これで私どものサーバーに来る迷惑メールの数が減っているわけではありませ

ん。まったく無作為な数字と英字の羅列が来ます。そういうものは私どもで整理して、

なるべくお客様のところに行かないようにしています。皆さんの使われているインター

ネットのパソコンもいろいろな迷惑メールが来ていると思いますが、こういったことを

きちっと対応していかないと、便利ないいものだけれど害も多いということになると思

います。 

それからあと、これは先ほどの事例にもありましたが自治体との関係で、いま子ども

さんに関係する非常に不幸な事件が続いています。池田市の事件もありましたが、その

ときに池田市がやられたことで、近くに不審者がいたら親御さん等に知らせるというシ

ステムで、うまくいっています。しかしこれも使い方によってはいろいろな課題があっ

て、不審者だとだれが判定するのかという問題があります。誰かが歩いていたら、勝手

に不審者だと言われても困る状況もあるわけで、そういった誹謗中傷的なことも出てく

る可能性もある。そうすると警察が判定するのか、市が判定するのか、だれが判定する

のかというところまで考えておく必要があります。 

この 3月 4日に、私どもはキッズケータイを出します。各 PTAでは自分の子どもに、

特に小学校の低学年の場合には、自分の子どもさんに携帯を持たすかどうかはものすご

い大議論があって、ほとんどの学校ではいままで「持たせない」という結論でした。そ
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れはやはり有害サイトを見てしまう。あるいは友達に「お前の携帯貸せ」と。その友達

がだれか遠方の人に勝手に電話をかけて、通話料はそのいじめられた子どもにつけるみ

たいな、むしろ負のほうが多かった。ところがこれだけいろいろな事件が起きると、や

はり子どもに持たせたい。 

私どもがいま提供するキッズケータイでは、ちょうどこのへんのところにフックがか

かっていて、首にかけていて強引に悪い人が取ろうとすると、そのフックが外れて大き

なブザーが自動的に鳴ります。ブザーが自動的に鳴ると E メールがまず親御さんか、

ご指定されたところに行きます。電話も通じます。それから悪い人が電源をオフにした

ら、またその位置情報も送信します。バッテリーは勝手に開けられないように、特殊な

道具でしか開けられません。あるいはサイトもお子様が学習に役立つようなサイトしか

入れませんということをいろいろと組み合わせて提供していく予定です。 

 ただ、これだけでも私どもは十分ではないと思います。いろいろな主婦の方にお伺

いして、われわれなりにつくったものですが、これも進化していかなくてはいけないと

思います。 

それからもう一つ携帯とセキュリティに関連しては、先ほども出ていましたが防災が

あります。いまいろいろなところで気候の温暖化に起因するものを含め、不幸な災害が

起こっていますが、2年ぐらい前に私どもは iモード災害用伝言板をつくりました。災

害のときに皆が電話をかけますから、いわゆる輻輳がおこり音声はなかなか通じなくな

ります。ところがパケット通信はそういう輻輳状態が集中したときに非常に強い。した

がって、何かある一定の基準以上の災害が起こったら、私どもは自動的にこの伝言板を

立ち上げ、被災者の方は非常に簡単なメッセージ、「無事だ」とか「学校にいる」とか、

すでに準備されているメッセージのところをクリックすれば掲示板に上がって、全国各

地のその方の知人なり、家族の方と連絡ができます。こういうサービスを立ち上げまし

た。これは私どもが最初にやったのですが、au さんもボーダフォンさんも参加され、

いまはどこの携帯であれ、どのボードにも行けるようになっています。こういったこと

も携帯の一つの役割だろうと思っています。 

いま申し上げたように前半でいろいろと申し上げた光の部分もありますが、その光の

部分には当然影の部分もあるので、光と影を基本的によく検討していただこうというこ

とで、2004年 4月にモバイル社会研究所を立ち上げました。これは 10人足らずの研究

所です。ここには研究者の方もたくさんいらっしゃるだろうと思いますので、ぜひ参加

していただきたいと思います。私どものこの考えは、世界中の社会学者、心理学者、い

ろいろな方々が、私どもの研究所の研究者だと思っていまして、ネット上でいろいろな
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議論をし、そこに成果を上げていただき、またそれを公開してネット上での議論を深め

ていただきたいということで立ち上げています。ご興味のある方はこのサイトにぜひア

クセスしていただくと同時に、いろいろな貢献もしていただければ幸いでございます。 
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□報告３「インターネットを通じた社会関係資本の形成とその帰結」 

明治学院大学教授、社会学部 宮田加久子 

 

今日私はインターネットを通じて社会関係資本が形成できるのか、それができたと

したら、その帰結は何なのかをお話しさせていただければと思っています。 

社会関係資本とは何か。あまり聞いたことがない言葉だと思いますので、まず簡単

にその説明をさせていただきます。次に、インターネットに代表される ICT が社会

関係資本をつくっていくのに本当に役に立つのだろうか。そしてその社会関係資本を

活用するのにも役に立つのだろうかということを考えます。そして 3番目に、ICTを

通じた社会観資本の形成過程と効果過程を考える上での具体的な方法を考えます。こ

の 3点に分けて今日はお話をさせていただきます。 

 

１ 社会関係資本とは 

最初に、社会関係資本という概念ですが、英語ではソーシャルキャピタルといいま

す。この言葉を日本語に直訳すると社会資本となるのですが、そういうと、「橋です

か」、「道路のことですか」と言われますが、そうではありません。これは、「人々

の協力関係を促進し、社会を円滑かつ効率的に機能させる社会ネットワーク、信頼、

互酬性の規範という集団や組織、社会の特性」と定義されます。そして、社会の特性

として、社会ネットワーク、信頼、互酬性の三つの要素が重要だという立場の考え方

です。社会ネットワークとは、人々のつながりです。どんな社会ネットワークがドミ

ナントなのかによって、社会の構造が変わってきます。それから信頼です。どんな信

頼か。信頼は一つではない。それではどういう信頼があることが社会にとっていいこ

となのか。そして規範です。いろいろ社会には規範がありますが、やはり自分の大事

なもの、情報なり、資源なりを提供して皆で協力していくためには、お金だけではな

い。それ以外のものもあるのではないか。皆が協力しやすくするための規範をつくっ

ていくことができるのではないか。 

 

このように、社会関係資本は社会ネットワーク、互酬性の規範、信頼の３つが非常

に重要な要素なのですが、それぞれの極端な典型例である、結束型社会関係資本と橋

渡し型社会関係資本の２つあげて説明しましょう。 

まず結束型社会関係資本は、たとえば江戸時代の日本の村を思い浮かべて頂くとわ

かりやすいと思います。同じような考え方、同じような社会階層の人、知り合い、親

戚、といった同質の人たちが、閉鎖的な仲間内のネットワークを構成している。そこ
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では人数も限られており、お互いにつながりが強いので相互作用することがある。

従って、お互いの性格や考え方もよく知っているので、個別に「人間的にあの人は信

頼できる」と考え信頼します。これを、「特殊的信頼（人間関係的信頼）」と言って

います。また、極端な場合は、「村中が知り合いだから、もしあの人が私のことを裏

切れば彼が村八分になる。だから彼は私を裏切らないだろう」と、安心しています。 

そして、自分に恩恵を与えてくれた人にお返しをする規範が育つ。もしお返しをしな

いと、「なぜお返しをしないのか？」と周りの人々から文句を言われるため、きちん

と返報していく。これを「特定的互酬性」と言っています。 

もう一方が橋渡し型社会関係資本といいます。いわゆる開放的で、さまざまな自分

とは異質の人々がどんどんつながっていく。外に伸びていくかたちの社会ネットワー

クです。そしてここではどうするか。問題は信頼です。知らない人とどうやって社会

ネットワークを形成するのか。相手が信頼できるかどうかわからないのでは、怖くて

絆をつなげようとは思わないでしょう。ただ、このような状況で役に立つのが、人間

一般を信頼するという一般的信頼です。ただ、闇雲に誰でも信じるわけではなりませ

ん。信頼できるかできないかを判断する能力を私たちが持つこと、そして信頼を判断

するための材料、仕組みがあること。それだったら相手の信頼を判断しやすいので、

一般的信頼が機能しやすいでしょう。そして互酬性も、一般化された互酬性といいま

す。つまり「情けは人のためならず」ということわざがあるように、自分が受けた恩

恵を、その与えてくれた人にお返しをするのではなく、社会に返報をしていく。たと

えば、自分が以前に電車の中で席を譲ってもらって「すごくよかったな」と思ったら、

次に電車の中で困っている人を見かけたら席を譲る。そういう規範ができ上がってい

けば橋渡し型社会関係資本になる。 

 

そして、これらの社会関係資本は、それぞれ良い効果を個人や社会にもたらします。 

まず結束型社会関係資本のいいところは、精神健康がよくなります。たとえば、自

非常に強い絆を持つ友達同士や近隣の人々は、例えば困ったときにすぐ助けてくれま

す。それも助けを求めている人のことをよく分かりますから、適切なサポートを適切

なときに提供してくれます。極端な話、毎日散歩していた人が散歩していないのに気

づき、「どうしたの？」と家を覗いて声を掛けてくれることもある。したがって、お

互いに顔見知りで強い紐帯のネットワークがある地域や社会は、そこに住む個人の精

神的健康（well-being）がよくなるだろうと言われています。それからマクロレベル

の社会的なレベルで言えば、犯罪も減ります。皆が知り合いですから、知らない人が
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来たら、すぐそれと気づくので、不審者がわかりやすい。そういう意味で、犯罪の発

生率が確実に下がるというデータが出ています。これは極端な例ですが、これが結束

型社会関係資本のいいところになります。 

それでは橋渡し社会関係資本はどうでしょうか。最近よく言われているのは、この

橋渡し型社会関係資本をつくっていこうという話です。これは何かというと、様々な

職業や知識やバックグランドを持った人々がつながるわけですから、個人にとっては、

いままで知らなかった情報を得ることができる。そうすると、出世もしやすいし、転

職もしやすい。さらには、異なるアイデアを出し合うことでイノベーションも生まれ

ることもあるかもしれません。そしてもう一つ、社会的寛容も生まれてきます。結束

型のほうにいますと、人間は自分と同じ考えの人しかだんだん認めなくなります。そ

れに対して橋渡し型の社会関係資本の社会に生きていると、ほかの自分とは違う人に

対しても寛容になれるというところがあります。マクロのレベルでいいことは何かと

いうと、社会的ジレンマの解決です。環境問題にしても何にしても、みんなが同じ解

で納得するようなものはなかなかない。ある人にとってはこちらのソリューションが

いいけれども、それをやると不利益になる人もいる。そのときに、簡単ではないけれ

どもやはり多様なネットワークがあって、そこに信頼があって互酬性があれば、その

人たちが協力していく１つの土台になるのではないか。あればすぐできるという簡単

な話ではありませんが、相手の立場もわかりますし、お互いに一歩ずつ譲れば全体が

幸せになることがわかってきますので、そういう意味でのジレンマの解決が、結束型

のときよりも少しはよくなる。それからエンパワーメントです。皆さんが自分たちの

力を信じて、自分たちがマイノリティであっても力を持っていこうということができ

るようになるでしょう。さらに、ネットワークがいろいろな所でつながってくれば、

自分の意見を主張できる場に誘われることもあるし、そこに行けば「参加しよう」と

いう意識が強くなってくるだろうという意味で、民主主義のパフォーマンスがよくな

るでしょう。そして市民参加によって、コミュニティというのはきっと発展するだろ

うと考えられます。そして経済成長です。経済成長は、私は専門が社会心理なので特

にここで言うわけではありませんが、そういったところまでつながってくるのが社会

関係資本の肯定的な帰結です。今回はわざと肯定的な効果、光の側面ばかりをお話し

しました。 

 

２ ＩＣＴは社会関係資本を形成できるのか 

それでは ICT によってこういった社会関係資本を形成できるのだろうか。まず基
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本的には、社会関係資本とは私たちが日常の生活で活動する中で人々と接触してつく

られていきます。その時に、ICTは日常生活の活動をサポートする。それを促進する

のに使われます。それと同時にもう一つは、たとえばオンラインコミュニティのよう

な、オンラインの活動がオンライン上での社会関係資本全体を高め、それが日常生活

空間にも広がっていくとこともあるのではないでしょうか。 

いままでは、前者のように、ICTを使って日常生活でのいろいろな活動を活発にす

ることで、地域社会に社会関係資本をつくるという話は結構いろいろなところであっ

たと思います。そこで今回はあえてオンライン上だけでつくっていった社会関係資本

がどういう効果を持つかということでお話をさせていただきます。 

 

（１）結束型社会関係資本の事例 

典型例としてセルフヘルプグループ、自助集団があります。自分と同じ悩みを抱え

ている人たちがオンライン上で知り合い、その悩みを共有していく。そういった自発

的な自助集団です。ネットだからこそできることはいくつかありまして、一つは同じ

悩みの人を探すのが現実世界では難しいことがあります。しかし広い世界からだった

ら探せるし、自分の悩みを対面では公表できないけれども、広い世界や匿名の世界

だったらそれを言うこともできます。これの典型が先ほど出てきましたが、育児など

をやっているようなお母様方が参加するオンラインセルフヘルプグループがありま

すが、どういう人がいくかというと、生活空間の中でサポートが得られなかった人が

参加することが、いまは多いです。育児だって、「夫もサポートしてくれるでしょう。

それからお母さん、もしかしたらお友達だっているでしょう」と思われがちですが、

実際にオンラインのセルフヘルプグループに参加するたちを調査してみてわかるこ

とがあります。何か。自分の悩みをもっているお母さんが参加しているということで

す。「子どもが熱を出した」とか、そういう問題はだれでもわかってくれサポートし

てくれるけれど、「私はこの子がいるために仕事がうまくできない」とか、「この子

がいるために私の自由が奪われている」という悩みは、この世の中は認めてくれない。

「お母さんだからしようがないでしょう」と言われてします。そういう悩みを持って

いる人たちはわりと現実空間の中ではサポートが得られない。このようにオンライン

の育児支援セルフヘルプグループには、このようなサポートを得られにくい人々が来

るところです。 

この場でどのように社会関係資本をつくっていくかというと、基本的には結束型が

多いです。同じ悩みをもち、バックグラウンドが結構類似している人々が参加してい
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ます。そういう人たちが集まってきてコミュニケーションを密にすることで信頼を形

成していきます。参加者は、結構ハンドル名を使っていますが、「○○ちゃんママの

言うことなら確かだ」「あの人は私と同じ感性だ」「あの人と同じことをしてみたい」、

そういうかたちの人間関係で信頼をつくっていく。そして、そのオンラインコミュニ

ティに対するアイデンティティが高まってくると、「私も貢献したい」「そこのオン

ラインコミュニティで私も発言したい」「私が知っていることで役に立つことがあれ

ば、私も何かしてあげたい」という気持ちになりやすいです。そういう中で、ますま

す人間関係が強まっていく傾向があります。そして、サポートとか情報が交換され、

その場に蓄積されていきます。 

 

参加者が非常に強い結束力をますます持っていってしまうために、新規にほかから

人が参加しにくくなることがあります。しかしながら、この場は、サポートの交換を

通じて参加者の鬱状態が改善できるみたいな、精神的健康にも非常にいいことがわ

かっています。ただし、オンラインのセルフヘルプグループだけの効果は非常に限定

的です。実際の生活空間からのサポートがあって、なおかつオンライン空もサポート

が得られることによって精神的健康は高まります。そういう意味ではオンラインとオ

フラインをいかにつなげていくかが重要です。つまり、効果の面を見ても相互効果が

あるので、オンラインとオフラインの両方のサポートがあることの必要性がわかると

思います。 

それからもう一つおもしろいことですが、なかなかオンラインの友達とか、オンラ

インの社会関係資本は現実空間には効果を持ちにくいと考えられがちです。しかし実

際にデータを取ってみると、そうでもありません。オンラインで自分がサポートを受

けてよかったという人が、今度は自分の日常生活の友達にサポートを提供していく。

サポートをオンラインの参加者中だけでお互いに交換するだけではなく、その外の人

にも自分が提供していくようになることが、時系列にわかってきました。オンライン

のセルフヘルプグループに参加している人が、家族や友人などの自分の周りの人たち

に、「オンラインのセルフヘルプグループでこんなことをしている」「そこでこんな

情報をもらってよかった」という話をすることで波及していきます。 

そして、このオンラインのセルヘルプグループの持つもう一つの効果はエンパワー

メントです。こういったところですと、悩みを持つ参加者の愚痴の言い合いで終わっ

てしまうような気がします。多くのセルフヘルプグループはそうなってしまいますが、

中にはエンパワーメントができることがあります。ただし、すべてのオンラインのセ
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ルフヘルプグループがそうなるわけではなく、やはり段階があります。それからそこ

で社会ネットワークを形成していく参加者のパーソナリティみたいなものも、いまの

ところは影響しています。ただ、この場はエンパワーメントを促進する可能性がある

ことは間違いありません。 

 

（２）橋渡し型社会関係資本の事例 

それからもう一つの橋渡し型の典型例として、消費者間オンラインコミュニティが

あります。だれでも参加ができて、水平なネットワークができ、階層性がないコミュ

ニティです。ただし問題は皆さんが言うように、参加者やそこでの情報の信頼性をど

うやって判断するのかということと、フリーライダーが生じやすいことです。自分が

大事な情報を提供しても、かの人が提供しなかったら、自分の情報を取られるばかり

で損だと感じるようになります。そうするとだれも方法を提供しなくなってしまいま

す。それではどうするのかが、問題です。 

まず、はっきり言って、オンラインのコミュニティの中だけでは先ほど出ていたよ

うな一般的信頼は、いまの段階では育ちません。私たちは、それを日常生活の中でつ

くっていくしかありません。ただし一般的信頼が低いからといってあきらめることは

ありません。情報の信頼性を判断する仕組みがあれば、信頼は形成できます。その仕

組みの一つが評判です。たとえば、会社の実績なり、レストランの情報ではなくて、

そのレストランの情報を書いているレビューワーの評判です。他者がレビューワーを

信頼できるかどうかを判断するためには、レビューワーが現実の自分の名前を明かす

ことや自分の現実にやっている仕事の内容を明らかにすることも一つの方法です。そ

れ以外に、レビューワーについての評判から他者がレビューワーを信頼できるかどう

かを判断することができます。この人が過去にどんなレビューを書いた人だったか。

つまりその人の過去の行動についての様々な情報を「評判」として蓄積して、それを

使って信頼できるかどうかを判断できます。信頼は、ただ「信じなさい」と言っても

形成できません。評判みたいなものをつくることで、それを使って、「この人は評判

が悪い」「皆もこう言っている」。だったら私は「この人の言っていることを信じよ

うかな」とか、「信じられない」と判断できるでしょう。 

信頼ができれば、自分も情報をオンラインコミュニティに提供したほうがいい。な

ぜならば、提供すれば、他の人から得られるチャンスも増加するからです。基本的に

インターネットは、見ているだけでは情報は得られないし、得るものは少ないです。

自分が情報を出してこそカスタマイズされた、自分にとって重要なものが入ってきま
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す。それが「信頼できないから」「フリーライドされるから」のが怖くてできないの

ですが、評判のようなかたちで何かの仕組みを一つでもつくってあげることによって、

信頼を形成しやすくなるのではないかと考えています。 

ソーシャルネットワークサービスも、「友達の友達の友達」というように、参加す

る人を制限する中で、その相手が実際にどこに住んでいるだれかはわからなくとも、

信頼を形成しやすいことが、参加者が増大している理由ではないかと思っています。 

 

ここでは効果としては二つあります。一つは、先ほどから出ている多様な情報とカ

スタマイズです。一見矛盾するように見えますが、オンラインの特徴はいろいろな情

報が得られるだけではありません。自分にとってカスタマイズされた情報をいかに取

ることができるかが魅力の一つですが、橋渡し型の社会関係資本が蓄積されているオ

ンラインコミュニティであれば、多様性とカスタマイズ性が両立するのではないか。

それからもう一つは消費者行動でいうと、消費者ははっきり言ってマイノリティです。

そのマイノリティが消費者の意見を自分たちで公的に言えることが、非常に効果があ

ります。 

 

３ ＩＣＴを活用した社会関係資本の豊かな社会を目指して 

それでは、今後、社会関係資本を豊かにするのにはどうしたらいいのでしょうか。

一つは社会関係資本形成のためにもオンラインとオフラインを相互作用させていく

ことが必要です。いままではオンラインはオンラインで社会ネットワークをつくり、

オンラインの中だけの相互作用で終わりです。なかなか広がらない。それから信頼に

しても、日常生活空間での信頼形成の仕方はオンラインでは通用しなかった。信頼の

判断の仕方が、オンラインは別の世界だったから。しかし、それではありません。オ

ンライン上でも、日常生活で得た私たちの社会的なスキルを使って信頼を形成するた

めの仕組み、たとえば評判や参加者のプロフィールを知ることのできるシステムを作

ることができるでしょう。それによって、オンライン上での他者とも信頼を形成でき

るのはないかと考えています。 

 それからもう一つは、施策の流れです。先ほど最初に言いましたが、いまは地域社

会に ICT を入れて地域の社会関係資本をどう高めるかという発想が多いです。それ

はそれでとても大事だと思いますが、もう一つ、オンラインで形成された社会ネット

ワークは現実のほうにどうやったら浸透させることができるのか。それを考えるよう

な方法もあるのではないかと考えています。たとえばオンラインのセルフヘルプグ
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ループが現実の中で活動を展開するのは、実際には難しいです。やっているところも

ありますが、たとえば NPO法人も取れないとか、いろいろなことがあります。そう

いう意味で少し発想を変えて、こういった「オンラインでできたものを現実に」とい

う発想をもう少し伸ばすようにしてあげる。サポートすることもできるのではないか。 

それから先ほどから出ているように、社会関係資本の効果はオンラインとオフライ

ンの両方があってこその効果ですので適材適所です。結束型社会関係資本も、橋渡し

型も、先ほどは両極端を言いました。日本のいまの社会にとってどこが最適値か。結

束型ばかりでもおかしいでしょう。このグローバル化というのに、結束型ばかりでは

生きていけない。たくさんいろいろな情報も入れなければいけない。それでは開けば

いいか。さっき言ったように信頼はできないし、もしかしたら精神的なストレスも皆

が感じてしまうかもしれない。どこが最適化なのか。 

インターネットというのがどこでも、だれでもできるから世界グローバル共通のメ

ディアだと思われがちですが、その利用は文化に既定されています。日本人の私たち

の社会にとっていい使い方を考えていく必要があるのではないか。そういう意味で先

ほどの二つの結束型と橋渡し型の最適化を考えた上で、オンラインコミュニティも、

それから現実の地域コミュニティのほうも ICT をどう活用してつくっていくことが

できるか。その両方も相互作用しながらつくっていくことができるのではないかと考

えています。今回、時間がなくて端折ってしまいましたが、ICTを使ってオンライン

でつくった社会関係資本と、現実生活空間での社会関係資本、この両方があってこそ

の効果なので、その両方を促進する ICTのあり方を考えていきたいと思っています。 
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インターネットを通じた
社会関係資本の形成とその帰結

オンラインとオフラインの融合を目指して

２００６年２月２４日
シンポジウム「現実社会とネットワークの融合空間：
デジタル・コンテンツ時代の市民組織・市民意識」

明治学院大学 社会学部
宮田加久子

 
 

 

本日のコンテンツ本日のコンテンツ

１１ 社会関係資本とは何か社会関係資本とは何か

２２ ＩＣＴによる社会関係資本の形成とＩＣＴによる社会関係資本の形成と
その活用の効果その活用の効果

３３ ＩＣＴを活用して社会関係資本を豊ＩＣＴを活用して社会関係資本を豊
かにするためにかにするために
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１ 社会関係資本 (Social Capital)
とは何か

 
 

 

社会関係資本の定義社会関係資本の定義

�� 人々の協力関係を促進し社会人々の協力関係を促進し社会
を円滑かつ効率的に機能させを円滑かつ効率的に機能させ
る、る、社会ネットワーク社会ネットワーク・・信頼信頼・・互互
酬性の規範酬性の規範という集団や組という集団や組
織・社会の特性織・社会の特性
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社会関係資本の２類型

一般的信頼

特定的信頼

（個別に人間関
係的信頼を築
く）

信頼

一般化された
互酬性

開放的

多様な

橋渡し型社
会関係資本

特定的互酬性

特定集団内だ
けでの一般化
された互酬性

閉鎖的

同質的

結束型社会
関係資本

互酬性社会ネット
ワーク

 
 

 

社会関係資本の肯定的効果

集団の問題解決促進

エンパワーメント

市民参加

コミュニティの発展

経済成長

富・権力・社会的評判
の獲得

良い職や地位の獲得

目標達成

橋渡し型社
会関係資本

犯罪発生率の低下個人の精神的健康の
向上

学習成績の向上

結束型社会
関係資本

マクロレベルの効果マイクロレベルの効
果

効果
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２ ＩＣＴによる社会関係資本の形成、
およびその活用の効果

 
 

 

社会ネットワーク

互酬性 信頼性

エンパワーメント
市民参加
民主主義
経済的発展

第１段階 社会関係資本に対する投資

第２段階 社会関係資本の形成・蓄積

社会関係資本の活用

第３段階 社会関係資本
の効果

マクロレベルマクロレベルマクロレベルマクロレベルのののの効果効果効果効果 マイクロレベルマイクロレベルマイクロレベルマイクロレベルのののの効果効果効果効果

社会関係資本社会関係資本社会関係資本社会関係資本

精神的健康の向上
目的達成

ICT（情報通信技術）を利用した活動

日常生活空間での活動

社会制度 文化経済

相互作用

社会関係資本の活用

フィードバック

社会環境

影響

補完
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オンライン上での結束型のオンライン上での結束型の
社会関係資本社会関係資本

典型例）典型例）

オンライン・セルフヘルプグループオンライン・セルフヘルプグループ

�� 問題や悩みを抱える当事者が問題や悩みを抱える当事者がICTICTを利用してを利用して

オンライン上で自発的に形成している自助集オンライン上で自発的に形成している自助集
団団

↓↓

同じ問題を抱える人を広い範囲から探すことが同じ問題を抱える人を広い範囲から探すことが
できるできる

 
 

 

誰がオンラインでソーシャル・サポートを誰がオンラインでソーシャル・サポートを
受領しているのか受領しているのか ？？

�� 現実の社会生活空間でソーシャル・サポートを現実の社会生活空間でソーシャル・サポートを
充分に得られなかった人がオンラインへ充分に得られなかった人がオンラインへ

例）育児自体より、育児によって自分の自由や社例）育児自体より、育児によって自分の自由や社
会的接触が奪われることによって生じるストレス会的接触が奪われることによって生じるストレス
の高い母親の高い母親

例）自分の悩みを打ち明けてわかってもらえる人例）自分の悩みを打ち明けてわかってもらえる人
（多くは類似の悩みを持つ人）が、現実の社会（多くは類似の悩みを持つ人）が、現実の社会
生活空間で周囲にいない母親生活空間で周囲にいない母親
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興味や問題を共有し相互作用を
繰り返しことで強い紐帯の
社会ネットワークを形成

人間関係的信頼を形成する

オンライン・コミュニティへのアイデンティティが高まる

特定参加者に対する特定化された互酬性の規範や
そのコミュニティ内での一般化された互酬性の規範が形成される

ますます紐帯が
強まる

オンライン上に結束型結束型結束型結束型社会関係資本が形成される

（例 オンラインSHG)

資源
サポートや情報

 
 

 

オンラインＳＨＧでのサポート交換（社会関オンラインＳＨＧでのサポート交換（社会関
係資本の活用）の効果１（マイクロレベル）係資本の活用）の効果１（マイクロレベル）

オンラインＳＨＧで同じ問題を抱えている人々と出会い、オンラインＳＨＧで同じ問題を抱えている人々と出会い、
ソーシャル・サポートを交換できるソーシャル・サポートを交換できる

自己開示・自己客観視自己開示・自己客観視

自己受容・孤独感の低減自己受容・孤独感の低減

自尊心の向上・ストレスへの対処自尊心の向上・ストレスへの対処

抑鬱の改善抑鬱の改善
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オフラインサポートの受領 

オンラインサポートの受領 

抑うつ 

自尊心 

抑うつ 

自尊心 

-.29 

.14 

.13 

-.10 

 .07 
.67 

.67 

.21 
-.40 -.37 

-.07 

ζ1 

ζ2 

ζ3 

ζ4 

育児支援オンラインSHGの効果

Ｔｉｍｅ １ Ｔｉｍｅ ２

 
 

 

ただしただし

オンラインＳＨＧで得られるサポートだけでは、オンラインＳＨＧで得られるサポートだけでは、
効果は限定的であり、現実の社会生活空間効果は限定的であり、現実の社会生活空間
における親しい他者からのサポートも一緒における親しい他者からのサポートも一緒
に得られることで精神的健康向上の効果がに得られることで精神的健康向上の効果が
高まる高まる

→→オンラインとオフライン（現実の社会生活空オンラインとオフライン（現実の社会生活空
間）の相互作用間）の相互作用
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オンラインＳＨＧでのサポート交換のオンラインＳＨＧでのサポート交換の
効果２効果２ （マイクロレベル）（マイクロレベル）

オンラインＳＨＧで他の参加者からサポートをオンラインＳＨＧで他の参加者からサポートを
得ることが、当該オンラインＳＨＧ内の他の参得ることが、当該オンラインＳＨＧ内の他の参
加者へのサポートの提供だけではなく、現実加者へのサポートの提供だけではなく、現実
の社会生活空間での他者にサポートを提供の社会生活空間での他者にサポートを提供
することまでも促進するすることまでも促進する

→→オンラインからオフラインへ効果の波及オンラインからオフラインへ効果の波及

 
 

 

オンラインでのサポート受領から
現実の社会生活空間での提供へ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オフラインサポートの受領 

オンラインサポートの受領 

.21 オフラインサポートの提供 

オフラインサポートの受領 

オンラインサポートの受領 

オフラインサポートの提供 

.46 

.52 

.15 

.12  

.12  

.09  

.72 

.18 

.54 

.11 

.38 

ζ1 

ζ2 

ζ3 

.11 
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オンラインＳＨＧでのオンラインＳＨＧでの
サポート交換の効果サポート交換の効果 ３（マクロレベル）３（マクロレベル）

現実の社会生活空間におけるエンパワー現実の社会生活空間におけるエンパワー

メントを促進するメントを促進する

ただし、段階がある

１段階：閲覧による孤独感からの解放１段階：閲覧による孤独感からの解放

２段階：発言を通じての自己開示とサポート受領２段階：発言を通じての自己開示とサポート受領

３段階：発言を通じてのサポートの提供、および提供と受３段階：発言を通じてのサポートの提供、および提供と受
領の相互作用領の相互作用

４段階：外部への発信を通じてのエンパワーメント４段階：外部への発信を通じてのエンパワーメント
 

 

 

オンライン上での橋渡し型のオンライン上での橋渡し型の
社会関係資本社会関係資本

典型例）消費者間オンライン・コミュニティ典型例）消費者間オンライン・コミュニティ

�� 消費者同士が商品やサービスに関連する情消費者同士が商品やサービスに関連する情
報やサポートの交換を自発的に行っている場報やサポートの交換を自発的に行っている場

�� 誰でも参加ができ、階層性がない誰でも参加ができ、階層性がない

↓↓

�� 多様なネットワーク・弱い紐帯からなる広いネ多様なネットワーク・弱い紐帯からなる広いネ
ットワークの形成ットワークの形成

�� フリーライダーの発生フリーライダーの発生

�� 信頼の形成の困難さ信頼の形成の困難さ
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多様な弱い紐帯の
社会ネットワークを形成

評判（他者の実績についての知識
の共有）を用いて信頼

（情報的信頼）を形成する

当該のオンライン・コミュニティ内に、及び社会一般に対して
一般化された互酬性の規範が形成される

オンライン上に橋渡橋渡橋渡橋渡しししし型型型型社会関係資本が形成される

（例 消費者間オンライン・コミュニティ)

一般的信頼

一般的信頼が高いほど評判
の機能を高く評価する一般的信頼が高いほ

ど積極的に参加して
ネットワークを形成

参加者の一般的信頼が高ければ
一般化された互酬性規範が形成さ

れやすい

学校や家庭などでの社会化過
程で形成される

 
 

 

消費者間オンライン・コミュニティでの情報消費者間オンライン・コミュニティでの情報
（資源）交換の効果（資源）交換の効果 １１ （マイクロレベル）（マイクロレベル）

消費者の目的達成がしやすくなる消費者の目的達成がしやすくなる

・既存のネットワークからでは得られなかったよ・既存のネットワークからでは得られなかったよ
うな多様な情報が得られるうな多様な情報が得られる

・各消費者のニーズにあったカスタマイズされ・各消費者のニーズにあったカスタマイズされ
た情報が獲得できるた情報が獲得できる
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消費者間オンライン・コミュニティでの消費者間オンライン・コミュニティでの
情報交換の効果２情報交換の効果２ （マクロレレベル）（マクロレレベル）

消費者という社会的マイノリティが消費者という社会的マイノリティが

エンパワーメントできるエンパワーメントできる

 
 

 

３ ICTを活用して

社会関係資本を豊かにするために
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１１ 社会関係資本形成のための社会関係資本形成のための
オンラインとオフラインの相互作用オンラインとオフラインの相互作用

�� オンラインで形成されたネットワークが現実の社オンラインで形成されたネットワークが現実の社
会生活空間のネットワークに統合されていくこと会生活空間のネットワークに統合されていくこと
の必要性。の必要性。

→たこつぼ型オンライン・コミュニティからの脱却→たこつぼ型オンライン・コミュニティからの脱却

�� 一般的信頼は個人の社会化の過程で形成され一般的信頼は個人の社会化の過程で形成され
るが、それを生かしてオンラインでも信頼を判断るが、それを生かしてオンラインでも信頼を判断
して社会ネットワークが形成できる。資源が活用して社会ネットワークが形成できる。資源が活用
できるできる

→個人の社会的スキル（メディア・リテラシーを含→個人の社会的スキル（メディア・リテラシーを含
む）の育成の必要性。む）の育成の必要性。

 
 

 

２２ オンラインからオフラインへの流れオンラインからオフラインへの流れ

�� 対面集団が対面集団がICTICTを使って社会関係資本を使って社会関係資本

を高めるという視点を高めるという視点
�� （たとえば、地域コミュニティで（たとえば、地域コミュニティでICTICTを活用して社会関を活用して社会関

係資本を高めるための施策）係資本を高めるための施策）

↓↓

�� オンラインで形成された社会ネットワーオンラインで形成された社会ネットワー

クが現実の社会生活空間までも浸透しクが現実の社会生活空間までも浸透し

て来るという視点の必要性て来るという視点の必要性
（たとえば、オンラインＳＨＧが現実の社会生活空間で（たとえば、オンラインＳＨＧが現実の社会生活空間で

の活動を展開していくことを助ける施策）の活動を展開していくことを助ける施策）
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３３ 補完しあうオンラインとオフライン補完しあうオンラインとオフライン
での社会関係資本の活用での社会関係資本の活用

�� 現実の社会生活空間では不十分なことをオ現実の社会生活空間では不十分なことをオ
ンラインで補う。逆にオンラインではできないンラインで補う。逆にオンラインではできない
ことを現実の社会生活空間で補う。ことを現実の社会生活空間で補う。

�� たとえば、サポートの受領にしても、オンラインだけたとえば、サポートの受領にしても、オンラインだけ
でもオフラインだけでも不十分でもオフラインだけでも不十分

�� 両方が適材適所で活用されることで、マイクロレベ両方が適材適所で活用されることで、マイクロレベ
ルでもマクロレベルでも効果が高まるルでもマクロレベルでも効果が高まる

 
 

 

マイクロ・マクロな効果

社会関係資本

ICT

オンラインでの社会ネットワーク
間での積極的コミュニケーション

中間集団への積極的参加

現実の社会生活空間における
社会ネットワーク間での

コミュニケーション
中間集団への積極的参加

活用

形成

促進
促進形成
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□報告４「子育て情報サイトづくり－自分情報、みんな情報、そして地域情報へ－」 

慶應義塾大学助教授、メディア・コミュニケーション研究所 金山智子 

 

タイトルを見ていただくとわかると思いますが、私の今日の話は非常に特定した事

例です。皆さんはどちらかというとマクロ的な視点から今日はお話しされています。

それとすでにでき上がったインフラ、もしくはでき上がったネットの上でどうかとい

うお話が多かったのですが、私が今日お話ししたいことは、そういった情報いろいろ

な市民の方がどんどん発信する時代になっています。ブログ、ウェブ、SNS といっ

たかたちです。そういった発信をしていく行為の中で市民の意識がどう変わっていく

のかというところを今日は話したいと思っています。特に今回選んでいるのが子育て

ママ、いわゆる育児をしている母親たちと地方自治体の共同による子育て情報サイト

づくりです。こういうものを通してお母さんたちの意識がどう変わってきたのかとい

うことについてお話ししたいと思います。 

もともとこれを選んだ理由は二つあります。一つは、子育てママというのは、先ほ

ど松井審議官のお話がありましたが、デジタルデバイド、情報弱者の一つのグループ

でした。この人たちが自ら発信していこうと言っている。ビジネスの人たちとは非常

に違った位置にいる、社会にいる人たちです。その人たちがどう変わっていくか。そ

れで先ほど辻村さんのほうからも出ましたが、いろいろなマタニティとか育児のサイ

トはすでにあります。ウェブにいけばそういった子育てサイトはごまんとありますが、

自治体と共同でつくっていくサイトはそれほど多くはありません。自治体の子育てサ

イトはあることはありますが、その中に当事者、子育てをしている母親たちを巻き込

んでつくっているサイトはいまでもそれほど多くありません。 

そういった意味でまったく違う、いままであまり接点のなかった主体がこのことで

結びついて共同していく。私は宮田先生と同じですが、その作業によって新しいソー

シャルキャピタルができるのではないかというところから、このような研究をやって

います。今日は特に市民の意識がどう変わったかを見ていきたいと思っています。 

写真は私が調査した一つのグループ、ピーカブーというところのお母さんたちが赤

ちゃんを横に置きながら話し合っているシーンですが、内容としてはこういった協働

なサイトが生まれた社会的背景を簡単に説明し、事例を今回は二つご紹介したいと思

います。ピーカブーとカ・エールで、両方とも札幌市にあるグループですが、その話

をして、そういったことからこういったお母さんたちにどういう変化がきたのか。個

人と社会とのかかわりの中でこの人たちにどういう変化が起きたのかという話をし

て、あと簡単にまとめていきたいと思います。 
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まずお母さんたちと行政との協働による子育て情報サイトを生んだ社会的背景で

すが、ご存じのように少子化対策ということで、当事者が求める本当にほしい情報を

提供していこうという子育て支援情報の提供が一つあります。 

もう一つは自治体の立場から見た場合、ボランティアとか市民社会といった大きな

流れの中で市民参画型の地域自治推進を目指そうとしている行政が、市民との協働を

促進していきたいというかたちになります。私は千葉県に住んでいるのですが、千葉

でもこれがすごく盛んで、施策として入れられています。私もその協働推進をする委

員としていろいろな協働に携わっていますが、なかなか難しいのが現状です。やはり

全然違う主体なので、言葉がうまく通じない部分もあったりして難しいのですが、社

会としては非常に重要になってくるだろうなと思います。 

もう一つは先ほど松井さんのお話がありましたが、電子政府構想推進の一環として

求められる情報発信基盤の整備ということで、これは一つの例ですが、地域住民が欲

している情報を政府と一緒になって発していく。そういう基盤をつくっていこうとい

う動きがあります。こういう背景を基に自治体のほうで一緒にお母さんたちを巻き込

みながらサイトをつくっていこうという動きが徐々に出てきています。 

実際に私はもう少し数多くの事例を見ていますが、今回比較的わかりやすく、同じ

地域の中にある二つの事例を持ってきました。一つがピーカブー、これは英語で「い

ないいないばあ」という意味ですが、札幌市南区で活動しているグループです。もと

もとは子育てガイドという冊子を南区が数年前に発行しようとしたときに、実際にお

母さんたちを巻き込んでつくりました。行政なので、これをつくってある部数発行し

て渡してしまったら、そこで終わりなのです。お母さんたちとしてはそれだけ時間を

かけてつくったいいものはウェブで出していきたいということで、お母さんたち主体

でウェブ版をつくることになりました。区役所はその代わり協力はするけれど、お金

は出さないよという立場を取っています。その代わり毎回必ず会議にも来ますし、い

ろいろなかたちで後援、共催といったことはやっています。 

この人たちは毎月運営委員会を持って、フェース・トゥ・フェースでいろいろ話し

合って情報を集めたり、どんな情報を出そう、私たちがほしい情報はこれだよねとい

うことで、冊子以外の、自分と同じような立場の人が本当にほしいだろうなという情

報をいろいろ話し合って決めていくことをしていますが、実際に子育ては本当に忙し

くて、小さな赤ちゃんがいるので、そんな簡単に出られない。それでコミュニケーショ

ンの手段としてメーリングリスト、それから携帯の二つが非常に大きなコミュニケー

ションツールとなっています。 
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活動ですが、これが子育てガイドのトップページになります。この中でこういうも

のをつくり、特にトップページのさらにトップの部分は彼女たちが毎回会うたびにい

ろいろ相談して決めている内容、コンテンツになります。彼女たちからするとこうい

う情報は行政のサイトにはあまり載らないものです。育児をしている当事者だからこ

そほしい。そしてそこの地域にかかわる情報だからほしいものがここに載ってきます。 

こういったサイトづくりだけではなく、ここを拠点として彼女たちがだんだん活動

を外へと広げるようになってきています。当然いろいろなところに行って取材をした

り、話を聞いて、それをコンテンツとして出していくわけですが、そこでつながった

人たちとイベントをやろうとか、こういうことをしようというかたちでいろいろな企

画が出てきます。そのうちの一つがコンサートですが、要するに 0歳児から音楽会に

やはり行きたい、赤ちゃんの情操教育にもいいから、そういった企画をやりたいよね、

でもないよね、じゃあ自分たちでやろうということで、地元の大学生、地元の音楽の

グループと一緒になってこういったコンサートを企画していきます。 

私はこのコンサートの企画の会議にも何回か立ち会っていますが、本当に細かく、

たぶん皆さんでは考えられないようなレベルの話をします。いくらにするか、100円

なら来るかな、200円なら来るかな。私語の感覚です。それから始まって、子どもが

来るのだったらおやつはどうするのか。コンサートがあるからこういうおやつだと音

がするよね、それでは音がしないおやつは何か。本当に細かい。この人たちでなけれ

ば絶対出てこないような話をずっとしていきます。そうやって決めていった企画がこ

こに出てきます。ここで地域の人を巻き込んでコンサートを実施し、それを取材して

記事として、またコンテンツとして出していきます。そういったかたちで情報サイト

が単なる情報サイトで終わらずに、一つの活動拠点となっていきます。 

次はもう一つのグループ、カ・エールです。これは同じく札幌市にある厚別区で始

めた子育て情報で、これは厚別区がまったく何もなかったところにこういった子育て

情報サイトをつくりたい、ぜひお母さんたちに加わってほしいということで募集をか

けています。ですからピーカブーとは運営体制が違います。まったくイーブンで、お

金はもちろん出しますし、業務もやっています。ただ、もともとは区役所の主導でし

たが、区役所の人もあまりにも情報が多くて、作業が大変で潰れそうになってしまっ

た。それでお母さんたちが、区役所の人がかわいそうと言って、もう少し分業しよう

ということになったわけです。 

このサイトの半分からこちら側が、お母さんたちが自分たちで集め、相談してつ

くったサイトです。こちらが行政情報と分けています。それでピーカブーと同じよう
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に毎月運営委員会をやっていますが、さすがにそれだけでは足りなくてメーリングリ

スト、それから携帯を使っているのと、このチームがおもしろいのはソーシャルネッ

トワークサービスの mixi を使っています。私もなぜか見られるようになっているの

ですが、mixiなどを使って、お母さん同士のコミュニケーションを図っています。 

一つおもしろいのは、ソーシャルキャピタルなどで「テクノロジーを使ったコミュ

ニケーションは、あくまでも補完だ」という言います。やはりフェース・トゥ・フェー

スだろうと。ただ、この人たちを見ていると、そうでもないなと思います。そういっ

た技術を使っていくコミュニケーションは、フェース・トゥ・フェースと同じぐらい

重要になっています。特にこの人たちは行政とのかかわりが強いので、同じ委員会の

中に行政の人がいると、仲良くなっても遠慮して言わないことがやはりあります。こ

れはちょっと言っちゃいけないかなと。それをメーリングリストとか、見えないもの

になったときに、行政の人がいるのはわかっているけれど結構本音を出していくよう

になります。そうすると行政の人も、お母さんたちは、本当はこんなことを思ってい

るんだという本音の部分がいろいろコミュニケーションで出てきます。 

ですからこのメーリングリストは、この人たちにとっては非常に重要な役割をして、

フェース・トゥ・フェースの特に主体がまったく違う人たちの集まり、つながりをつ

なぐときには非常に役に立っているのだろうと感じます。 

この人たちの活動ですが、もちろんサイトをつくることが第一の使命でしたが、先

ほどのピーカブーと同じです。調べていく、コンテンツを出していく上で自分たちで

調査をしたり、自分たちで外に出て、行ったことのない公園に行ってみたり、行った

ことのないお店に行ってみたりということで、地域の中にどんどん出ていくようにな

ります。場合によっては区役所の補助金を取って調査事業まで受けたりもしています。

そのぐらい外へと活動を広げていき、そこで取った情報をここのサイトへとフィード

バックしていく。やはりここも同じですが、ここを拠点として活動を進めています。 

カ・エールでは掲示板を持っています。掲示板の中でずっと見ているとおもしろい

のですが、単なる子育ての情報の交換ではなく、ものすごく細かい何丁目の何々の何

のお店というような、地域に密着した子育ての情報の交換をやりとりしています。 

こういったプロセス、情報づくりを通しながら彼女たちはどう変化していったのか

というのをずっとインタビューをしたり、見ていってまとめてみたのですが、いくつ

かあると思います。自分自身の変化、それから社会とのかかわりです。自分自身の変

化の中で最もおもしろいのは、奥様がいて、お子さんを育てていた方もこの中にはた

くさんいらっしゃるからわかるかと思いますが、家の中で子どもとだけ向きあってい
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る生活の中で孤独感を感じたり、疎外感を感じたり、なかなか刺激がなかったりとい

う中でストレスもたまっていきます。 

そういう生活をしていますが、自分の持っているとても当たり前だと思う情報、知

識、感情をこういったサイトに出すことで、それをほしがっている人がいる。それを

共感してくれる人がいることを知ります。つまり自分の情報が、皆の情報に変わって

いく。この転換に気づいたときに、彼女たちはものすごく張りが出てきます。それと

同時にいままで子どもとだけ向き合っていた自分の生活にすら、すごく興味がわいて

きます。そこで出てきた情報はこういうふうに使える。当然狭いですが、生活圏に出

ていったときに、ここでのこういう情報はもしかしたらここで使えるなということで、

生活に対して、自分の行動に対してものすごく情報アンテナを張るようになってきま

す。彼女たちが口を揃えていうのが、「私はこの活動をしていなかったら、今頃何に

なっていただろう。どうしているだろう」ということです。ですから戻ることがなか

なかできなくなりますが、そういう意味では非常に張りのある生活に変わってきます。 

同時に今回の事例で特徴とも言える行政とかかわっていく、行政との協働ですが、

この中にもし行政の方がいたら大変申し訳ありませんが、非常に行政不信というのが

あります。「役人はどうせね、役所はね」というものがやはりあります。それを持ち

ながら、しかし頼まれたし、やろうかな、みたいなところからかかわっていきます。

ですから不信とまでは言わなくとも、強い信頼感などはない。行政としての信頼はあ

りますが、1対 1で向き合ったときの信頼感は、実はない。そのような状況で協働を

進めていきます。 

ところがそうやっていろいろな紆余曲折があり、全然やってくれないじゃないとい

う不満とか、いろいろなプロセスを経ながら徐々に、「あの人は、人としてはいい人

だよね。個人としては本当にわかってくれるよね。ただ、役所という立場上できない

だけだよね」とその行政マンに対する理解が生まれてくる。それからしょっちゅう子

どもを連れて区役所の中をうろうろしているわけですから、区役所の中で認めても

らって親近感が生まれる。そういうことで行政とお母さんたちの間に、同じことのた

めに向き合う者同士だという感じが出てきて、完全につながるかどうかは別で、かな

り時間がかかりますが、ある種の親近感のようなものが増してきます。それともう一

つは、行政から認められているということが自信になったり、誇りになって、自分も

できるんだ。社会で何かやれる力があることを認識していきます。 

それと四つ目に書いているのは結構重要だなと思ったのですが、先ほど辻村さんが

おっしゃっていた、掲示板などで不信な書き込みがあったり、いやがらせがあったり、
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たとえばプライバシーの侵害があったらどうしようという話はやはり出たわけです。

こういう掲示板をやるときに、何かいやなことを書かれたらいやだという話が出るけ

れど、「でも、ここは行政のサイトに入るよね。もし何かあったら、きっと助けてく

れるよね。やはり行政が守ってくれるから安心だ」、みたいな思いもあります。これ

が単発でお母さんたち同士が立ち上げたサイトだったら、そのへんの心配はなかなか

クリアできないものがあったと思いますが、それが行政とつながることで、ある種心

理的にはクリアしているということがあります。 

最後にこれも重要ですが、地域とかかわりが強くなっていく。要するに自分の生活

圏、自分の普通の日常の行動以外の場所へ出ていく。いままで知らなかった、知り得

なかった、たぶんこういうことがなかったら、つながらなかった人たちとつながって

いくということが出てきます。そうするとやはりおもしろくなってしまうのです。自

分のコミュニティに対して、コミュニティの一員なんだという意識が醸成されてきま

す。このお母さん同士、二つのグループと話していると、お互いに知っているのです。

同じ札幌市にありますし、同じポータルをやっていることをよく知っています。しか

しお互いにけなしはしませんが、自分たちをすごく称えてきます。私たちのほうがす

ごいよね。あっちより、こうだよね。地域意識がすごく芽生えてきます。それもこう

いうことがなかったら、自分は厚別で頑張っているよ。自分は南区で頑張っているお

母さんなんだよという意識はたぶんなかっただろうと感じます。 

これは同じような繰り返しになりますが、まとめとして、たった一人の子育てをし

ている母親とは言いながら、自分が発信する情報がひいては地域コミュニティに貢献

できるということを発見していく。そういうことで地域への関心は徐々に高まってく

る。それからこういう活動を通して何度も言いますが、そうじゃなかったらつながら

なかったグループの人、NPO の人、行政の人とつながることで、地域コミュニティ

への帰属意識が高まっていくと思います。 

それから個人的に大事だと思っているのは、単なる育児のポータルサイト、情報サ

イトと違う。地域色の強い地方自治体と、そこにいる地域住民で共通のテーマの下に

協働しているということで、単なる育児のサイトではなく、地域コミュニティの情報

化の促進になっているだろうと思います。それは先ほどの掲示板にもありますが、単

なる育児の一般的な問題のやり取りではなく、そこの土地にあるから出てくる問題が

あります。特に札幌、北海道は寒い。厚別などは転勤者がとても多いです。それで来

たときに、何を着せたらいいのだろう。わからないわけです。この時期に何を着せれ

ばいいのか。本当にそこでなければ出てこないようなことをどんどんやり取りしてい
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きます。そういう意味では地域のある自治体と組むことでより地域の情報化にもつな

がってくると思います。 

いま話したことはいいことばかりですが、実際には問題もあって、その中で特に問

題だと思っているのは、お母さんたちは情報発信してある程度エンパワーしてきます。

ところがやっていって反応が多くなればなるほど、こういうこともやりたい、ああい

うこともやりたいと、いろいろなことが出てきます。しかし仕事量が増えます。この

お母さんたちはお金をもらってやっているわけではなく、基本的にはボランティアで

す。そうすると育児と家事とバランスが取れなくなってくるわけで、中には旦那さん

に、「おまえ、これはボランティアではないだろう」とか、「もっと家事をやれよ」

とか、いろいろ文句を言われるお母さんたちも出てきます。そのときにやめてしまう

のも、いやなわけです。その中でいままでやってきたものをどうやって継続していく

か。サイトをつくったのはいい。発信もできるようになったのもいい。しかし継続を

どうやっていくかということが一番難しいのかなと思っています。特に市民の場合で

す。 

そのへんの継続を支えるインフラとはいいませんが、何らかの社会的な仕組みがこ

れからもっと望まれるのかなと思っています。実際にこの人たちはお母さんと行政と

のつながりだけではここまでいっていません。やはり文化が違うので、言葉が通じな

い。そこをつないでくれる中間のNPOが入りました。しょっちゅう入っているわけ

ではないけれど、何かあったときに行政にお母さんたちの話をしてくれる。逆もあり

きです。そういった中間の組織が入ることで、スムーズにサイトづくりが行われて

いった。 

もう一つはこういった事業そのものをお母さんたち自身が法人化できないかとい

う話も出てきてはいます。要するに NPO化です。しかし NPO化するのはそれほど

簡単ではなく、これも同じで、つくってしまったらそのあとの運営は本当に大変です。

そうなったときに自分たちはちょっと無理かなと、いうところでにっちもさっちもい

かないようなところもありますが、そうは言っても少しずつでも前に進みたいという

のが一つあるようです。こんなかたちで私の研究としては、最終的に行政という主体

と、子育てをしている住民と、違う主体によってどういったソーシャルキャピタルが

出てきているのかという答えを出したい。それはまた別途お話をしたいと思いますが、

実際にはそんなに簡単にできるものでもなく、非常に時間もかかります。しかし少し

ずつ歩み寄って、こういうプロセスを経てできてくるものではないかということは、

何となく見ていて感じてはいます。 
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それともう一つ、私はメディアの研究者なのですごく重要だと思っているのは、よ

く言われる市民の情報リテラシー、メディアリテラシーがこういったものを通して自

然に育成されていくことを感じます。お母さんたちはだれ一人としてこういうことを

やったことがなかったので、そういった意味では本当に自然なかたちで底辺からそう

いった力が醸成されていくのではないかと感じています。 
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子育て情報サイトづくり
-自分情報、みんな情報、そして地域情報へ-

慶應義塾大学メディア・コミュニケーション研究所

金山 智子

子育子育子育子育ててててママママママママたちとたちとたちとたちと自治体自治体自治体自治体のののの協働協働協働協働によるによるによるによる

 

本日の内容

1. 子育て情報サイトを生んだ社会背景
2. 事例～ピーカブーとカ・エール～
3. 子育て情報サイト作りがもたらす変容
4. まとめ
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子育て情報サイトを生んだ社会背景

�求められる少子化対策、および子育て支援
情報の提供

�市民参画型の地域自治推進を目指す行政と
市民（当事者）との協働促進

�電子政府構想推進の一環として求められる
情報発信基盤の整備

 

 

ピーカブーピーカブーピーカブーピーカブー（札幌市南区の子育てガイド） http://www.cvm.or.jp/pkb/

•札幌市南区の『子育てガイド（冊子）』制作メンバーが中心となって、ウェブ版を制作。
•主体は母親達で、区役所は協力する立場をとる。
•毎月開催される運営委員会のほかに、MLやケータイでもコミュニケーションをとる。

•活動は『子育てガイド』作成から、親子のための地域イベント企画・取材へと広がる。
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ピーカブーピーカブーピーカブーピーカブー

ピーカブーが開催した「０歳から聞けるピーカブークラシックコンサート」の様子を
伝える記事。イベントや施設など、出来るだけメンバーが参加、取材し、
サイト情報として伝える。また、参加者らからの投稿も掲載する。

 
 

 

カカカカ・・・・エールエールエールエール（札幌市厚別区子育て情報）
http://www.galaxy.city.sapporo.jp/atsubetsu/kosodate/

•札幌市厚別区の募集に応じて集まったメンバーによる情報サイト制作。
•母親達の運営委員会と区役所の協働による。
•毎月開催される運営委員会の他、ML、SNS、ケータイなどでコミュニケーションをとる。

•活動は子育て情報サイトの制作・維持から、地域調査や取材などへと拡大。
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カカカカ・・・・エールエールエールエール

サイトに併設された掲示板。地域に密着した子育て情報の交換が多い。

 
 

 

子育て情報サイトづくりがもたらす変容
１１１１．．．．自分自分自分自分のののの意識意識意識意識
� 生活にハリ（生きがい）と達成感。
� 外界との接触により友達や知人が増加。
� 自分情報から、皆情報へ。
� 自分の生活と地元コミュニティに対する情報アンテナ。
� 発信することの楽しさや伝えることの面白さ。

２２２２．．．．行政行政行政行政とのかかわりとのかかわりとのかかわりとのかかわり
� 行政不信から行政理解へ。
� 行政に対する敷居意識が薄れ、親近感が増した。
� 行政から認められることで誇りを感じ、社会的存在意義を確認。
� 行政から守られているという安心感（ML,BBSなど）。

３３３３．．．．地域地域地域地域へのかかわりへのかかわりへのかかわりへのかかわり
� 自分の知らなかった街や人を知る。そして、それを伝える。
� 関わりのなかった人、グループ、組織とつながる。
� 自分の活動が目に見える（他メディアでも取り上げられる）。

地域を担う一員という意識が醸成される。
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まとめ

� 自分の発信する情報が、地域コミュニティに貢献できることを
発見し、地域への関心が高まる。

� 情報発信という活動を通じて、自分と関係のなかった人たちと
「つながる」ことで、地域コミュニティへの帰属意識が高まる。

� 地域色の強い地方自治体とそこに帰属する地域住民が共通
テーマのもとで協働することは、地域コミュニティの情報化を
促進することにつながる。

� 情報発信を含め、今後、どのように活動を継続するか。責任と
仕事量は増えるが、育児と家事は減らせない状態。家族の理
解や協力も得られにくい。

� NPO化も考えられるが、現実問題としては困難である。
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Ⅴ 閉会挨拶 

 

総務省情報通信政策研究所所長 新堀 修己 

 

本日は大勢の皆様がお集まりいただきましてまことにありがとうございます。また、

ご発表いただきました辻村常務、宮田先生、金山先生、司会の土屋先生、それから討

論に参加していただきました坪田室長、菅谷先生、活発な議論を展開していただきま

して厚くお礼を申し上げます。 

基調講演の中でもありましたが、総務省は ICTを使いましていつでも、どこでも、

だれでも、何にでもつながる社会、ユビキタスネット社会の実現を目指し、先ほどの

説明にありましたとおり u-Japan 政策を策定し、いろいろな施策に取り組んでいる

ところです。ユビキタスネット社会の実現が起きますと、今日の議論の中でもあった

かと思いますが、人々がますます新たな力をエンパワーメントされる。そしてそれは

質的な転換ももたらしてくるだろうと思います。われわれの情報通信政策研究所では

ユビキタスネット社会の実現を図るために理論的な支援をするということで、中長期

的な観点から基礎的な研究を進めています。今日のディスカッションはわれわれの研

究を進めていく上で本当に役に立つ、示唆に富んだものだと思っています。まさにわ

れわれの使命に適うと認識しています。今後ともわれわれとしては大学あるいは研究

機関といろいろ交流を進めながら、また研究の成果につきましても広く一般に還元し、

取り組んでまいりたいと思っています。お願いばかりしてございますが、引き続きど

うぞよろしくご支援、ご協力をお願いしたいと思います。 

それでは最後になりますが、今回のシンポジウムを共催というかたちでわれわれに

機会を与えてくださいました慶應義塾大学メディア・コミュニケーション研究所およ

び 21COE-CCC の皆様に、あらためまして、この場をお借りして感謝申し上げたい

と思います。これで私の閉会の挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

 


